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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　この世で一番大切なものは何かと聞かれれば、俺は迷いもなく金だと答える。

　もちろん医者を志した理由を尋たずねられたら模も範はん的な回答を口にするだろうが、本心ではない。俺はただ金が稼かせげる職業を選択した。職業を選択する上で何も間ま違ちがってはいないが、医者は人格者であるべきだと考えている人間が多いのは確かだ。そういう連中は真顔で愛だと答えるんだろうか。

　仕方ないから俺は大人おとなしく真面まじ目めな瀬せ上がみ幸こうを演じてやる。偉えらい先生方は逆らう生徒よりも御ぎよしやすく大人しい生徒のほうがお好きなようだから、お望み通りの頷うなずき賞賛するだけのイイ子でいてやる。それで将来が保障されるんだから、安いもんだ。

　しかしそんな打算的な考えを抱いだいて医学部に通う俺を、医学の神様は許さなかったんだろう。

「瀬上っ」

　解かい剖ぼう学実験室の解剖台の上に押し倒たおされながら、俺は鷲わし尾お准教授を見上げる。前期はどうにかかわしていたが、後期になった途と端たんにこれだ。講義で使用した器具を頼たのまれて片づけてやっていたのに酷ひどい仕打ちだ。

「やめてください……っ、教授っ」

　大人しく気弱な生徒だと安心して手を出したんだろう。鷲尾の臭くさい息が顔にかかって、被かぶっていたイイ子の仮面にヒビが入る。

　───いい度胸だな、てめぇ。

　こう見えても高校時代は名の知れた剣けん道どうの選手だった。体たい脂し肪ぼう率が要保健指導に達している壮そう年ねんの准教授ぐらい、簡単に押し返せる程度の背筋はついている。高校時代は三年連続インターハイに出場し、全国優勝も経験しているんだ。

「大人しくしていれば君も気持ちよくしてあげる。本当は君だって嫌いやじゃないんだろう？」

　もう既すでに気持ち悪いんだよ！

「嫌です…っこんな、放してくださ…」

　ここでぶん殴なぐって唾つばでも吐はきかけたら、今まで俺が積み上げてきたものが全部台無しになるんだろう。出来るだけ穏おん便びんに済ませたくて、泣き落としをするために潤うるんでもいない目元を眼鏡めがねの下から手を入れて押さえる。

「可愛かわいい泣き顔を私に見せてくれ。その、眼鏡の下の綺き麗れいな素顔もね」

　起きあがろうとしたが、それを見み越こした鷲尾が乱暴に肩かたを押さえつけてくる。その反動で、掛かけていた伊達だて眼鏡がずれた。思えばこのダサい眼鏡を一度教授の前で偶ぐう然ぜん外してしまったせいで、こんな窮きゆう地ちに陥おちいっている。顔の造りは中性的で、昔から男にも女にも持もて囃はやされてきたが、俺にとっては災難の種でしかない。

　ガキの頃ころから痴ち漢かんの被ひ害がい者しやだし、高校時代は今のように教師や先せん輩ぱいに執しつ拗ように迫せまられていた。

　だけどなんで俺ばかりが男相手に押し倒されなきゃならないんだ。

「さぁ、楽にして。はじめてなんだろう？　優しくしてあげるよ」

「やめてください、教授。本当にお願いします」

　そうじゃねぇと、本気でお前のタマが使えなくなるまで蹴けり飛ばすぞ。

　外見のお陰かげで勘かん違ちがいされるのは今にはじまったことじゃない。子供の時から女の子に間ま違ちがえられるのは日常茶飯事だった。成長してからは流石さすがになくなったが、相変わらず同性からもそういう対象にされている。

　だけど抵てい抗こうできないひ弱なタイプだと思ったら大間違いだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ああ、可愛いお尻しりだ」

　鷲尾の手が、ジーンズに包まれた俺の尻に触ふれた。

　───ぶっ殺す。

　怒いかりが限界に達して、思わず口元に微笑を湛たたえた俺に鷲尾の呼吸が荒あらくなる。何を勘違いしたのか知らないが、スケベそうに歪ゆがんだ口元に吐はき気けに近い思いがした。

「歯食いしばってな、変態野や郎ろう」

　大人しくしているうちに退どかないから痛い目を見るんだ。

「え？」

　欲望まるだしで近づいてくる男の対処には慣れてる。手近な急所をそれぞれ潰つぶして行けばいい。まずは顔面に一発頭ず突つきをして、その後股こ間かんを蹴り上げようとシミュレーションしながら頭を後ろに反らすと、そのときガラリと音を立てて教室の戸が開く。

「っ」

　鷲尾は驚おどろいたように背後を振ふり返る。

　そこに立っていたのは俺と同じアパートに住む医学部五年の伊い勢せ谷や清きよ伸のぶだった。

　実習で忙いそがしい伊勢谷は週一でしか講義に出席していないので、大学で会うのは久しぶりだ。

　教授連中は優ゆう秀しゆうな生徒として、男子生徒は憧あこがれの先せん輩ぱいとして、女子生徒は理想の男として伊勢谷の名前を挙げる。どこにいても人目を惹ひくのは背が高いせいだけじゃないだろう。

　もしアパートが同じでなければ、俺も他の生徒と同じように優秀で女にもモテる先輩として、伊勢谷のことを評価していたかもしれない。性格さえ知らなければ、外見上は完かん璧ぺきな男だ。

「ふぁ」

　汚よごれはないが着古して草臥くたびれたいつもの白衣を着て、眠ねむそうな顔でちらりと俺達を見ると欠伸あくびをしながら窓際の棚たなに向かう。

「伊勢谷くんか…、一体何の用だね…？」

　鷲尾は伊勢谷を確認すると、一いつ瞬しゆんにして顔を赤くして吃どもりながら額に汗あせを浮うかべる。

「教授に実験用具の調達を頼たのまれまして」

「そ、そうか。うん、私は瀬上くんが体調を崩くずしたようだから、見ていてあげたんだが……これから用事があるからな。申し訳ないが、私はこれで失礼する」

　まさか人が来るとは思わなかったんだろう。慌あわてふためいた様子で訳の分からない言い訳を口にしながら鷲尾が出ていく。

「いいのか？　彼氏のこと追いかけなくて」

　鍵かぎの掛かかった棚の下から防ぼう腐ふ剤ざいを取り出す伊勢谷が、からかうような目をこちらに向けた。

　彼氏なんかじゃないと知っているくせに、わざと俺を挑ちよう発はつするような言い回しをしてくる。

　ガラス戸の中から解剖に使うピンセットやメスを手近なアルミのトレイに載のせて取り出している後ろ姿に、俺は「誰が好きこのんで、男なんて相手にしたいって思うかよ」と返す。

「そうか。解剖台の上で盛さかるぐらい二人して切せつ羽ぱ詰つまってたのかと思ったけどな」

「盛ってたのはあいつだけ……っ」

　言い返した時に伊勢谷が口にした「解剖台の上」という言葉で自分がどこに寝ねていたのかを思い出して飛び起きる。毎回実習後は綺麗に拭ふいているらしいから肉片はないものの、いつも死体がのせられているステンレス製の台の上に寝ていたいとはいくらなんでも思わない。

　着ていた半はん袖そでのシャツを思わず脱ぬいで確認したが、そこには染みも何もついてない。それでも再び袖を通すのが躊躇ためらわれた。今日はもうＴシャツだけで過ごすと決めて、脱いだシャツを丸める。解剖学実習がはじまれば、死体に直接触ふれる機会もあるだろうし、そうなればこれぐらいなんとも思わなくなるのだろうが、今はまだ抵てい抗こうがある。

「男とやる趣しゆ味みでもあるのか？」

　伊勢谷の馬ば鹿かにするような言葉にむっとして睨にらみ返す。

　よりにもよって俺をいたぶることが趣味の伊勢谷に、あんなところを見られるなんて最悪だ。

「そんなわけ…！」

「だったら抵抗ぐらいしたらどうだ？　もっともその生っ白ちろい体じゃ、ろくな抵抗なんてできないだろうけど」

　肌はだが白いのは家に籠こもっていたせいじゃなくて体質だ。背が伊勢谷や鷲尾より低いのも、性格に似合わず柔やわらかな造りの顔も俺のせいじゃない。

「しようと思ってたんだよ！　あんたが来なきゃやってた！」

　それこそ日ひ頃ごろのストレスも相あい俟まって、医者の卵にあるまじき暴挙に出ていた気がする。

「本当かよ？」

　馬鹿にするような伊勢谷の言葉に思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

　高校時代アメフトでクォーターバックをやっていた伊勢谷に比べたら、確かに体に厚みはない。背だって十センチは俺の方が低いが、だからって貧弱な体をしているつもりはない。

「見た目が全すべてだと思うなよ、先輩」

　どれだけ食べても筋肉はあまりつかなかったが、小学校時代から高校時代まで続けていた剣けん道どうでは伊勢谷以上の大男を相手に何度も立ち回ってきた。幼少期の痴漢というトラウマから、誰より強くなることに苦心した結果、無敗の瀬上と呼ばれた。だけど剣道の試合で活かつ躍やくするたび実力ではなく顔目当てで寄ってくる女や、何かを勘違いして近づいてくる男ばかりが増えて、俺は自分の見た目をだんだん疎うとましく思うようになった。

　───で、現在の俺が出来上がる。

　顔を隠かくすような髪かみ型がたに厚い黒くろ縁ぶちの伊達眼鏡。これで鬱うつ陶とうしい連中から解放されるなら安いものだ。それに、誰にも見られない生活がこんなに楽だとは思ってもみなかった。

　外見のせいで常に周りに意識されてきたが、大学入学を機にこのスタイルを徹てつ底ていしてからは女にも男にも声を掛けられることはない。だらしない格好をしたからといって、周りからがっかりされることもない。期待されないというだけで人生は随分快適になる。

　そう、俺は自由だ。たとえ、伊勢谷みたいな連中に馬鹿にされようとも。

「幸！」

　部屋を出ていこうとした俺を伊勢谷が呼び止める。

「なんだよ」

　睨にらみ付けるように振ふり返った。

「ほら」

　渡わたされたトレイを反射的に持つと伊勢谷が「それ、第七実験室の方によろしくな」と言った。

「は？」

「実験中に足りなくなったらしいんだよ。じゃ、頼たのむな」

「なんで俺がやらなきゃならねえんだよ」

　反論したが伊勢谷はそのまま白衣の大きなポケットに両手を突つっ込んで教室を出ていく。

「おい、待てよ！」

　後ろ姿にそう声を掛けたが、伊勢谷は返答すら寄よ越こさなかった。

　一体どうしてこんな面めん倒どう事ばかりをあいつに押しつけられなきゃならないんだとトレイを見ると、そこに安やす原はらの書いた食材のメモと一枚の諭ゆ吉きちが置いてある。

「っだよ、ちくしょう！」

　なんであんな奴やつが隣りん人じんなのか。俺はその現実を心の底から呪のろった。










　俺が住んでいるアパートの横には大きな公園がある。

　鬱うつ蒼そうとした木々が生おい茂しげる公園は昼間でも気味が悪く、心しん霊れいスポットとして有名だ。どうせその正体は枯かれ尾お花ばななんだろうが、なんとなく薄うす気き味み悪いというのは俺も認める。

　その横にあるアパートも背の高い木々に埋うもれるように建っている。お陰かげで夏は涼すずしかったが、これから冬にかけて日差しが遮さえぎられると思うと少し憂ゆう鬱うつだ。

「でも、家賃が八畳じよう一間で月一万だもんな」

　破格の値段だが、入居者は俺を含ふくめて三人しかいない。おそらくはこの外観と幽ゆう霊れいが出るという噂うわさのせいだろう。木造のアパートは人が住んでいるのか疑わしいほど酷ひどい外観をしている。漏ろう電でんの心配をしてしまうような裸はだか電でん球きゆうが入り口にはぶらさがり、廊ろう下かの隅すみには骨こつ董とう品のような黒電話が置かれている。トイレは個別だが、台所は共同だ。風ふ呂ろ場ばは半畳程度の広さの簡易シャワー室が野外に置かれている。バスタブなんて付いていない。

　このアパートは正しく「貧びん乏ぼう学生」が住むに相応ふさわしい物件だ。もし俺が幽霊だったら、こんなアパートではなくどこかの高級マンションに住み着く。

「ただいま」

　今時珍めずらしいガラガラと音を立てる引き戸を開けて玄げん関かんに入る。自分の靴くつ箱にスニーカーを入れて框かまちにあがると、共同の台所から包丁の音が聞こえてきた。

　狭せまい木造の廊ろう下かを歩いてそちらに向かうと、このアパートの住人である安原がエプロンをして何かを作ってる。

「おかえりー」

　振り返った安原は俺を見て微笑ほほえむ。俺より背は高いが、童顔で人ひと懐なつっこい。安原は俺と同じ医学部の一年で特待生枠わくでの入学だ。容易に成績は落とせないので、前期試験ではお互たがい協力して勉強した。大学で唯ゆい一いつ友達と呼べる存在だが、安原は人気者でいつも人に囲まれているので、俺は極力大学では近づかないようにしている。

「あれ？　幸くんが買って来てくれたの？」

　安原は俺の持つ買かい物もの袋ぶくろを見てそう口にする。

「伊勢谷に押しつけられたんだよ」

　外ではイイ子ぶっているが、帰ってきてまでイイ子なんてやっていられないし、安原にはする必要もない。

「ありがとう。だけど、断っていいのに」

「断ったよ」

　俺は顔で伊勢谷に対する嫌けん悪お感を表現する。

「先せん輩ぱいは強引だからね」

　安原は苦笑したが、あれは強引と言うよりも傍ぼう若じやく無ぶ人じんの方が正しい。

「ろくに勉強もしてないのに成績上位だからって調子に乗ってるんだろ。教授連中に可愛かわいがられているのだってどうせ口三丁だ」

「幸くん、舌先三寸と口八丁を勝手にまぜちゃだめだよ」

　安原は拳を作って力説する俺を笑いながら、先ほどから作っているオムレツをひっくり返した。

「大体、あの男は狡ずるいんだよ。いつもいつも」

「うるせぇな」

　眠ねむくて不ふ機き嫌げんな顔を隠かくしもしないまま、ちょうど帰ってきた伊勢谷がぎしぎしと床ゆかを軋きしませながら玄関の方から歩いて来る。

　近づくと体格差を感じさせられて悔くやしい。伸のび悩なやんだ挙げ句成長期の終わりを告げた自分の身長を恨うらむ。見下ろされているせいで、見下されるように感じる。

「おい、ありがとうとかなんとかないのかよ？」

　俺は主張するように、買い物してきたものが入っているスーパーの袋を伊勢谷の前に出す。

「解かい剖ぼう学教室でやられそうになってるところ助けてやっただろ？」

　そう言って伊勢谷は俺の頭に腕うでを載のせる。その腕は払はらいのけようとした時に離はなれていった。

「助けた!?　どこが!?」

　あれのどこが助けた事になるのか、恩着せがましいにも程がある。

「幸くん、危ない目に遭ったの？」

　安原が心配した瞳ひとみを向けてくる。

「変な奴やつ等らに狙ねらわれてるようなら俺がなんとかしようか？」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。これでも昔は負け知らずだったんだから」

　中学時代に襲おそいかかって来た男連中をタコ殴なぐりにして、推すい薦せん入学を取り消されたり、高校時代に痴ち漢かんの手首を折って警察から過か剰じよう防衛の注意を受けたのは懐かしい思い出だ。無理矢理キスをしてきた先輩の前歯を折ったこともある。

　俺も馬ば鹿かだった。今ならもっとうまく立ち回れる。要はこの外見を有効に使ってもっと自分が被ひ害がい者しやであることを訴うつたえたら良かったんだ。

「そうは見えないけどな」

　伊勢谷はそう言いながら共同の冷蔵庫から栄養ドリンクを取り出すと、そのままぐいっと一気に飲み干した。のど仏が上下するのを見るともなしに見る。

「先輩、それ眠ねむれなくなりますよ」

　ラベルにビタミンや漢方の名前が書かれている茶色い小さなボトルを安原が指さすと、伊勢谷は「今日はこれから徹てつ夜やだからいいんだよ」と言ってそのまま台所を出ていこうとする。

「ご飯できてますけど」

　安原の言葉に伊勢谷は「いらない」と一言だけ言って階段を上っていく。

　少し唇くちびるをとがらせた安原を見ていると、まるでカップルのようだと思う。安原は何故なぜか伊勢谷の世話をよく焼いている。買ってきた食材をキッチンにあるテーブルに置いて、部屋に戻もどろうとすると安原に呼び止められた。

「買い物してくれたお礼ってわけじゃないけど、先輩が食べないと余るし、良かったらまた食べてくれない？」

「いいのか？」

「うん。俺一人じゃ食べきれないから」

　安原はそう言うと、出来上がった美味うまそうなオムライスを皿に載のせる。

　食費の関係から俺もほとんど毎日自じ炊すいしているが、見た目には拘こだわらない。そんなものよりどれだけ安くたくさん食べられるかということの方が問題だ。外食だってファーストフードか、スーパーの安くなった弁当ぐらいしか買わない。

「今日はバイトないのか？」

　安原は塾じゆくの講師とクリーニング屋のバイトを掛かけ持ちしている。学校は学年毎に忙いそがしくなるから、今のうちに稼かせいでおかなければならない。俺も単発のバイトや翻ほん訳やくのバイトを掛け持ちしている。翻訳なら家で好きな時間に出来るから楽だが、最近は余り仕事がない。

「うん。今日はどっちも入ってないんだよね。休みなんて久しぶり」

　キッチンには食べるスペースがないので、皿を持って安原の部屋まで移動すると、安原がテレビをつけた。俺の部屋にはないので、テレビを見るのは久しぶりだ。

「先輩って、いつもああなんだよね」

　小さなテーブルを囲みながら、安原がそう口にする。座ざ椅い子すを俺に勧すすめて自分はクッションの上で膝ひざを立てた。片脚あしが少し不自由な安原は床に座る時に、いつも片脚を曲げている。高校時代に事故に遭ったのだと前に話してくれた。

　あんな風に伊勢谷に無理矢理メモを渡わたされても、無視できなかったのはそのせいもある。

　だけど俺が足の事を気にして買い物をしたと気付かれたら安原が気にするので、あくまで伊勢谷の押しに負けたのだという態度を通す。

「ああってなんだよ」

「ご飯作っておけって言う割には食べないんだもん。しかも、買い物してくるって言う割にはいつも幸くんに押しつけるし」

　言われてみればこの間も安原に伊勢谷の分の食事を、こうして食べさせて貰もらったことがある。

　あの時も俺は伊勢谷に強引に買い物を押しつけられたのだ。

「嫌いやがらせか？」

　食べもしない料理をわざわざ作らせるなんて、嫁よめ姑しゆうとめの陰いん湿しつな苛いじめのようだ。

「そういうわけじゃないと思うんだけど……」

　安原は俺の言葉を否定しながらも、結局伊勢谷の行動の理由が分からずに天てん井じように視線を向ける。ちょうど安原の部屋の上が伊勢谷の部屋だ。

　伊勢谷が寮りようにいるのは学業に追い込まれている時ぐらいだ。実習が忙いそがしいというのもあるが、基本的には女達とどこかにふらふら出で掛かけている。派手な格好の女が伊勢谷を迎むかえに寮に来たことも何度かあった。

　試験前でも出歩いて、一いち夜や漬づけで淡たん々たんと成績上位をマークしているような男が、食事もせずに部屋にこもっているなんて珍めずらしい。

「相当追い込まれてるんじゃねぇの？」

　テレビのクイズ番組を見ながら、オムライスの半熟卵をトマトの酸味が残るデミグラスソースと共に口に運ぶ。あいかわらず安原の料理は見た目を裏切らず美味うまい。

　最近納豆ご飯や卵かけご飯、塩ご飯しか食べていなかったから感動も一ひと入しおだ。

「確かにそうみたいだね。昨日も遅くまで物音がしてたし」

「実習のレポートか？　それともゼミか？」

　仲のいい安原なら知っているのではないかと思ってそう尋たずねる。

「教授と連名で学会誌に載せる論文書いてるみたいだよ」

　俺は思わずスプーンに嚙かみつく。伊勢谷が師事している片かた桐ぎり教授は医学会の重じゆう鎮ちんだ。現在は現役を退き、指導者として大学に在ざい籍せきしている。電車の中に居たら席を譲ゆずられるような年ねん齢れいだが、侮あなどってはいけない。俺は今受講中の免めん疫えき学入門で六月に散々教室で無知さを責められた。

　俺は流石さすがに泣かなかったが、毎回性別に拘かかわらず生徒の一人か二人は泣かされている。

「凄すごいよね。俺はレポートですら片桐教授に認められたことないよ」

　学生を目の敵にしているとしか思えないほど厳しい片桐教授が褒ほめるのは、唯ゆい一いつ可愛かわいがっている伊勢谷だけだ。俺達の授業でも講義の最さ中なかにたまに伊勢谷の話が出る。

『同じ質問を四年前にした時、伊勢谷君以外の生徒は君らと同じように黙だまっていた。だけど彼は指されて沈ちん黙もくしたことは一度も無かった。彼のような人間が医者になるべきだ。君らのような木偶でくの坊ぼうではなくね』

　そして片桐教授は分厚い英語で書かれた免疫学の参考書を細い腕うでで持ち上げると、「医者を志すのならば、せめてこの一冊ぐらい暗記しろ」と言い捨てた。

　俺にとって片桐教授のコマは暴言の数々にひたすら耐たえる時間だ。それなのに片桐教授のゼミは人気で、国家試験並みの入ゼミ試験があるというのに、毎年定員の五倍は希望者が殺さつ到とうするらしい。教授のコネ目当てかと思ったが、基本的にそういう面めん倒どうはみないという話だ。

　だとしたら、伊勢谷も含ふくめてゼミ生は真性のマゾヒストだ。俺は学生を「木偶の坊」と呼び捨てるような教授の下につきたいとは思えない。

　尤もつとも、伊勢谷はあそこまで気に入られているのだから、優ゆう遇ぐうされているのかもしれないが。

「可愛がられてるよな。学生の論文なんて普ふ通つう扱あつかわないだろ？」

　少し棘とげのある言い方で俺が安原と同じように天井を見上げる。俺の部屋は伊勢谷の向かいになる。廊ろう下か側にはドアと磨すりガラスの窓があり、伊勢谷が電気をつければその光が俺の部屋まで漏もれてくる。でも昨日は疲つかれて早く寝ねてしまったから、伊勢谷の部屋の明かりがどうだったかなんて覚えていない。

「お気に入りっていうのとはちょっと違ちがうかも。先輩は片桐教授に逆らえないからね」

「逆らえない…？」

　伊勢谷なら率先して嚙みついて行きそうだ。飼い慣らされている姿なんて想像出来ない。

　それとも偉えらそうなのは俺達の前でだけで、案外教授にはぺこぺこしているのだろうか。

「交こう換かん条件なんだって前に言ってたけど、詳くわしいことは聞いてないな。今回の論文もなにかの代だい償しようなんじゃないかな」

　代償というよりも褒美ではないのか。

「学会誌に論文が載るって名めい誉よなことなのに、代償なのか？」

　誰でも書けば載せて貰えるものではない。しかも片桐教授と連名で載せるのならば、恐おそらく権けん威いのある学会誌なのだろうし、伊勢谷に対する評価も上がるだろう。

「う～ん、でも先せん輩ぱいはそういうのには興味ないし、片桐教授も自分が全部書くのは面倒だから押しつけたっていうのが本音だと思うよ」

　安原は食べ終わった自分の皿を片づけるために台所に向かう。俺はまだ残っているオムライスを食べながら、改めて安原の部屋を見回す。俺や伊勢谷の部屋と変わらずに安原の部屋も本が多い。八畳じよう一間だからあまり物がおけず、本は床ゆかに平積みされていた。見るともなしに本の背表紙をみていると、そのうちの一つに目が留まる。『彼氏のためのお家ごはん』というタイトルの料理本になんだか複雑な気分になる。

「まさかな」

　伊勢谷と安原がつきあってるなんて事実は怖こわすぎる。男同士でつきあうって感覚は理解できないし気持ち悪い。女同士は生理的に許せるが、男同士は無理だ。今まで自分がそういう連中から被ひ害がいにあってきたから、余計に嫌けん悪お感が募つのる。

　これ以上伊勢谷と安原のことを考えると、嫌いやな結論に行き着きそうで考えを振ふり払はらうために本から視線を逸そらし、安原の後を追うようにキッチンに向かう。

　キッチンでは安原は握にぎり飯めしを作っていた。

「まだ食うのかよ？」

「先輩に夜食。やっぱり何も作らないってわけにはいかないし」

　聞かなきゃ良かった。

　普通ただの先輩相手にそういうことはしない。そもそも夕食だって頼たのまれたからといってつくらないだろう。

　───それとも俺がそういうことに過か敏びんになっているだけなのか？

　安原の手の中でシラスと刻み梅を混ぜた握り飯が綺き麗れいな三角に形作られていく。表面には白しろ胡ご麻まがかかって美味そうだ。既すでに皿の上には具材の違ちがう握り飯が二つ載っている。三個目を載せた後に、安原はその皿を持って俺を振り返った。

「幸くん、悪いけどこれ届けて貰もらって良いかな？」

「はぁ？」

「どうせ二階いくでしょ？　お願ねがい」

　伊勢谷なんかに飯を持っていくのは敵に塩を送るようで嫌だが、たった今飯を食わせてもらったばかりで安原の頼みを断るわけにもいかない。それにどうせ買い物の釣つり銭せんを渡わたさなければならなかった。

「……わかったよ」

　仕方なく頷うなずいて、皿を持って廊ろう下かに出た。玄げん関かんの正面にある少し急な階段を上ると、一歩踏ふみ出すごとにギシリギシリと板が鳴る。そのうち踏み抜ぬいてしまいそうな不安を感じながら、二階に上がる。

　廊下は建物の中央を通っている。東側には伊勢谷の部屋があり、西側には俺の部屋がある。安原は一階に住んでいるので、二階に住んでいるのは俺と伊勢谷だけだ。一階と二階で合わせて六部屋の空き部屋があるが、今後の入居予定はない。管理人は俺と安原の代で取り壊こわしを決意したようで、一年契けい約やくが終しゆう了りようする来年の四月にはアパートを出なければならない。

　そのためいろいろなところにガタが来ていても、直されることはない。

　俺は伊勢谷の部屋の立て付けの悪いドアの前で、皿を持ったままで立ち止まる。

　薄うすいドアの向こうからは何の物音も聞こえない。もしかして寝てるんじゃないだろうかと思って、少し強めにドアを叩たたくと「はい」と不ふ機き嫌げんな声がする。

「夕飯持ってきてやったんだけど」

　むっとしながらそう返すとガチャリとドアノブが回り、顔を覗のぞかせた伊勢谷は俺の手の上にある皿を受け取ると「どうも」と口にしてすぐにドアを閉めようとする。

　俺はしつこい訪問販はん売ばいのように、慌あわててそのドアを摑つかむ。

「待てよ、釣り銭」

　そう言ってポケットに手を伸のばす。

「別にいい。やるよ」

　伊勢谷はどうでもいいと言うように、再びドアを閉めようとする。

「先輩からの施ほどこしなんか受け取れるかよ」

　伊勢谷は面倒くさそうに欠伸あくびをした。そのバカにするような動作が鼻につく。

「ほら」

　札と小銭を取り出して、一円の不足もないように確認してから渡す。

　伊勢谷はそれを受け取ると、確かめもせずに玄げん関かん横の冷蔵庫の上に置く。伊勢谷らしくない緩かん慢まんな動作にその顔をよく見ると、しばらく寝ていないのか目の下には隈くまがある。それでも男前が損なわれないのがこの男の嫌いやみなところだ。

「何だ？」

　眠ねむそうな視線を向けられる。俺も一応、こいつの顔の良さだけは認めているが、それを本人に言ってやるつもりはない。どうせ何か嫌みな言葉で切り返されるに決まっている。

「……辛しん気きくさい顔色」

　昼間は気付かなかった伊勢谷の顔色のことを指し摘てきすると、伊勢谷は「そうだな」となげやりに答える。

　それからドアを閉めようとして、何かを思いだしたように俺に視線を向けた。

「お前、あいつにいつもあんなことされてるのか？」

　脈みやく絡らくのない質問に眉まゆを寄せると、伊勢谷は「解かい剖ぼう学教室で襲おそわれてただろ」と呆あきれたように補足した。

「まさか。今回が初めてだ」

　そうでなければ今いま頃ごろはイイ子の仮面を捨てて、鷲尾を辞職に追い込んでいるか病院に送っている。

「気を付けろよ。お前チビなんだからすぐに押さえ込まれるぞ」

「背のことは言うな！　それに俺は女みたいに簡単に押さえこまれたりしねぇよ」

　痴ち漢かんや強ごう姦かん未み遂すいなんて高校時代は日常茶飯事だった。複数人に更こう衣い室に連れ込まれたこともある。金がなくて行けなかったが、修学旅行なんて行ってたらもっと大変だっただろう。

「押さえ込まれてただろ」

「あれは不意打ちだったからだ！」

　高校を卒業して以来そんな目に遭あわなかったから驚おどろいて反応が遅おくれたせいだ。

　警けい戒かいしていたら押さえ込まれたりしなかった。

「そうかよ」

　伊勢谷はそう言うと、俺の片方の手首を摑つかむ。

「外してみろよ」

　軽く握られた手首に嵌はまる伊勢谷の手は、俺の手と比べると大きくて節くれだっている。あまり強く握られているわけでもないのに、外そうとしても外れなかった。構造上、手首を回内させれば簡単に外れるはずなのに、伊勢谷の力に押さえられて手首を回すことができない。

「ぐっ」

　力業で来られたら不利だ。普ふ通つうの連中より力が強いほうだが、伊勢谷は普通の連中じゃない。

「どうした？」

　含ふくみ笑わらいのまま伊勢谷に尋たずねられる。

「外せるんだろ？」

　畜ちく生しよう、本当に嫌な奴やつだ。

　勝利を確信している余よ裕ゆうの表情を崩くずしてやりたいが、腕うでを振ふり回すことも自分の方に引くこともできない。無理をすると関節が外れそうになる。俺が必死で伊勢谷の手を外そうとしているのに、伊勢谷がもう片方の手で持つ握り飯の皿すら微び動どうだにしない。

「くそ、分かったよ。分かったから手を放せよっ」

　俺がギブアップすると、伊勢谷はあっさり手を放す。手首は赤くなっていた。摑まれたせいではなく、俺がその手を外そうとしてめちゃくちゃ動かしたせいなのだが、それだってもともとは伊勢谷のせいだ。

「大変参考になる忠告をどうもありがとうございました」

　慇いん懃ぎん無礼に聞こえるようなわざと畏かしこまった口調に、伊勢谷は「相変わらず可愛かわいくねぇ奴」と言いたいことを言って部屋のドアをばたんと閉めた。

「どっちがだよ！」

　思わず怒ど鳴なったが、ドアは再び開く様子はない。

　腹立たしいが苛いら立だち紛まぎれにドアを蹴け飛とばせば、立て付けの悪く年季が入った木製のドアは簡単に壊こわれてしまいそうなので我が慢まんする。

　外見のお陰かげでか弱く見られることには慣れているが、伊勢谷にまで誤解されるのは我慢できない。確かに手首の拘こう束そくは外せなかったが、いつか片手で林りん檎ごを粉ふん砕さいできるところを見せてやる。

　無意識に作っていた拳こぶしをぐっと握にぎりしめて、俺は一階のシャワー室に向かう。

　台所横で裸はだかになって置いてある自分のタオルを摑むと、勝手口を出て一歩でシャワー室のドアを開ける。安原は中で着き替がえているようだが、狭せまいシャワー室で着替えるのも服が濡ぬれないように工夫するのも面めん倒どうなので、俺は台所で脱ぬいでしまう。持ち込むのもタオルだけだ。

　作りつけの小さな棚たなの上に並べてあるシャンプーや石せつ鹼けんの中から自分の物を手に取り、その代わりに眼鏡めがねを置く。烏からすの行水のようなシャワーを終えてから、持ってきたタオルで体を拭き、腰こしに巻き付けて風ふ呂ろ場ばを出る。

　毎回着替えを用意してから入るのが面倒で、この格好で部屋に戻もどるのが習慣だ。何故なぜか安原には「止めなよ」と心配げに言われるが、女がいるわけでもないのにそんなことを気にする意味が分からない。

「見苦しい体ってわけじゃねぇのに」

　見下ろした自分の体には、相変わらず隆りゆう々りゆうとした筋肉はついていない。

　高校時代は他のやつの倍は食べていたし、運動もしていたのにボディビルダーのような体とはほど遠い。腹の肉が八分割されていたり、もりあがる大胸筋に憧あこがれを抱いだいていた時期もあったが、今は自分の体質を理解して諦あきらめている。

　それでも余計な肉は付いていない。部活を引退してからも、受験勉強の合間を見ては素す振ぶりをしていた。今でも時間があれば早朝から横の公園を走っているし、どんなに忙いそがしくても日課の腕うで立たてを欠かしたことはない。

「どうせ伊勢谷には敵わねぇけどな」

　分かり切っていることだが、素直に認めるのは嫌だ。あんな奴に負けているなんて悔くやしい。知り合ってから今日まで、伊勢谷に対しては良い思い出が一つもない。

　最初は俺も伊勢谷に対して敬語を使っていたし、イイ子の演技をしていた。上下関係の厳しい部活動でその辺りは徹てつ底ていしていたのだが、度重なる伊勢谷のからかいにいつからかタメ口に変わった。名残なごりを残しているのは「先せん輩ぱい」という呼び方だけだが、「てめぇ」に変わる日も近いだろう。

　曇くもった眼鏡をタオルの裾すそで拭ふいてから、再び掛かける。安原の部屋の前を通りかかった時に、ちょうどガチャリと戸が開けられる。

「幸くんっ。またそんな格好してるの!?」

　怒おこったような顔で着替えを手にした安原が言う。安原はいいやつだけど、真面まじ目めというか奥手というか。今時ドラマのベッドシーンで俯うつむく大学生なんて、日本じゃ絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだ。小学生だってもっと擦すれている。だからといって、男の裸にまで騒さわぐのはどうかと思う。

「まだ暑いんだからいいだろ」

「暑い寒いの問題じゃないってば！　そんな格好してたら、何かあっても自業自得だよ！」

　まるで年ごろの娘むすめを諭さとす母親のような安原の言葉を「はいはい」と適当に流しながら階段を上がる。

　心配しなくても俺は男だし、この見た目で俺に手を出そうとする奴なんていない。鷲尾は素顔を知っているから仕し掛かけて来たんだ。でなければ俺なんかに手を出さないだろう。

　部屋に入ろうとしたところで、向かいのドアがガチャリと開く。狭せまい廊ろう下かではすれ違ちがうのも難しいので、階段の上の踊おどり場ばで待っていると伊勢谷が眠そうな顔で出てくる。

　俺に気付くと「風呂空あいたのか」と聞いてきた。

「安原が使うみたいだけど」

「そうか」

　伊勢谷とすれ違うとき、ほんの少し肩かたが触ふれる。アメフトをやっていたにしては、伊勢谷は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというタイプではない。けれど、胸板も肩も着やせするだけでしっかりと筋肉が付いている。伊勢谷が夏に洗車をしていた時、水で張り付いたＴシャツがそれを教えてくれた。

　伊勢谷みたいな体だったら、鷲尾なんかに襲おそわれることはないんだろう。

「まさか一いつ緒しよに入るのか？」

　冗じよう談だん交じりだが、半分本気の俺の言葉に伊勢谷は煩わずらわしそうな目を向けてきたが何も言わなかった。

　否定しないって事は、マジなんだろうか。

「キモ」

　安原には言わないが、伊勢谷には素直に思ったまま口にした。伊勢谷はそれに対しても何も言わない。俺になんて何を言われても良いと思っているのかもしれない。

　俺は自分の部屋に戻もどって、さっきまで着ていた服を入り口の側の台の上に置く。洗せん濯たく物は溜たまったらする主義だ。安原みたいに毎日洗うのは面倒で無理だ。

　部屋着にしているボタンのない白い綿シャツと裾すそ広のラフなパンツに着替えて、風呂を出たときに再び掛けた伊達だて眼鏡を外して洗濯物の上に置く。

　長い前まえ髪がみと大きな眼鏡で顔はほとんど隠かくれてしまう。視界を遮さえぎり、鬱うつ陶とうしい前髪を近くにあった輪ゴムで留める。

　男に襲われるなんて、久しぶりだ。ガキの頃ころからそれこそ、数え切れないほどそんな目にあってきたのに、大学に入ってからは今日が初めてだ。

「もっと鍛きたえとかねぇとやばいかもな」

　硬かたい二にの腕うでを摑みながら懸け念ねんする。それにしても鷲尾が伊勢谷を見たときの慌あわてぶりは今思い出すとおかしかった。伊勢谷が騒さわぎ立てると思ったのだろうか。だけどあいつが俺のためにそんな労力を払はらうはずはない。鷲尾が平然と俺を押し倒たおして、そのままレイプしてしまったとしても、伊勢谷は無視を決め込むだろう。

　もしかして鷲尾は伊勢谷の噂うわさを信じて、あんな風に慌てたのだろうか。

〝瀬上と安原は伊勢谷のお気に入り〟

　そんな噂がどこから来ているのかは分からないが、安原と俺を一ひと括くくりにしないで欲しい。伊勢谷のお気に入りは安原だけで俺は違ちがう。いや、お気に入りというのも少し語ご弊へいがある。

　伊勢谷は安原が「好き」なのだ。

　二人の関係があやしいと最初に思ったのはもう随ずい分ぶん前だが、はっきり言って気持ち悪い。もしかして伊勢谷が俺に対して意地が悪いのは、俺と安原の仲に嫉しつ妬としているのだろうか。

「勘かん弁べんしろよ」

　なんで高校を卒業してまでその手のことで煩わされなきゃならないんだ。

　だけどそう考えてみるとしっくりくる。きっと、今日襲われてたのが俺じゃなくて安原だったら、伊勢谷は鷲尾のことを殴なぐり飛とばしていただろう。

「確かに安原は俺から見ても、可愛かわいいけどな」

　安原は俺より背が高いが、顔は童顔で大きな瞳ひとみとくるくる表情の変わる顔が特とく徴ちよう的だ。素直でからかいがいがあるので、伊勢谷によくからかわれている。

　正義感が強くてまっすぐだから、大学では女子にも男子にも弟的存在で可愛がられている。

　俺は顔だけで周りから好かれていたが、安原は違う。あいつが俺みたいに顔を隠かくしても、周りの奴は安原から離はなれて行かないだろう。自分を卑ひ下げする訳じゃないが、俺は安原ほどまっすぐには生きられないし、ああなりたいとも思わない。

　だけど無条件に人に愛されるあいつが、たまにこうして羨うらやましくなる。

「大学入ってからろくに友達もいねぇしな」

　思わず自分で言って悲しくなる。高校時代もそれほど親しい友達がいたわけじゃなかったが、必要不要に拘かかわらず人は寄ってきた。

　外見の力は偉い大だいだ。見た目が良いだけで、友達になりたいという奴が現れる。

　彼らのような連中に再び好かれたいとは思わないが、顔を隠した途と端たんに周りから人がいなくなると、所しよ詮せん顔だけだと言われているようで腹が立つ。

　自然と勉強に身が入るのは、顔だけじゃないという変なプライドのせいもある。子供の頃ころから勉強は得意だったし、母親が再さい婚こんするまでは母子家庭だったから奨しよう学がく金を得るために成績は良くなければならなかった。ガキの頃から金銭的には不自由していたが、剣けん道どうだけはどうしてもしたかった。道具はどれも高かったから子供の頃は誰かのお古で、高校時代は部活と学校の合間を縫ぬってバイトをした。

「そう言えばもう半年以上してないのか」

　あんなにずっと握にぎっていた竹刀しないの感覚を忘れている掌てのひらを見て、ほんの少しだけ悲しくなった。

　だけど俺はそんな感傷を振ふり払はらうと、生化学の参考書を開いて日課の勉強をはじめた。










　生化学基き礎そ講座で俺は有あり沢さわと同じ班になってしまい、思わずかみ殺しきれないため息を漏もらす。二人してたまたま遅おくれてきたため、隣り同士に座らされる。

　有沢は俺と同じ高校で、同じ剣道部だった。何の因果か現在も同じ学部だ。同窓だから普ふ通つうならうち解けた気分になれるのかもしれないが、俺は高校時代に有沢に襲おそわれかけたことがある。もちろんぼろぼろに打ちのめしてやった。当然ながら、そのときのことはお互たがいまだ忘れていないので、うち解ける気分になんてとてもなれない。

　俺は不快感を隠すために俯うつむいた。

「バカみてぇ」

　そんな俺を見て、有沢は小声で言った。無視していると、肘ひじで軽く小こ突づかれる。

「俺にそんな態度でいいのかよ、俺はお前の秘密を知ってるんだぜ？　お前が誰とつきあってたか。三年前、お前が恋こい人びとと部室で何をしてたか」

　有沢のその言葉に高校時代の思い出したくもない記き憶おくが脳裏にちらついた。

　高校時代、同じ部の先輩に迫せまられた挙げ句、部室でキスまでされたのは忘れられない記憶だ。尤もつとも、それは相手にとっても同じだろう。折られた前歯を毎朝鏡で見るたびに、俺のことを思いだしているに違ちがいない。

「恋人じゃねぇよ」

　外見のお陰かげで勘かん違ちがいされるのは今にはじまったことじゃない。子供の時から女の子に間ま違ちがえられて痴ち漢かん被ひ害がいには事欠かなかった。成長してからは流石さすがに間違えられることはなくなったが、同性に告白されたり襲われることは少なくなかった。

　冗じよう談だんじゃない。なんで尻しりを男に狙ねらわれなきゃならないんだ。

「どうだか。鷲尾准教授ともやってるくせに」

　有沢はそう言うと、バカにするように鼻で笑う。

『それぞれ血を採って顕けん微び鏡きようで覗のぞいてみること。レポートをまとめたら、その結果について班で話し合って、纏まとまったら提出しなさい』

　マイクで講師がそう告げると同時に、実習に必要な機材が前からトレイに入れられて回される。同じ班になってしまったことはもうどうしようもない。

　これから先の六年間同じ学部で、どちらかが失敗しない限りは同じ学年だ。遅かれ早はやかれ、こいつと同じ班になる日は来ただろう。それがたまたま今日だっただけのことだ。

　誰も自発的に動く様子がないので、俺が一番先に実験を始めた。結果は普ふ通つうの血と変わらない。とくに問題はなさそうだった。

「どうぞ」

　顕微鏡の中を班員が確認した後、次は女子が血を採った。だけど彼女は深く刺さしすぎて、多めの血が硝子ガラス板の上に零こぼれ、セットした顕微鏡の中を覗くと、赤血球がやたらとくっついている。プレパラートを強く押したせいで、血けつ栓せんが出来そうな血になっている。

　有沢がそれを覗いて、用紙に「高こう脂し血けつ症しよう」との診しん断だん結果を書き込む。「脳卒中の恐おそれ有り」と追記している。

「やばいよ、これ。ちゃんと診みて貰もらった方が良いかも」

　真しん剣けんにそれを口にした有沢に、俺は思わず笑った。

「なんだよ」

　イイ子ぶってる俺は無言で小首をかしげてみせる。それがさらに有沢の苛いら立だちを増ぞう幅ふくさせた。

「なんか文句あるなら言えよ」

「やり直した方がいいと思うけどな」

　わざと柔やわらかく言った俺の言葉に、有沢はむっと眉まゆを寄せる。

「やっぱりぐちゃぐちゃになっちゃった？　押しちゃったからかな」

　はは、と笑いながら女子がもう一度プレパラートを作ると、今度はちゃんと普通の血液だった。有沢はその結果が面白くないようで、俺を睨にらみ付ける。

　───やりにくいな。

　大体悪いのは有沢なのに、なんで俺がこんな風に目の敵にされなきゃならないのか。

　襲われたら素直に体を差し出せとでもいう気かと、睨み付けてくる有沢を平気な顔で見返してやる。その視線が気に障ったのか、有沢はますます顔つきを悪くした。だけど大した気き迫はくじゃない。そんなもので、俺が気け圧おされると思ったら大おお間ま違ちがいだ。これでも名門三み津つ橋はし高校剣道部元主将は伊達だてじゃない。

　有沢の態度は悪いままだったが、俺はそれを無視して淡たん々たんとグループワークを進めた。

　見回りに来た講師は俺達の班が早々に実習を終えたのを知ると「一班の血が面白いから見に行きなさい」と口にする。その言葉に従って大人おとなしく立ちあがった俺はいつの間にか近づいてきた有沢に、乱暴に背中を押された。

　子供じみたそれに怒いかりすら湧わかず、うんざりした気持ちで黙だまっていると安原が「なにしてるの？」と口を挟はさむ。その言葉に他の連中も俺達に注目した。

「安原……」

　安原のその正義感をある意味、ありがた迷めい惑わくだと思いながらも宥なだめるように名前を呼ぶ。

　有沢は安原と俺を見て、口元を歪ゆがめると耳元で俺にしか聞こえない声でそっと囁ささやく。

「安原とも寝ねてんのかよ？　高校時代も部の連中と乱交してたんだろ。男食いまくってるって噂うわさは噓うそじゃな……」

　耳に有沢の熱っぽい息がかかって、我が慢まんの限界を迎むかえる。

「いい加減気持ち悪いんだよ」

　有沢の言葉を聞き終わる前に、勝手に体が動く。

　昨日の鷲尾の時から溜たまっていたストレスが臨界点を超こえた。

　鳩尾みぞおちにたたき込んだ拳こぶしが深いところに決まると、有沢は体を二つ折りにして咳せき込む。

　ざまあみろ。

　拳を作ったままその様を見ていると講師に肩かたを摑つかまれた。

「瀬上」

　厳しい表情で俺の名前を呼ぶ講師に、「ああ、またやっちまった」と高校時代の苦い記き憶おくが蘇よみがえって、俺は作った拳をゆっくり開く。

　頭に血が上ると考えるより先に体が動く。昔からそのことで苦い目にあっているのに、未だに直らない。大学に入学してから大人しくて地味な優等生を演じてきたのに、これで台無しだ。

　未だにせき込んでいる有沢を見下ろしながら、俺はどうせなら顔面に叩たたき込んでやるんだったと少し後こう悔かいする。

　結局、授業中に同級生に暴力を振ふるったということで、俺は学部責任者に呼び出されるはめになった。手の早さを今いま更さらながらに呪のろったのは、その学部責任者があの片桐教授だったからだ。

　どんな嫌いや味みを言われるのかと覚かく悟ごして向かった教授室は、埋うずもれそうな程の本と本ほん棚だなで一いつ杯ぱいだった。本棚が迷路のように部屋を区切っている。

「失礼します」

　声をかけてから開けっ放しのドアを潜くぐると、奥の方から眼鏡めがねをかけた小こ柄がらな老人が出てくる。

　真っ白な白はく髪はつがかろうじて残っている頭部と皺しわの多い顔に迫はく力りよくはないが、この人が今の日本医学の礎いしずえとなった人だ。性格は恐おそろしく悪いけど。

「ああ、まったく……この忙いそがしいのに、馬ば鹿かなことをやるガキ共が多くて困るよ」

　そう言った後に、教授はおもむろに近くにあった辞典で俺の頭をバシンと叩いた。

「っ」

　あまりに自然な動きだったために予測できず、また相手が教授なのでやり返すこともできずに、俺は甘んじてその一いち撃げきを受ける。よぼよぼな腕うでにしては結構力がこもっていて痛い。

「盛りのついた雄おす犬同士じゃ有るまいし、ケンカしていい場所といけない場所が分からないほど脳みその回路が悪いのかね、君は」

「……すみま、せん」

　歯がみしながらそう言った俺の反はん抗こう的な目に気付いたのか、教授は今度はその横にあるもっと分厚い本に手を伸のばし掛かける。俺の言い分を何も聞かずにいきなり鉄てつ拳けん制裁だ。燻くすぶっていた怒いかりが再びこみ上げはじめた時、本棚の向こうから伊勢谷が顔を出した。

「教授、そいつには俺からよく言っておきますから」

　片桐教授は伸ばし掛けた手を止めて、背後を振りかえる。頭にタオルを巻いて、額の汗あせを汚よごれた軍手で拭ぬぐった伊勢谷を見た教授は眼鏡の奥で小さな目を細めた。

「君の知り合いかね？」

「はい」

　伊勢谷の言葉に「ふん」と教授は鼻を鳴らしてから、少し考えるそぶりを見せた後で、くるりと俺に背を向けると伊勢谷に向き直った。

「一回分だぞ」

　その意味は分からなかったが、片桐教授の言葉は俺の耳にも届く。

　結局俺が何故なぜ有沢に暴力を振るったのかという理由も聞かず、俺から反省の言葉も引き出そうとしなかった片桐教授は、さっさと本棚の向こうに姿を消した。

　伊勢谷が「ありがとうございます」と言ってから、俺の背中を押して教授室から連れだす。

「あんまり馬鹿な真似まねするなよ」

　教授の研究室が並ぶ研究棟とうから俺を連れ出したあとで、伊勢谷は呆あきれ顔でそう口にする。

　既すでに教室での顚てん末まつは知っているようだ。伊勢谷に庇かばわれるなんて、一生の汚お点てんだ。

「余計なことすんなよ」

　俺の反応に伊勢谷がため息を吐つく。

「どうしてそんなことしたんだ？」

　片桐教授に事情を聞いたのか、まるで片桐教授の代わりのようにそう口にする。もしも片桐教授に聞かれたら、有効かどうか分からないが噓うそ泣きで有沢の非道さを訴うつたえた後に、昨日の鷲尾のことも訴えようかと思っていた。けれど、伊勢谷相手じゃそんな戦法は通じない。

「先せん輩ぱいには関係ねぇだろ」

　伊勢谷は頭に巻かれた白いタオルを取ると、そのまま黒くろ髪かみをがりがりと搔かいた。空調の利いた教授室で汗を搔くなんて、力仕事でもやらされていたんだろう。安原が伊勢谷は片桐教授に逆らえないと言っていたが、確かに良いように使われているようだ。

「お前って……警けい戒かい心の強い野良犬みたいだよな」

「はぁ!?」

　失礼な事を言って、伊勢谷は俺の眉み間けんに指で触ふれた。

　いきなりそんなことをするからびっくりして思わず肩が揺ゆれる。

　伊勢谷はそんな俺に構うことなく、皺しわを伸ばすようにそこを撫なでた。

「溜たまってるから暴力的になるんだろ。部屋に籠こもってないで、スポーツでもして来いよ」

　溜まってるってなんだよ！　悪かったな、お前みたいに女と遊んでなくて。

　人に向かって野良犬ってどういう意味だよ。

「うるせぇなっ」

　眉間を触さわる指をどけようとすると、それより早く伊勢谷が指を引っ込める。

「何か事情があるなら安原にちゃんと相談しろよ」

「なんでそんな指図受けなきゃならねぇんだよ」

「お前が何か問題を起こせば、知り合いの俺が片桐教授に責められるんだ」

　うんざりしたような響ひびきのそれに、俺は何も言い返せずに口を噤つぐむ。

　だったら自分から俺と知り合いだなんて言わなきゃいいじゃないか。

　そう思ったが、反論する前に伊勢谷は手に嵌はめた安っぽい腕うで時ど計けいに視線を落とすと、俺に背を向けて再び片桐教授の研究室に戻もどっていく。

　伊勢谷の言うことを認めるのは癪しやくだが、確かに溜まっているのかもしれない。性的なことじゃなくて、体を動かし足りないせいでこんな風に爆ばく発はつしてしまったのもある。中学生の頃ころじゃあるまいし、人前で暴力を振ふるうなんてどうかしてる。

「動かしてぇなー…体」

　思わずそう呟つぶやいたら、じんと体の奥が疼うずく。

　大学に入ってからは、剣けん道どう部には入らなかった。そんな時間も暇ひまもない。それに俺の相手になるやつなんてほとんどいなかった。相手が二年上だろうが、同い年だろうが年下だろうが、最後は俺に軍配が上がった。高校に入ってから試合で負けたのは一度だけだ。

　相手は同じ部の井い筒づつ先輩だった。最後まで剣道じゃ勝てなかったが、拳こぶしでは勝った。部室で無理矢理キスされた時は、驚おどろきと同時に失望した。尊敬もしていたし、先輩だけは俺をそんな風に見ないと思っていたから、裏切られた気持ちだった。あの時の事はきっと忘れられない。尤もつとも井筒先輩にしたって、折られた前歯を見るたびに俺のことを思い出して居るんだろう。

「もっと男らしい体だったらそんな風にはならなかったんだろうな」

　そしたらこんなことで、人に失望しないでも済んだ。鷲尾准教授にも襲おそわれず、有沢にも絡からまれず、片桐教授に頭を叩かれるような事態に陥おちいることもなかっただろう。

　男と寝ねてるなんて事実無根の中傷だ。大体俺は誘さそったことも、抱だかれたこともない。

　そんな目に遭あうぐらいなら、刑けい務む所しよに入る覚かく悟ごで相手をぶっ殺している。

「あー……殴なぐりたりねぇなー」

　やっぱり肋あばら骨ぼねぐらいは折ってやるんだったな。

　そんな風に物ぶつ騒そうなことを考えていると、廊ろう下かの向こうから安原が近づいてきた。

「幸くん！」

　走ってきた安原は心配そうな顔で俺を見ると「大だい丈じよう夫ぶだった？」と聞いてきた。

「まあ、なんとかな」

「良かった。俺すごい心配したんだ」

　素直にそう言えるのってすごいな、と思わず感心した。普ふ通つうは心配していても、いい年の男がこんな風に相手に対して言わないだろう。安原のそういうところが好かれる要因なんだろうな、と今いま更さらながらに再認識する。

「前から思ってたけど、幸くんと有沢は同じ高校って以外に何かあるの？」

　鈍どん感かんな安原に気付かれるほど最近有沢の態度はあからさまだ。

　俺は「ちょっとな」とうんざりしながら答える。実は質たちの悪い恋れん愛あい感情を抱いだかれていたと暴ばく露ろするわけにもいかない。

「でも心配いらねぇよ。自分でなんとかできるからな」

「なんとかって、今日みたいなこと？」

　少し非難するような目の安原に「今日のは俺も少し不味まずかったと思ってる」と答えた。

「ねぇ、有沢と何があったのかちゃんと教えてよ」

　誤ご魔ま化かそうとした俺は、安原に肩かたを摑つかまれる。真しん剣けんな目に見つめられて、少し戸と惑まどう。

　まさか安原に、有沢に襲われたのだと正直には言えないし、そんなことが高校時代から続いていると打ち明けるのも男のプライドが疼うずく。そんな事実は安原にとって刺し激げきが強すぎるし、事実を知ったら正義感の強い安原が、有沢にどんな行動をとるのか簡単に想像できる。

　先の面めん倒どうくさそうな展開を予想して微び妙みような顔になった俺に、悲痛な顔で「幸くん、あいつにいじめられてたの？」と安原は俺の手を握にぎった。

　勇気づけるような眼まな差ざしに、なんて言えばいいのか分からなくなる。安原の前では素を出しているんだから、俺がいじめられるタイプじゃないと想像出来そうなものなのに。むしろ高校時代は主将として有沢を配下に置いていたのだが。

「そういうことじゃなくて……とにかくなんでもないから有沢のことは気にしないでくれ」

　そう口にすると安原は寂さびしそうな視線を俺に向ける。

　そんな目をされると困るが、そもそも俺は誰かに守られるほど弱いわけじゃない。安原に頼たよらずとも自分でなんとかできるし、自分でなんとかしたい。

「なんでもないんだ、本当に。ただちょっと、昔から仲が悪いだけだ」

　心配はいらない、と笑いかけると安原は「本当に？」と念を押してくる。

「ああ」

　大丈夫、と最高の笑顔を作って頷うなずいて見せる。

「なら、いいけど」

　安原は表情は不満げに、だけど言葉だけは納得したように呟つぶやく。

　それを聞いた瞬しゆん間かんほっとした。

「なぁ、俺は授業終わりだからそろそろ帰るけどお前は？」

　早めに話題を変えたくて切り出すと、安原も「帰るよ」と言った。

　二人して寮りように向かうためにバス停に向かう。駅行きのバス停には大勢の生徒が並んでいるが、郊こう外がいに向かうこちらのバス停には俺達しかいなかった。

　もう暗記してしまった時刻表を見るともなしに見ていると、安原がぽつりと呟く。

「幸くんってさ」

「あ？」

「はじめて見たときも思ったけど、すごく綺き麗れいだよね。さっき笑った時にびっくりした」

　屈くつ託たく無く安原が笑う。

　他の連中には顔が見えないように俯うつむいているし笑いかけることもないが、安原は同じ寮の気安さでいつも俯かずに話している。だから顔を知られているのは分かっていたが、こんな風に言われたことはなかった。男からそう言われることにはいつも嫌けん悪お感を抱いていたし、そう言われるたびに裏切られたように感じていたのに、安原に対してそんな気持ちは感じなかった。

　あまりにあっさりと言われた悪意も特別な好意もない言葉に、思わず苦笑した。

「綺麗って、男に何言ってんだよバーカ」

　毒気を抜ぬかれてそう返すと、安原は首を傾かしげた。

「なんで？」

「なんでって、なんだよ」

「男でも幸くんは綺麗だよ。幸くんが女の人だったら、絶対に惚ほれてる」

　女だったら、なんて言葉は一番俺の神経を逆さか撫なでするはずなのに、それも安原の口から言われると怒いかりが湧わかない。邪じや気きがない分始末が悪いと思いながらも、安原だから仕方ないと感じてしまう。他のやつだったらこんな暴言を許しておかないが、安原は仕方ない。

「俺もお前が女だったらきっと惚れてるよ」

　ちょっと抜ぬけてて、そのくせまっすぐで努力家で涙なみだもろいなんて、よくよく考えてみれば結構俺の好みだ。ほんの少しだけど、伊勢谷が安原を好きになる気持ちが分かった。

　相変わらず安原が伊勢谷を好きになる気持ちは分からないけど。

「でも俺が女だったら幸くんとはつきあえないかも。釣つり合わないもん、きっと」

　安原の言葉に嫌いやな思い出が蘇よみがえって、俺は思わず目を伏ふせる。

「幸くん？」

　どうかしたの？　と聞かれて「なんでもねぇよ」と顔を上げる。ちょうど来たバスに乗り込んだが、席がまばらに空いていたので俺は安原とは離はなれた場所に座る。

　バスに揺ゆられながら、安原の「釣り合わない」という台詞せりふに思いを馳はせた。

　初めて女とつきあった中学時代に同じようなことを言われた。俺から告白してつきあったが、一ヶ月後に振ふられた。

『釣り合わないから別れよう』

　彼女に言われた言葉に怒ど鳴なるように反論した。

『釣り合うってなんだよ。そんなの勝手に決めるなっ』

　だけど結局彼女は俺と別れて自分と〝釣り合う〟男と付き合った。

　校内で一いつ緒しよにいる二人を見るたびに、泣きたくなるくらい切なかった。だけど彼女が俺と付き合っていたことで、女子からイジメられていたと知ってからは、付き合っているときに気付いてやれなかった自分を悔くやみ、彼女をイジメた女連中を憎にくんだ。

　そんなことがあって、少し女性不信になった俺は男子校なんて危険な決断をしてしまったせいで、高校三年間を緊きん張ちよう感かんと共に過ごした。アメリカの刑務所で貞てい操そうを守るために自分の尻しりをボンドで固めた男の話を何かの喜劇映画で見たことがあるが、その喜劇が悲劇であると痛切に感じることができるのは、おそらく同じような状じよう況きように置かれた人間だけだろう。

　───ああ、よく考えたら俺それ以来彼女いねぇな。

　そうなると彼女居ない歴五年だ。別に欲しいとも思ってないのが一番駄だ目めなところだ。

　窓に反射する自分の顔を見ていたら、なんだか切なくなって隠かくすようにさらに俯く。

　こんな女顔じゃなくて、不細工でもいいからごつい男の顔に生まれたかった。

　そしたらきっと、こんなくだらないことで悩なやまなかったし、ボンドを見て切ない気分になることもなかったんだろう。作り話だと分かっているが、なんだか身につまされる。

「整形でもしようかな」

　ちょうど目に付いた整形病院の看板を見て、思わずそんなことを呟いてしまった。










　長なが袖そでを着る気になれないような十月の暑い日の休日に、俺は大学の図書館で涼すずみながらレポートを書いていた。

　大学の図書館には過去の先せん輩ぱい方の卒業論文が保管してあり、申しん請せいさえすればそれを読むことができる。過去の卒業論文ほど良い参考文ぶん献けんはない。テーマごとによく調べてあるし、学生の書いたものだから理解に苦しむような難解な専門用語は出てこないし、各教授の好みも分かる。

　俺の卒業論文もいつか加えられるんだろう。折せつ角かく書くんだから、後こう輩はいには是ぜ非ひ活用して貰もらいたいと思う。

　読み終わった卒業論文を戻もどす代わりに、また新しい論文を借りようと保管されている専用の部屋のドアを開ける。そこから遺伝子工学についての卒業論文を一冊手にとって席に戻ると、ノートを広げたままの俺の席の前には見知らぬ女子の一団が座っていた。俺が近づいてもとの席に座ると、彼女らは顔を見合わせて、無言で少し離はなれた席に座り直した。見覚えはないがその反応を見る限り、同じ学科の女子だろう。

　今週の頭に有沢を殴なぐって以来、俺は同じ学科の連中から腫はれ物ものにさわるような扱あつかいを受けている。これぐらいの反応じゃ傷つかないが、事情も知らないくせに奇き妙みようなものを見るような態度に苛いら立だつ。

　その視線を無視するように借りてきた論文を読んでいると、彼女たちの一団に男が加わった途と端たんに話し声が聞こえてきた。

「うわ、瀬上じゃん」

　その声は聞き覚えがあった。有沢とよく一緒にいる男の声だ。彼にもあの一見以来敵視されている。純じゆん粋すいに友人に暴力をふるったから俺を嫌きらっているのだろうが、その友人が俺を襲おそったことがあると知っても、有沢の友人でいられるのか一度聞いてみたい。

「なんでこんなところ座ってんの？　殴られちゃうよ」

　笑うように言った男の声に、女達が笑う。

「でも、有沢君は不意打ちされただけで、普ふ通つうだったらあんなチビに負けないと思うよ？」

　チビ……？　おいそこのカエルみたいな顔の女、今俺のことチビって言ったか？

　パキリと持っていたシャーペンの芯しんが折れたのを見て、俺は自分の沸ふつ点てんの低さに今いま更さらながらに呆あきれる。頭を振りながら「平常心」と心の中で呟いてレポートに集中する。

「殴なぐられたって平気だよ、私の方がきっと強いと思う」

「確かに！　アッコの方が強いよ」

　あはは！　と女が笑うと、同調するように男の笑い声が聞こえる。

「あいつ有沢に嫉しつ妬としてんだろ」

「あー、そうだよね。有沢君て格好いいし、人気者だし、スポーツもできるもんね。剣けん道どうの名門校でスタメンになったこともあるんでしょ？」

　それって俺の知ってる有沢じゃないよな……？　つーか、スタメンってなんだよ。サッカーやバスケじゃあるまいし。

　それにあいつに嫉妬しろってほうが今やってるヒトゲノムと生命倫りん理りの問題を弁証論的に述べよ、というレポートのテーマよりも遥はるかに難しい。

「でもさー、安原君も伊勢谷先輩もなんで瀬上なんかに構うんだろうね」

「同情じゃないの？　それかパシリとか？　じゃなきゃ伊勢谷先輩があんなのに構うわけないじゃん」

「だって見るからにガリ勉だよね」

「あーでも、いいなー、私も伊勢谷先輩と仲良くしたい。なんたってイセデンだもんね」

　なんだよあいつ、男前なのに駅伝みたいな渾あだ名な付けられてるのかよ。

「食われるかもよ？　伊勢谷先輩って片桐教授の助手まで食べたって噂うわさじゃん」

　結構年ねん齢れいが高いのに揺ゆれる乳ち房ぶさを惜おしげもなく半分さらした官能的な姿の助手を思い出し、そんな噂があるのかと今更ながら伊勢谷に呆れる。女遊びが激しいというのは聞いていたし、週末の夜は大たい抵てい出で掛かけているから、楽しくやっているのだろうと察しはついていた。だけどまさか担当教授の助手にまで手を出しているとは思わなかった。

　女に対しても好すき嫌きらいせずになんでも食うのはいろいろと問題が多そうだ。性別すら越こえて安原に惚ほれてる伊勢谷にとっては、相手が講師だろうが一回り以上年上だろうが大した障害ではないのかもしれない。

「何言ってんの。むしろ私の方が食べちゃうんだから」

「でもほんと良いよねー、伊勢谷先輩。瀬上なんかにも優しいしさ」

「有沢君なんて気まずくて学校に来られなかった時にあいつ、のうのうと授業受けてたんだよ」

　過去に襲って返り討ちにされた挙げ句、今度は衆人環視のなかでぶん殴られて一発で沈しずんだら気まずくもなるだろうよ。

「有沢君の代わりにあいつが休めばいいのにね」

　女は怖こわいな。聞こえよがしに言ってくる。こんな陰いん湿しつな部分を見せつけられると、ますます彼女が欲しくなくなる。俺が一生童どう貞ていだったら、それはきっと女のせいだ。

　休むことなく彼女らの口をついてくる嫌いや味みを聞こえないふりで、黙もく々もくと論文を読んでいるとふいに手元がかげる。訝いぶかしく思って振ふり返ると、背後に伊勢谷が立っていた。

「先輩……？」

　少し険しい顔をした伊勢谷に、珍めずらしいなと思って目を瞬またたく。

　にやにやと笑って俺や安原をからかうか、眠ねむくて不ふ機き嫌げんそうな顔ぐらいしか知らない。

　真しん剣けんな顔をしていると女が格好良いと騒さわぐのがよく分かる。どこか日本人離ばなれした彫ほりの深い顔に我知らず見入っていると、伊勢谷が「何も言わないのか？」と女達に視線を向ける。

　女達は伊勢谷にそう言われて、恥はじらうように視線を落とした。さっきまでは食うとかなんとか言っていたのに、今は顔を赤くして下を向いている。

　本当に女って怖い。さっきの子達と同一人物だとは思えないほど大人おとなしく見える。

　伊勢谷は怒おこったようにその子達を見るが、俺はどうして伊勢谷がそんな顔をするのか分からない。もしかして助手との噂を口にされたせいだろうか。

　だけどいつもの伊勢谷ならその手の噂は面白がって、ろくに否定もせずに笑って受け止めている。今回に限って怒っているのは、もしかしてその噂が真実だからなんだろうか。

「俺達普通に楽しく話してただけですけど」

　女に囲まれているので、虚きよ勢せいを張るように有沢の友人らしき男が伊勢谷に食ってかかる。

「なんで睨にらまれなきゃならないんですか」

　そいつの言葉に隣となりの席の女が袖そでを引っ張って「やめなさいよ」と窘たしなめるが、男は聞く耳を持たずに余よ裕ゆうを見せるために薄うすく笑いながら「言論の自由って先せん輩ぱい知ってます？」と言った。

　だったら名めい誉よ毀き損そんって法律もあるの知ってるか？

　言い返したくなったが関わってやるのも面めん倒どうで黙だまっていると、伊勢谷はそいつを静かに見下ろした。

「さっき、幸のこと何て言ってたかよく聞こえなかったんだ。もう一度言えよ？」

　俺が今まで伊勢谷にどんな口を利いても、そんな冷たい視線を向けられたことはなかった。

「……」

　俺でさえ思わず黙ってしまうような迫はく力りよくに、気け圧おされたそいつは視線を逸そらして俯うつむく。

　伊勢谷はそれから談笑していた女の一人に向かって「お前よりも鷲尾准教授の方が美味うまそうだ」とからかうような声音で口にする。学生イジメが趣しゆ味みで男色の噂がある欲求不満の男性准教授と比ひ較かくされて、先ほど臆おく面めんもなく伊勢谷を食べちゃうと言っていた女の顔はカッと赤くなった。

　図書館で騒ぐ彼女たちをうるさいと思いながらも注意できずに居た周りの生徒が、くすくすとさざ波のように笑い声をたてる。彼らは机の上に形だけ広げていた参考書やノートを纏まとめると、逃にげるようにその場を後にした。

　伊勢谷は無言で俺の前に座ると「なんで黙だまってたんだ」とまた怒ったような顔で言う。

「無視すんのが一番だろ。ああいうのにいちいち突つっかかるほど俺は暇ひまじゃねーよ」

　というよりも、女に手を出すのは流石さすがに俺でもまずいと思うからだ。ケンカを買えば口だけじゃなく手が出てしまいそうで怖い。

「俺にはいちいち突っかかってくるだろ」

「先輩は突っかからないと突っかかるまでやるだろ」

　先輩性格悪いから、と付け加えようとしてやめた。一応伊勢谷のお陰かげで俺もこうして静かに勉強が続けられるからだ。

　伊勢谷はそのまま黙って立ちあがる。

　俺があいつらに言い返さないことに対して、呆れたのかもしれない。だけど、あの手の連中はいくら言い返しても無む駄だだ。それにあんな奴やつ等らにどう思われたって良い。有沢のことを人気者だというような節穴に自分のことを理解して欲しいとは到とう底てい思えない。それこそ突っかかるだけ時間の無駄だ。

　吹ふっ切るようにシャーペンを握にぎる手に力を込めると、またパキリと芯が折れた。苛いら立だったようにカチカチとノックを押して新しい芯を出すが、書こうとするとまたパキリと折れる。

「っだよ」

　苛いら々いらしながらボールペンに替えた。

「だから、言い返せって言ってるんだ」

　伊勢谷がノートと参考書を持って俺の向かいに座る。どうやら別の机で勉強していたらしい。

「何がだよ」

「眉み間けんに皺しわ寄よせて我が慢まんするぐらいなら言い返せ。黙ってにこにこ出来るタマじゃないだろ」

　そう言って、また指で眉間に触ふれられる。

　指先はすぐに離れたが、なんとなく触れられたところがじんわりと温かくなったような気がした。それが気に入らなくて、慌あわてて自分の指で触れられたところを擦こする。

　擦っていると、今度は前まえ髪がみに触れられた。髪をかきあげる指先を拒きよ絶ぜつすると、伊勢谷は「前から思ってたけど」と前置きしてから「その前髪は余計に目が悪くなるぞ」と言ってくる。

「大きなお世話だ」

　伊達だて眼鏡めがねだと知らない伊勢谷に視力の心配をされて、俺は度が入ってないことがばれないように俯いた。伊達眼鏡だとばれたら、何故なぜそんなものを掛かけているのかと聞かれるだろう。顔を隠かくすためだとばれたら、「自意識過か剰じようのナルシストだ」と伊勢谷が笑う姿が簡単に想像できる。きっと伊勢谷はそのことでしばらくは俺のことをからかうんだろう。四月に会った時からずっと伊勢谷はそういうスタンスだ。

　今も俺の書いた書きかけのレポートを見て「駄だ目めだな」と勝手に寸評している。

「どこがだよ」

　上手うまく書けたと思っていたのに批判され、奪うばうように伊勢谷の手からそれを取り返す。

「これ片桐教授のレポートだろ？　これじゃろくに読まずにＣ評価だろうな」

　思わずむっとして伊勢谷を見たが、基本的に基準の厳しい片桐教授の評価では三段階評価で最低のＣが普ふ通つうだ。Ｃマイナス、もしくは再提出を意味するＤを貰もらう学生も多い。

　俺も今までＣしか貰ったことがないが、今回のレポートはなかなか上手く書けそうな気がしていたのに、ろくに読みもしないで未完成のレポートをそんな風に評価されて、睨むように伊勢谷を見た。

「タイトルだよ。もっと面白そうなのにしないと片桐教授の食指が動かない」

「はぁ？　面白いってなんだよ？」

　タイトルは〝ＥＳ細さい胞ぼうとモラル〟という分かりやすいものにしてある。というよりもレポートのタイトルなんて分かりやすいのが第一じゃないのか？

「去年の片桐ゼミの卒論のタイトル見てみろよ。〝あのネズミで有名な遊園地に学ぶ生せい体たい肝かん移植〟とか〝豚ぶた肉にくと卵で簡単★ロス手術〟〝団地妻と甲こう状じよう腺せん〟とかそういうタイトルが多い」

「……え？」

　ネズミで有名な遊園地のどこらへんから生体肝移植について学べるんだろう。すごく興味があるが、それよりもそんなタイトルでなんで他の教授は何も文句を言わなかったんだろう。

　いや、恐おそらくどの教授も片桐教授が許可したタイトルに難なん癖くせを付けられなかったのだろう。流石さすが日本医学の礎いしずえだが、そろそろ誰かが何か言ってやるべきなんじゃないだろうか。

「片桐教授は映画オタクだから、有名映画の原作のタイトルをもじって〝アンドロイドはドリーの夢を見るか？〟にしとけ。タイトルがそれで内容がこれならＢは貰えるだろ」

　ドリーというのは世界中に衝しよう撃げきをもたらした、成体の体細さい胞ぼうから生まれたクローン羊、ドリーのことだ。しかし他の個体よりも寿じゆ命みようが短く、倫りん理り的観点から色々と論争の的になっている。

「このレポート、アンドロイド出てこないけど……」

「最後のまとめで軽く触れればいいだろ」

　どうやるんだよそれ。レポートにドリーを出すことはできても、最後にアンドロイドを違い和わ感かんなく出して文章を終える技術は俺にはない。

　つか、普通ねぇよ、そんな技術。

「片桐教授は他と違ちがったのが好きなんだよ。騙だまされたと思ってそれで出してみろ」

「先輩に前、騙されたと思って食ってみろって渡わたされたマヨネーズ入りのみそ汁しるは、本当に騙されたんだけどな」

　五月のある月曜日、何故か伊勢谷が夕食を作った。出された料理はどれもうまかったが、最後に出てきたみそ汁だけは別だった。

「なんでだよ。うまかっただろ」

　自分だって本気であれがうまいなんて思ってないくせによくそういうことが言えるものだ。

「……あれをうまいと思えるほど味覚障害持ってねぇよ」

　濃こいマヨネーズの口当たりが何ともみそにミスマッチだったのはよく覚えている。安原と二人で顔を見合わせ、口の端はしを引きつらせながら完食したあと「オイシカッタデス」と頑がん張ばってお世辞を口にした。椀わんの底に残った融とけきれていないマヨネーズと、俺達の引きつった顔を見て伊勢谷は満足そうに笑った。

　正直、ぶん殴なぐってやろうかと思ったが我が慢まんした。

　あの頃ころはまだ伊勢谷に対してもイイ子の仮面を被かぶっていた。

　思い出すと腹が立ってくるので、俺は再びレポートを続ける。

　小一時間程お互たがい無言で作業していたが、ふいに伊勢谷が俺がメモした内容をちらりと見た。

「……その学説は間ま違ちがってる」

「そんなわけねーよ。これ、首席卒業の人の論文だぜ？」

　いくら優等生の伊勢谷でも、全すべての分野に精通しているわけがない。偉えらそうに知ったかぶるなと、俺は伊勢谷を無視する。

「過去の論文から抜ぬき出すのは良いけど、所しよ詮せん学生の論文だってことわすれるなよ。ちゃんと裏はとっておけ」

　言うことを聞かない俺に伊勢谷は忠告のようにそう口にして。広げたノートを片づけ始めた。

「お前何時頃に帰るんだ？」

「……なんで？」

「十時頃なら安原を迎むかえにいくからついでにお前も送ってやるよ」

　壁かべに掛かかっている時計を見ると、あと二時間後だ。いつの間にかこんな時間になっていたらしい。

「見返り求められそうだからいらねぇ」

　伊勢谷の施ほどこしなんて怖こわすぎると思ってそう口にすると呆あきれたように「可愛かわいくないやつだな」と言った。

「素直に乗せてくださいって言えよ」

　伊勢谷の言葉にますます乗る気がなくなる。だけど休日は本数が少ないので、バスで帰るなら次の最終に乗らなければならない。そうなると今すぐ荷物を纏まとめなきゃならないし、バスではなく電車で帰るなら二回も乗のり換かえるはめになる。

　だけど「乗せてください」と伊勢谷に頼たのむのは癪しやくだった。

「……いらねぇ」

　そう答える俺にため息を吐ついて伊勢谷が「十時頃に迎えに来るから大人おとなしく待っとけ」と些いささか呆れたように言った。

「いらないって言ってる」

「わかったわかった」

　しょうがない奴やつだな、というように伊勢谷が図書館を出ていく。

　結局俺は伊勢谷の言った通りに十時まで大人しく待っていた。待っていたというよりもレポートに熱中していたらそれぐらいの時間になってしまった。

　伊勢谷に言われたとおり論文の裏を取ったら、その学説は九割方否定されているものだった。不用意に提出していたら、片桐教授に泣かされるほど突つっ込まれていただろう。

　───嫌いやだな、俺また伊勢谷に助けられてる。

　借りなんてつくりたくないのに借りばかりが増える。開き直って伊勢谷がすごいことを認めてしまえば早いんだろうが、こう何度もからかわれているとやはりできない。

　閉館を迎えた図書館から追い出されるように外に出て、階段の所に座って伊勢谷を待つ。こうしてあいつを待っているのも、からかわれそうで嫌だ。やはり電車で帰ろうかと迷っていると、こちらに向かって歩いてくる伊勢谷が見えた。

　からかわれたらなんて切り返そうかと身構えていると、伊勢谷が俺を見つける。

「行くぞ」

　そう声を掛かけて、伊勢谷は今来たばかりの道を戻もどっていく。その後ろ姿を拍ひよう子し抜ぬけした気分で追いかける。

　伊勢谷が向かったのは駐ちゆう車しや場ではなく、校門の方だった。最終が過ぎたバス停に横付けされていたのは四よん駆くだった。タイヤが大きく車高の高い車はとてもあんなアパートに住んでいるような学生が手の届くような代しろ物ものではない。知り合いがくれたというが、恐おそらく相手は女だろう。

　助手席に乗り込んで、俺がシートベルトを締しめるのを待ってから、伊勢谷は車を出した。スピーカーからは趣しゆ味みのいい洋楽が流れ出す。

「安原のバイト先知ってるのかよ」

「知らなかったら迎えにいけないだろうが」

　伊勢谷はそう言うと、懐ふところから煙草たばこを取り出してくわえた。

「片桐教授のゼミなのに吸うなんて珍めずらしいな」

　俺の言葉に伊勢谷は「禁きん煙えんに向けて本数は徐じよ々じよに減らしている」と言ってから火を点つける。

　片桐教授のやる基き礎そ医学の講義では一番最初の授業で〝喫きつ煙えんの弊へい害がいを百個あげること〟というレポートを課せられる。口で「禁煙しろ」というよりもかなり効果がある。

　俺は一度も吸ったことがないが、お陰かげで一生吸うつもりがなくなった。

　伊勢谷が手元のスイッチを操作して窓を少し開けたので、副流煙は外に流れていく。

　車を走らせてからしばらくして、伊勢谷は歩道の脇わきに車を停めた。

　伊勢谷は携けい帯たいで安原に電話をかけたが、繫つながらなかったようで「幸、迎えに行って来い」と俺に命令する。

「わかったよ」

　乗せて貰もらっている身分なので大人おとなしく従ってやる。助手席を降りてから路地に入り、隠かくれたように建っているクリーニング屋の引き戸を開けた。店内は蛍けい光こう灯とうで明るい。レジ横にクリーニング済みの衣類が所ところ狭せましと並べられている。

　店内には誰もいなかった。カウンターの上には「営業終しゆう了りよう」のポップが置いてある。

　営業終了といっても鍵かぎも開いているし電気もついているから、恐おそらくまだここにいるのだろう。奥おくに続く唯ゆい一いつのドアを見つめながら声を張り上げる。

「すいませーん」

　声をかけても、手元に置かれたベルを押しても誰もこない。

「安原ー、迎えに来たぞ」

　すると、ガチャリとドアが開く。姿を現したのは私服姿の厳いかつい顔の男だった。

「……安原くんの知り合いですか？」

　そう聞かれて俺は頷うなずいた。

「安原くん、今日は来られないからって俺と代わったんですよ。聞いてないですか？」

　にやにやと笑いながら男が言う。陽に焼けた肌はだと色の抜ぬけた髪かみの色。偏へん見けんだが、クリーニング屋でバイトをしているようには見えなかった。おまけに胸元のＴシャツからはタトゥーらしきものまで見える。男を見ていると何故か苦々しい記き憶おくが蘇よみがえる。高校時代に更こう衣い室に連れ込まれた時の記憶だ。

　にやにや笑いで馬ば鹿かにするように俺を見ている男の言葉を信じる気にはなれなかった。もし安原が伊勢谷と一いつ緒しよに帰る約束をしていたなら、必ず安原は伊勢谷に一言断るはずだ。

「……奥にいるんだろ？」

　噓うそつきは直感的に分かる。ガキの頃ころから母親に噓を吐つき続けられてきたせいだろう。

「え？」

「安原は奥にいるんだろ？」

　俺がそう聞き返すと、男はにやにや笑いを引っ込めて「確かめてみるか？」と挑ちよう発はつした。

　どうせ俺なんて簡単に押さえ込めると思っているのか、体を退ひいて促うながすようにドアを開ける。俺はその誘さそいにのってドアをくぐった。

　そこは狭せまい物置だった。休きゆう憩けい室も兼かねているのか隅すみには二人用のテーブルとパイプ椅い子すがおいてある。安原はその上で見知らぬ男に押さえ込まれ、足をばたつかせていた。

　大きな手に口を塞ふさがれ、必死に抵てい抗こうしている。その涙なみだで潤うるんだ視界に俺を映すと、安原は驚きよう愕がくしたように目を見開く。

　嫌な予感が当たった。俺が状じよう況きようを把は握あくした途と端たん、背後のドアが音を立てて閉まった。

「お友達も仲間に入れて欲しいって」

　にやにや笑いながら、先ほどの男が俺の体を後ろから抱だきすくめ、シャツの中に手を入れた。俺はその仕草に抵抗をせずに、ただ伊達だて眼鏡めがねをとって胸ポケットに入れた。

「何言ってんだよ。よけいなことするなよ」

　呆あきれたように安原を襲おそっていた男がそう口にする。

「なんで？　いいじゃん別に。傷物にする相手が一人増えても文句は言われねぇだろ。俺だってどうせなら女の子のがいいけど。こんだけ綺き麗れいなら男でもいけるって」

「責任はお前が取れよ」

「お堅かたいねー…、黙だまってりゃばれねぇよ」

　笑いながら、男が俺の耳をべろりと舐なめた。シャツの下に入り込んだ指が乳首を捻ひねる。

「にげっ、逃にげて幸くんっ」

　安原の声ですっと頭の芯しんが冷えた。

　安原に手を嚙かまれ一いつ瞬しゆん拘こう束そくを緩ゆるめてしまった男は、自分のその失態を取とり戻もどそうとするように、安原の頭をガンッとスチールの机に打ち付ける。安原は小さく呻うめいて抵抗を弱める。

「逃げられるもんなら逃げてみろよ。今のうちだぜ？　これから恥はずかしいカッコして俺らに犯やられてるところ撮とられたら、逃げたって無む駄だだからなぁ」

　安原を押さえた男は俺を振ふり返って「あんたも、災難だよな。巻き込まれて」と口にする。

　黙ったままの俺を怯おびえているとでも思ったのか、俺の体に手を這はわしていた男が自分のファスナーに手をかけた。体から男の手が離れた瞬しゆん間かん、俺は体を翻ひるがえして近くの壁かべに掛かけられてあったモップに手を伸のばす。

　だけど狭い室内でそんな大物振ふり回せばむしろ不利になるのは、ちゃんと分かっている。

「なんだ、抵抗すんのか？」

　薄うすら笑わらいに向かってモップの柄えを突つき出だすが、柄は難なく止められる。男は得意そうな顔をするが、そんなの端はなから計算のうちだ。そちらに注意を向けておいて、俺は思いきり男の股こ間かんに膝ひざをめり込ませる。

「っっっっ」

　モップから手を離して声もなく前まえ屈かがみになった男の脳天に、短く握にぎった柄の照準を合わせる。

『素人しろうとに剣けん道どうを使うな』

　俺は小学生の時に師し範はん代だいからそう教えられた。

　でも師範代、これは竹刀しないじゃありません。モップの柄です。だからぎりぎりセーフです。

　心の中で言い訳をしながら、若干手加減をして打ち込む。俺が本気でやれば頭ず蓋がい骨こつ骨折で脳のう挫ざ傷しようだ。打ち込んだ瞬間、手首に反動が伝わる。男は何も言わずにぐらりと床ゆかに倒たおれこんだ。

　目覚めた時に俺の顔を忘れてくれていると有りがたい。

　そう願いながら俺の進行方向を邪じや魔まするように伸のばされた足を蹴けってどける。

「おい」

　仲間の失態に苛いら立だつような顔でもう一人が近づいてくる。

「なんだよ、お前も俺とやりてぇのかよ」

　挑発すると男の目の色が変わる。馬ば鹿かにされるのが我が慢まんならないのか、その腕うでの筋肉が盛り上がった気がした。

「そんなもん持ってもしょうがないだろ。楽しくやろうぜ。どうせ俺には敵わないんだ」

　手を伸ばして、モップをとろうとする。

　確かに大おお柄がらで伊勢谷よりも無む駄だに筋肉がついているが、だからなんだっていうんだ。勝負は筋肉でも、身長でも体重でもない。それが全すべてだと思っている奴やつに、俺は負けたことがない。

「俺はこれ持ってた方が楽しくやれんだよ」

「俺はお前みたいな奴を本気で殴なぐりたくねぇんだよ。殺しちまいそうだからな、だから大人しく、それを渡わたせ。そしたら、そこまでひどくはしねぇよ」

「安原から離れろよ。そしたら放してもいい」

　男はちらりと背後の安原を振り返る。

「いいぜ」

　男はそう言うと、後ろ手で安原の腕を摑つかんで突つき飛とばすように前に出す。

　口元に笑みを浮うかべながらも、男は警けい戒かいするような目で俺の動向をうかがっている。

「幸くん！」

　安原が泣きそうな顔で俺の方に来るから、俺は安原を背中に庇かばう。

「約束だろ？　よこしな」

　俺がやり投げでもするようにモップを男に向かって投げ捨てたのと、背後のドアを開けて安原を外に押し出したのは同時だった。

「外に伊勢谷がいるから、警察呼ぶように頼たのんでくれ」

「幸くんっ」

「足手まといだ。早くいけ」

　俺はドアを閉めて男を見み据すえた。男はモップの柄を俺に向かって振り上げたが、その途と中ちゆうで天てん井じようにぶつかり、蛍光灯の一つがパシンッと音を立てて割れる。それでも構わず、男は俺にむかってそれを振り下ろした。素人相手にこういうものを持たせるのは怖こわくない。むしろ持って貰もらえれば、その分動きが予測できるし制限される。こいつに素手で来られる方が、俺は怖い。

　避よけるために飛び退のいたが、そのときに気絶している男の足に躓つまずいて床ゆかに手を突いた。

　途端ぬるりとした感かん触しよくに舌打ちが漏もれる。蛍光灯の割れた硝子ガラスで掌てのひらを切ってしまったらしい。

　そのことに気を取られていると、男が再びモップを振り上げる。先の方はモップを挟はさむために平たい金属がついている。頭を庇うように上げた腕が、その金属部分を掠かすめて軽く切れた。

「だから言ったのによぉ」

　薄ら笑いを浮うかべた男に、俺は口元にぽたぽたと落ちてきた鮮せん血けつを舌先を伸のばして舐なめ取って見せた。挑ちよう発はつするようなその仕草に、男がぐっと柄に力を込める。

　腕がぎしりと鳴った。真っ向から受け止めるには力が強すぎる。

　それでも、屈くつするのは嫌いやだった。思い切り男の腹を蹴飛ばして、ドアを開けて外に出る。

「女みたいな顔で悪かったな。だけど生あい憎にく、中身はそんな可愛かわいいもんじゃねぇよ」

　三津橋高校剣道部主将、無敗の瀬上幸。大会に行けば横断幕がかかり、俺の姿を見ただけで相手校の連中は勝負を諦あきらめた。インハイ常連の三津橋で主将を張るのは並なみ大たい抵ていのことじゃなかった。高校時代は確かに貞てい操そうを狙ねらわれてもいたが、同時にとても恐おそれられてもいたのだ。

　出てこないようにドアを閉めて、そのノブを握にぎる。

　だけどドアは向こうから蹴け破やぶられた。蝶ちよう番つがいが弾はじける音に、安物のドアを呪のろう。うちのアパートと同じぐらい脆もろい造りをしているらしい。

　モップの柄を強く握にぎりしめて、目を血走らせて出てきた男は俺を見つけるとうなり声を上げてモップを振りかざす。しかし長さの感覚が分からないのだろう、柄はやはり壁かべにぶつかってスピードを殺そいでから俺に向かって振り下ろされる。俺は金属の部分を避さけて今度はちゃんと柄を摑つかむ。男の不意をついて手前に引くが、放しそうにない。それでも構わずに、のど元を狙ねらって下から思い切り突つき上げた。

「っぐあ」

　その一いち撃げきは狙いをはずれて相手の顎あごにぶつかる。重い突き上げにバランスを失った男は柄から手を放し後ろ向きに倒たおれて、顎を押さえて呻うめく。その様を見ても安心できずに、竹刀を握にぎる時のように両手で竹刀よりも重い柄を握る。大した一いち撃げきじゃなかったから、油断はできない。

　だけど傷口から流れた血が手を濡ぬらし、柄を握ったところがぬるつく感覚を伝えてくる。

　───くそ、なんで俺ばっかりこんな目に遭あうんだ。

　まだ止まらない血に怒いかりを募つのらせていると、ガラリと背後の戸が開けられた。

「大だい丈じよう夫ぶか、幸」

　視界の端はしに映った伊勢谷の姿に、ひどく安心した。まるで迷子の子供が親でも見つけたかのように、心が軽くなる。

「警察呼んだ？」

「ああ」

　伊勢谷が俺の肩かたに触ふれるとほっとして思わず力が抜ぬけて、掌からモップの柄がカランと音を立てて落ちた。
















　負傷した掌は五針縫ぬった。金具の部分で傷つけた方は幸いにもそれほど深くないので、縫ほう合ごうには至らなかったが、包帯はその部分まで巻かれているので大けがをしたように見える。

　安原は警察に事情を聞かれたが、興奮していて支し離り滅めつ裂れつなことばかり言っていたので、明日再び事情聴ちよう取しゆされることになった。俺はとりあえず手当てが先だということで、ろくに事情も聞かれないまま病院で治ち療りようを受けた。

　伊勢谷の運転する車の助手席で、いい加減我が慢まんできない空腹と闘たたかう。

　どこか寄って飯でも食おうと言えるような雰ふん囲い気きではなかった。アパートの部屋にあるインスタント食品のストックを頭の中で思い出していると、安原がまた泣き出す。

「ごめん、俺のせいで」

　包帯を巻かれた俺の右みぎ腕を見つめ、安原は泣きはらして赤くなった目をして謝る。

　車の後部座席に座った安原の子供みたいな泣き顔が、バックミラーの中に映っていた。

　───可愛かわいいな。

　うっかりそんなことを思ってしまうあたり、俺も有沢や安原を襲おそっていた連中の毒気にあてられているのかも知れない。

「気にするなよ。これぐらい何ともねぇよ」

　友達を守って負った傷なら、傷きず跡あとが残っても名めい誉よの負傷だ。

　麻ま酔すいはまだ効いているし、前に何度か骨折したときより痛みは少ない。

「俺、俺あんなの初めてで、いきなり襲われて、お客さんだったから、幸が来てくれなかったら……、俺、怖こわくて」

　安原の言葉は支離滅裂だったが、意味は通じる。

「大丈夫だって。それほど痛くねぇから」

「ひっ…く」

　しゃくり上げて涙なみだを零こぼすのを見て、俺は振ふり返って腕を伸のばす。負傷した方の腕じゃ気にすると思ったから、体を捻ひねって反対側の腕を伸ばし、安原の目元を拭ぬぐう。

「大丈夫」

　さっきも口にした言葉をもう一度繰くり返すと、頼たよりない目で俺を見上げた後で「幸って、格好いい」と言った。

　その言葉に一いつ瞬しゆん虚きよをつかれて、それからおかしくなって笑う。

「今いま頃ごろ気付いたのかよ」

　ぐしゃりと安原の髪かみを撫なでていると、車が角を曲がった反動で運転席の伊勢谷にぶつかる。

「ってぇな、怪け我が人なんだからもっと優しく運転しろよ」

「大丈夫なんだろ」

　嫌いやな男だ。

　だけど不ふ機き嫌げんな伊勢谷と争う気力は残っていないので、俺は大人おとなしく助手席に座り直す。

　きっとヒーロー役を俺に奪うばわれたのと、安原が見知らぬ男達に襲われたことで不機嫌になっているんだろう。今俺が安原の頭を撫でたことも、伊勢谷が不機嫌な要因の一つかもしれない。

　───心が狭せまい男だな……。安原が無事だったんだからそれでいいじゃないか。

　白い包帯を無意識に弄いじりながら、真しん剣けんな目をして俺の傷口を縫っていた伊勢谷を思い出す。

　搬はん送そう先が伊勢谷が実習をしている病院だったことと、当直医が伊勢谷の指導担当だったせいで俺は縫合の実験台にされた。医師法に基づいて文句を言いたかったが、それでも伊勢谷の手つきは本当に丁てい寧ねいで、医師が感心するほど綺き麗れいな縫い目になった。恐おそらく、痕あとが残っても大して目立たないだろう。

『やっぱり君は経験があるんだな』

　確信しながらそう口にした医師に、伊勢谷は笑っただけで何も答えなかった。

　俺はどさくさで歪ゆがんだ眼鏡めがねのフレームを指で押し上げながら、無む免めん許きよのくせにどこで経験しているんだとあやしく思った。同学年で実家が酪らく農のう家の医学生は傷の縫合や骨折の手当てなら家か畜ちくでやったことがあると言っていたが、伊勢谷の家が酪農家だなんて聞いたこともない。

　恐らく聞いたとしてもあの医師と同様にはぐらかされるだけだろう。

　俺は曲がったせいで据すわりの悪いフレームから指を離はなして、諦あきらめたようにシートに背中を沈しずめた。どうせ度は入っていないから不便はないが、これがなくなるとどうも落ち着かない。買い直す金もないし、しばらくは耐たえるしかないだろう。

　寮りように着くと、伊勢谷は話があると言って安原と二人で安原の部屋に入っていった。

　俺は静かなキッチンで片手でインスタントラーメンを作り、空腹を満たす。

　利きき腕に包帯が巻かれているので、仕方なくフォークを使って左手だけで食べる。この手じゃ単発のバイトはできないし、ノートだって取れない。

「安原に取って貰もらうしかねぇよな」

　きっと安原なら頼まないでもやってくれるだろう。

　安原の部屋の前を通って自分の部屋に戻もどる時にちらりと窓に視線をむけたが、カーテンが引かれているので中は見えない。

　あいつは優しいやつだから、俺の怪け我がのことを気にしていなければいいけど。

　俺自身は男に襲おそわれるのもそれを撃げき退たいするのも慣れている。慣れたくて慣れたわけじゃないが、こういうことが多すぎて今いま更さら安原みたいに涙も出ない。違ちがうな、初めて痴ち漢かんにあった時から、泣いたことなんて一度もない。ガキの頃ころは確かに怖かったが、怯おびえよりも怒いかりが強かった。だから剣道を習ったんだ。

　俺は部屋に戻もどって、財布の中身を確認しながら単発のバイト無しでどこまで行けるだろうかと計算する。何があっても母親には頼れない。大学の学費を最後に縁えんを切るという約束だ。

「三食パン耳とかならいけるか……？」

　飲み物は水道水で、食事はパン耳ならば今月はいけるかもしれない。一週間後には先月働いた分の給料が振ふり込まれるから、それでなんとかなるだろう。

　悲痛な決意を固めた瞬しゆん間かん、ドアがノックされる。安原だろうかと思い、ドアを開けるとそこには伊勢谷が立っていた。

「なんだよ、安原についてなくていいのかよ」

「ああ、話はついたからな」

　安原が好きならこういうところで点数稼かせがなくていいのかよ。

　頭に浮うかんだその台詞せりふは、お節せつ介かいすぎて言う気にもならなかった。そもそも話はついたっていうのはどういうことなんだろう。まるで今回の件に伊勢谷が関わっているような口くち振ぶりだ。

「なんで、すぐに俺を呼ばなかった」

　伊勢谷が俺の包帯に目を落としながら口にする。

「そんな暇ひまなかっただろ」

　伊勢谷は眉まゆ根ねを寄せてそっと俺の右腕に触ふれる。縫合されている時も思ったが、やたらと大きな手に触れられると余計に自分の手首が細くて、頼りなく見えた。

　いきなりそんな風にされて、驚おどろいてその体を押しのけようとする。

「こんなときまで嫌がらせかよ」

　後こう輩はいからかうのもいい加減にしろ、と自由に動く左手で押しやろうとするが、片手じゃ伊勢谷はびくともしない。

「放せよ、先せん輩ぱい」

　なんだかおかしな雰ふん囲い気きに、俺を安原と間ま違ちがえているんじゃないだろうかと思った。

「どこを触さわられたんだよ」

「っ、別にどこも」

「ここは？」

　伊勢谷の親指がぐいっと唇くちびるを拭ぬぐう。

「触られたか？」

　いつも以上に近づいた伊勢谷の顔に情けなくも、怯おびえて後ずさる。そんな怖こわい顔をしているのを初めて見た。クリーニング屋で男達に襲われた時よりも、ずっと怖い。

　黙だまったままの俺を急せかすように唇に触れたままの伊勢谷の指先に力が入る。

「だ、誰が触られるかよ！」

　そう叫さけんだ俺の声は、恐おそらく一階にまで響ひびいただろう。だけどその自分の声で我に返る。

　何を伊勢谷なんかに気け圧おされてるんだと、自分自身を叱しつ咤たして伊勢谷を睨にらみ付けた。

　左手で思い切り伊勢谷の胸を突つき飛とばそうとしたら、そっちの腕まで取られる。

「ざけんな、放せよ、ぶん殴なぐるぞ」

「やってみろよ」

「っ」

　いくらなんでも王子様役を奪われたからって俺に八つ当たりなんかしなくてもいいじゃないか。オマケに触られたの触られてないのって、羞しゆう恥ちプレイもいいとこだ。

　本当に最低なやつだと思っていると、押さえられた腕をそのまま壁かべに押しつけられる。その拍ひよう子しに頭をぶつけた。怪我人に対してこれはないんじゃないかと口にする前に、ゆっくりと伊勢谷の唇が俺の唇に重なった。

　───……あ？　なんで？

「お…」

　唇が離れた後に伊勢谷に見つめられて、その顔に見み惚とれてしまった自分を恨うらめしく思いながらも、俺は精せい一いつ杯ぱいの力で伊勢谷に向かって頭ず突つきをした。

　訂てい正せい、しようとしたが避よけられた。

「おい！　何してくれてんだよ！　嫌がらせも大たい概がいにしろ!!」

　嚙かみつかんばかりに怒ど鳴なるが、伊勢谷は涼すずしい顔かおを崩くずそうともしない。

「本気でぶっ殺してやるっ」

　足を蹴けり飛ばしながらそう言った俺に、伊勢谷はため息を吐つくように言った。

「どうやって？」

「見かけが全すべてだと思ったのかよって、前言っただろ？　俺はこれでも……」

「無敗の瀬上幸だろ？」

「え？」

　伊勢谷が知っているとは思わなかった。驚いて、少し興奮が治まる。

「三津橋の知り合いが言ってたから知ってる。高校時代は負け知らずで、その美び貌ぼうと戦績は今でも三津橋の伝説なんだってな」

　伝説は戦績だけでいいんだよ。男相手に美貌ってなんだよ、誰がそんな余計な情報を俺の伝説に加えたんだよ。なんかもう突っ込む気すら起きねぇよ。

「だけど、こうやって押さえ込まれたらどうするんだ？」

「っく」

　摑つかまれた腕うでに体重をかけられて、体を密着させられた。こうなると蹴ることもできない。ただばたばたと足を動かすだけだ。

「身動きもとれなくて、助けも呼べなくなったらどうするんだ？」

　それでもどうにか逃にげてやる。そう思って足あ搔がくと、股こ間かんを伊勢谷の膝ひざでぐっと押された。

「っ」

　何をするんだと焦あせっていると、擦こするように膝で愛あい撫ぶされる。

「う…わっ」

　気持ち悪いんだよ、てめぇ、放せ畜ちく生しよう。

　そんな文句を言いたいのに、驚きすぎて舌が回らない。

　触れられたところから、ぞくぞくと電気が背中に走る。こんなので感じている自分が信じられない。終しまいには膝の力が抜ぬけてずるずると壁かべ沿いに蹲うずくまった。

「っ」

　その途と端たんに伊勢谷の手が俺から離はなれる。

「わかったろ」

「……にが、だよ」

　一体全体どういう了りよう見けんなんだと睨にらみ上げると「今日は平気だったけど、次はこんなふうにされるかもしれない」と伊勢谷は言った。

「腕に自信があるようだけど、過信するな。力業で真っ向から来られたら、逃げられないってわかっただろ」

　何が分かっただろ、だ。そんなの知ってるし、過信してるわけでもない。

「だからっ、そうならないように眼鏡めがねかけてるし、髪かみも伸のばしてんだよ！　このダサイ格好だって極力目立たないための俺の努力なんだよ！　剣けん道どうで体も鍛きたえたし、こんな風に外見も隠かくしてる。これ以上俺にどうしろっていうんだよ！」

　伊勢谷はそう言った俺に「だから、真っ向から挑いどんで行くなって言ってるんだ」と口にする。

「逃げたり助けを呼ぶのも方法の一つだろうが。どうして一人で向かって行こうとするんだ」

　そんなの周りが信じられないからだ。高校時代親友だと思って気を許していた相手にいきなり襲おそいかかられたことはきっと、生しよう涯がい忘れられない。

「結局、俺が最初から先輩に助けを求めなかったのが面白くないんだろ。王子様になりそこねたのがそんなに悔くやしいかよっ」

　その考えはお見通しだというように俺がそう言うと、伊勢谷は呆あきれたような顔をして「何にもわかってねぇな、馬ば鹿か」と言った。

　馬鹿って言ったほうが馬鹿なんだ！　と言い返そうとしてあまりにも低レベルなので止めた。

　いつの間にかまた伊勢谷のペースに巻き込まれている。平常心を保って、冷静に会話をしないとこいつの良い方に持って行かれてしまう。伊勢谷といると、いつも小学生のガキのようになる。大体俺の言っていることは何一つ間違っていない。

　不ふ機き嫌げんそうな伊勢谷の顔が近づいてきた時、不覚にもびくっと怯えたように体が震ふるえた。

　伊勢谷はそんな俺を反応を見て複雑そうな表情を浮うかべると、結局何も言わずに俺から離れていく。階段を下りる音がして一階に行ったのだと分かったが、しばらく呆ぼう然ぜんとしたままそこを動けなかった。










　翌日は大学に行く気も起きずにぐだぐだと寮りようの中で過ごした。

　腕のこともあったし、警察の事情聴ちよう取しゆもあったので、大学を休む免めん罪ざい符ふは充じゆう分ぶんだった。

　昨日の犯人は黙だんまりをきめこんでいるという話だ。俺は昨日の相手に見覚えはないということと、安原のバイト先に行った経けい緯いと、どんな風に襲われたかということを詳しよう細さいに語らされた。

　警察はもちろん昨日のことを「強ごう盗とう未み遂すい」だと思っている。俺もそれを訂てい正せいする気にはなれずに、そういう事にしておいた。実は「強ごう姦かん未遂」だったなんて、安原のことを考えたら言えなかった。

　警察からの帰り道、俺はパン屋に入って一袋ふくろ三十円のパンの耳を三袋買った。

「削けずれるのなんて食費ぐらいだしなぁ」

　こんなことなら、常つね日ひ頃ごろからもっと金を貯めておくんだった。

　財布の軽さを思うと悲しくなってくる。買い物の帰り道は気分転てん換かんに遠回りになるがいつもと違ちがう道を選んだ。

　狭せまい路地を抜ぬけて市立中学校の方に向かう。下校時間をとっくに過ぎているので中学生はいなかった。寂さびれた商店街を通り過ぎると、小さなスポーツ用品店があった。ウィンドウ越ごしに剣道の防具や竹刀しないが見えたので、ふらりと中に入る。専門店でもあるまいし、こんなに小さな用品店で剣道用具を扱あつかうのは珍めずらしいなと思いながら、店内を見回す。

　小学校、中学校時代は先せん輩ぱいのお古だったし、高校時代は道場や学校を通して買っていたから、店頭で購こう入にゆうしたことはほとんどない。

　置いてある竹刀を何となく取り出して、グリップを確かめていると「何してんの？」と声を掛かけられた。

　声に驚おどろいて視線を向けると、奥おくから現れたのは有沢だった。店名が入った黒いポロシャツを着て段ボールを手に持っている。

「うちに何か用？」

　嫌いやなやつに会った。さっさと帰ろうと有沢には答えずに竹刀を元に戻もどそうとした。

　だけど有沢は俺に近づいてきて「木刀の方が似合うんじゃないか。スポーツマンシップって、柄がらじゃないだろ」バカにするようにそう言って、俺の手から竹刀を奪うばう。

　有沢は俺の右手の包帯を見て「相変わらずだな」と薄うすら笑わらいを浮うかべると、ビニール袋の中のパンの耳を覗のぞき込んで「暴力的なのも貧びん乏ぼうなのも変わってねぇんだな」と言った。

「金に困ってんの？」

　無視して踵きびすを返すと、有沢は慌あわてたように「待てよ！」と俺の左手を取って引き留める。

　うんざりしながら振ふり向くと「今度これがあるんだけど」と壁かべに貼はられたポスターをさす。

　それは関東の各大学の剣道部が参加できる浅間杯はいのチラシだった。名前だけは俺も知っている。関東規模の団体戦では最も有名だ。

「無敗の瀬上幸が、その手でどこまで出来るか見せてくれよ」

「どういう意味だ？」

「俺達を決勝まで連れて行ってくれたら、三万払はらってやるよ」

「バカにすんなよ」

　いくら金に困っているからといって有沢なんかに恵めぐんで貰もらう気はない。それなら水道水で腹を膨ふくらませる方がましだ。

「俺はお前の負ける姿が見てみたいんだ。周りをバカにしてたお前なら、右手の傷ぐらい良いハンデになるだろ？　それとも、いくら瀬上といえども左手だけじゃ怖こわいか？」

　金に釣つられたと思われるのも、挑ちよう発はつに乗るのも嫌だった。それに団体戦なら、他の連中の能力にも左右されるから俺だけが勝ち続けても決勝まで行けるとは限らない。右みぎ腕うではまだ痛むし、恐おそらく勘かんも鈍にぶっている。だけど久しぶりに剣道をしたいと思った。

「安っぽい挑発だな」

　俺を引きずり出して、有沢は負けた俺を笑うつもりなんだろうか。高こう尚しような趣しゆ味みとは言えないが、再び襲いかかられるよりはましだ。

「どうする？」

「引き受けたら二度と俺に付きまとうなよ」

　有沢はにやりと笑みを浮かべて、連れん絡らく先だと紙に走り書きした携けい帯たい番号のメモを俺に渡わたす。

「練習に参加するなら、木曜の夜に大学の体育館を使ってるからそのときにでも顔を出せよ」

　笑みを消さないままで有沢は店を出る俺の後ろ姿に向かって馬ば鹿かにするようなニュアンスでそう口にした。

　俺はアパートまでの道をぼんやりと歩きながら、湿しつ気けを含ふくんで鬱うつ陶とうしい風に吹ふかれる。信号を渡っていると、空がごろごろと不ふ吉きつな音を立て始めた。そういえば天気予報では今夜は荒あれると言っていた。空を見上げれば黒くろ煙けむりのような雲が空を覆おおっている。嵐あらしが来るのかも知れない。

　台風や嵐には昔から何故なぜかわくわくする。子供の頃ころ、停電した真っ暗な家の中で轟ごう々ごう唸うなる風の音と、窓に叩たたき付けられる雨あま粒つぶを飽あきることなく何時間も見つめていたのを思い出す。

「早く、帰らないとな」

　嵐は好きだが、濡ぬれるのは好きじゃない。安全な室内から眺ながめるのが好きなんだ。

　少し早足になってアパートに急ぐ。錆さび付ついた鉄てつ柵さくの格子戸を開けて、庭の飛び石を踏ふんで俺が寮りようのドアに手を掛かけるのと、スコールの様な突とつ然ぜんの雨が降り出したのはほぼ同時だった。

「ついてる」

　濡れなかった幸運に感謝して、靴くつを脱ぬぐ。

「ただいま」

　そう言いながら廊ろう下かにあがり、台所を目指した。すると、左側にある安原の部屋から少しくぐもった声が聞こえる。昨日のクリーニング屋の惨さん状じようを思い出し、もしかしたらあの連中がまた来たのかと懸け念ねんした。けれどまだあいつらは勾こう留りゆうされているはずだ。午前中に俺が警察署に顔を出したときは、担当警官がそう言っていた。

　それでも心配になって耳を澄すませると、今度は艶つやっぽい声が聞こえてくる。

「あっ…う、それ、深すぎる。あぁ…ん…あん」

　普ふ段だんの安原の声とは違ちがう。媚こびを含ふくみ甘あまえる声は間ま違ちがえようもなく情事の最さ中なかの声だった。

「う」

　うわっ、と言いそうになって慌てて自分の口を押さえた。

「んっ……、だめぇ、幸が帰ってくるぅ…」

　いや、もう帰ってきてるよ。なんかもう、びっくりだよ。俺は。

「はぁあっぁんっ…いく、いく、もう出ちゃうよぉ…っ」

　安原のエロモードなんか知りたくなかったよ。鳴きすぎだよ、お前。

　精神的にぐったりとしながら、俺は台所には行かずに軋きしむ階段を注意深く登る。何度かぎしりと音を立ててしまったから、もしかしたら気付かれたかもしれない。そのことを尋たずねられたら風の音にかき消されて何も聞こえなかったことにしよう。

　だけどそれは苦しい言い訳かもしれない。耳を澄まさなくても、安原の喘あえぎ声は階段の途と中ちゆうまで届くのだから。

　俺は何も聞いてない。何も聞こえない。

　そんなことを念仏のように心で唱えながら自分の部屋に行く。

「オーブンぐらい使いたかったな……」

　そう口にしてからビニール袋の中のパン耳を見る。あと一、二時間待てば下に降りても大だい丈じよう夫ぶだろうか。だけど情事が終わっても、あんな声を聞いた後では安原には会いづらい。

　───伊勢谷の野や郎ろう。

　安原の相手はおそらく伊勢谷だろう。まさかあんな声を女相手にあげているわけがない。二人があやしいとは思っていたが、具体的にセックスをしているところまで考えが回らなかった。こんな壁かべの薄うすいアパートで何を考えているのだろう。

　もっと俺に気をつかえ。男同士の濡ぬれ場ばを聞かされるなんて、一体なんの罰ばつなんだろう。しかもどちらも顔見知りだ。

「最悪……」

　散々男同士は気持ち悪いと思ってきたが、ここまで来るとインパクトが強すぎて逆にそんな感情が湧わかない。

　雄お蕊しべと雄お蕊しべがどうなるのか、具体的に考えそうになった頭を抱かかえて壁に寄りかかる。

　伊勢谷が部屋に戻ってきたら、昨日の仕返しも兼かねて抗こう議ぎしてやろう。安原には直接言えないが、伊勢谷にはいくらでも言える。もし俺がそんなことを面と向かって言えば安原は赤面して黙だまり込むだろう。それとももしかして、意外にあっけらかんとしているのだろうか。

「純じゆん朴ぼくだと思ってたよ」

　あんな淫みだらなことを口にする奴やつだとは思わなかった。

〝はぁあっぁんっ…いく、いく、もう出ちゃうよぉ…っ〟

　耳について離れないその台詞せりふに思わず頭痛を覚える。居たたまれないのと同時に凹へこむ。伊勢谷に対して苛いら立だちも覚える。

　考えたくもないのに、伊勢谷が安原を抱だいているところを想像してしまった。狭せまい部屋の中で男が抱き合ったら、さぞ窮きゆう屈くつなんだろうなとそんな余計なことまで考える。

　何度か訪ねた安原の部屋の、あのパイプベッドは伊勢谷と安原の重みに悲鳴を上げてるんだろうと思った。伊勢谷はどんな顔で安原を追いつめるんだろう。昨日俺を追いつめたような、あんな風に鋭するどい眼差しだろうか。

「はっ……俺、何考えて」

　好きこのんでそんなことを想像しなくていいはずなのに、気付けば止まらなくなっていた。

　じんわりと、体の芯しんが熱くなる。腰こしの辺りに熱が溜たまって、思わず首を振ふる。

「なんで……」

　安原の声を聞いて発情したのか、それとも伊勢谷の顔を想像して……？

　どっちも有り得なくて困こん惑わくする。

「そうか、最近抜ぬいてねぇもんな」

　昔から性欲は薄うすいほうだった。自分で慰なぐさめる術すべを覚えたのは中学の頃ころだった。夢精をした時の不快感が嫌いやで、定期的に抜くようになった。高校になってからも月に一度は抜いていたが、それは情熱を持て余したためではなく、夢精を避さけるためだった。

　正直面めん倒どうな作業だった。なかなか勃たたないし、射精するほど上のぼり詰つめるまで一時間近く弄いじってなくてはならなかったからだ。俺みたいなのを不ふ感かん症しようとか、遅ち漏ろうとか言うんだろう。

　だけど流石さすがにここ一ヶ月ほどしていなかったから、安原と伊勢谷に触しよく発はつされて体が生理的に反応したのだろう。そうだ、そうに決まっている。

「ははは、俺もまだ若けぇな」

　無理矢理自分を納得させるように呟つぶやく。

　まさかこの俺が男同士の情事を想像してこうなったとは思いたくない。

「何もかも、全部伊勢谷が悪いんだ！」

　思わずそう大きな声で口にすると、背中を預けていたドアを反対側からドンと叩たたかれる。その振しん動どうが体に伝わり、驚おどろいてドアを開けるとそこにはたった今名前を呼んだ男が立っていた。

「うるせぇな、静かにしてろ。安原に聞こえるぞ」

「なんで俺がそこまで気を遣つかわなきゃならねぇんだよっ」

　あんたが言うな、と思いながらも自然と小声になる。

　ふと、伊勢谷の視線が下がる。その視線を追うと、自分の股こ間かんがゆるく盛り上がっているのを見つける。半はん勃だちのそれに内心焦あせりつつも、素知らぬ顔で不自然にならないようにゆっくりドアを閉めようとしたところで、伊勢谷ががっとドアを摑つかんで強引に開ける。

「安原の声で興奮したのか？」

　責めるようにそう聞かれて「普ふ通つうそういうこと言うかよ」と流石の俺も俯うつむきながら答える。

「前から思ってたけど、お前あいつのこと好きだよな」

「そりゃ、良い奴やつだからな」

　でも欲情を伴ともなう〝好き〟じゃない。

　そう言おうとした瞬しゆん間かん、思ったよりも間近に迫せまった伊勢谷にびくりと肩かたが震ふるえる。近づいた伊勢谷の服は端はしの方が少し濡れていた。体からは雨の匂においがする。

「……なんで、濡れてんだよ？」

「雨が降ってるからだろ」

　伊勢谷の視線が俺の背後にある窓にいく。先ほどよりも勢いを増した風がガタガタと立て付けの悪い窓まど硝子ガラスを揺ゆらしている。時折飛ばされた葉が雨あま粒つぶと共に窓に当たる音も聞こえる。

「だって…」

　雨が降ったのは俺が帰ってきた後だ。

　俺の疑問に、伊勢谷は合点したとばかりに「勘かん違ちがいすんなよ」と言った。

「安原の相手は俺じゃない」

「え？」

「たまにあいつの部屋に来てる奴がいるだろ？　それが安原の彼氏だよ」

　たまに？　そういえば何度か安原の友人を見た事があるが、印象が薄うすくて顔が思い出せない。

「気付いてなかったのかよ？　おめでたいなお前」

　首を傾かしげて考えている俺に、怒いかりを含ふくんだ声で伊勢谷が口にする。背中がぴりぴりした。

　何か言い返したいのに、伊勢谷の複雑そうな顔を見て何を言えばいいのか分からなくなる。

　傷ついているような、怒おこっているような、それでいて悲しそうな顔を見て、本当に伊勢谷は安原が好きなのだと知った。伊勢谷も俺と同じように安原の声を聞いたんだろう。

　好きな相手が他の奴としている最さ中なかの声を聞いたら、いくらあの伊勢谷でもそんな顔をするのかもしれない。だけどその表情がひどく色っぽい。

　叶かなわない恋こいに焦こがれる男の顔に、つい見み惚とれてしまう。相手はあの、伊勢谷だっていうのに。

「いくらお前があいつのことを想ってても、安原はお前のもんにはなんねぇよ。だから諦あきらめろ」

　何を勘違いしているのか知らないが、俺は安原のことを恋れん愛あい感情を持って見ているわけじゃない。それは伊勢谷のほうだろう。だから伊勢谷の言葉は俺に向かって言った言葉なのに、なんだか自分自身に向かって言っているように聞こえるんだろう。

　伊勢谷は辛つらそうに吐はき捨すてた後で、俺の体を引き寄せる。傷ついていない方の腕うでを力任せに摑つかまれて肩かたが痛む。

「何…」

　ゆるく勃たち上がった場所に伊勢谷の手が触ふれる。

「っ、先せん輩ぱい、何して……っ」

　思わず焦あせって傷ついた方の腕で抵てい抗こうしようとしたら、それを見み越こした伊勢谷が俺の体を反転させる。伊勢谷の胸に背中を付けるようにして、抱だきしめられる。

「はっ、やめろっ」

　こんなの八つ当たりじゃないかと思った。もしくは安原の代役か。

　俺の葛かつ藤とうを余所よそに、触れられた場所は硬かたくなる。

　───どうなってんだよ、俺の体は。

　痴ち漢かんに触れられたときはこんな風にならなかった。親友だった奴に襲おそわれた時も、憧あこがれていた先輩にいきなりキスされた時も、母親の再さい婚こん相手に無理矢理押さえ込まれた時だって奮い立つのは戦せん闘とう本能だけだったのに。

「あー…先輩…マジ死ねよ。触さわんじゃねーよ、変態」

　変な声が出そうで困る。伊勢谷の手の中で絶頂に上り詰めるなんて絶対に嫌いやで、誤ご魔ま化かすように汚きたない言葉を並べる。伊勢谷はその仕返しなのか、少し強く俺の乳首を摘つまんだ。

「っく」

　痛いぐらいに服の上から指で摘まれて、思わず縋すがるように伊勢谷の手首に手を置く。

「っあ…ぅ」

　乳首いじられて声なんか出してんじゃねぇよ、気持ち悪い男だな。

　そう思った途と端たんにヒステリックな母親の声が蘇よみがえった。

『あんたが誘さそったの？　昔から本当に、気持ち悪い子ね』

　フラッシュバックする母親の言葉に、まだあの時のことを引きずっている自分が嫌になる。義父に押さえ込まれた時に現れた母親は救世主なんかじゃなくて、彼女は俺を助けるどころか自分の夫をかばって俺を詰なじった。それから慰い謝しや料りようのように金を俺に渡わたして出ていくように言った。

　高校三年の冬だった。それから大学入学までは月単位で借りられる賃貸アパートで暮らした。

「クソ……っ」

　いい加減吹ふっ切ればいいのに。

　そのときのことを思い出して、泣き出す手前のように思わず体が震ふるえた。

　荒あら々あらしい手は休めないまま、だけど震えた俺を宥なだめるように伊勢谷が俺の首筋にやさしいキスを落とす。安心させるように、何度も何度も頰ほおの方までキスが降る。

　それを心地よいと、認めたくなくて歯を食いしばる。だけど胸を弄いじる指先にも、だんだんと痺しびれに近い快感を覚え始めた。

　───こんなのは嫌だ。誰かの手でこんなふうにされるのは嫌だ。

　なのに伊勢谷はそんなの構わず俺に触れてくる。無視出来ない快感が、その度に沸わき上がる。

「やめろっ…っ…ちくしょう」

　伊勢谷は俺のシャツを脱ぬがすと、はぎ取るように下に着ていたＴシャツを奪うばう。むき出しの腹に伊勢谷の掌てのひらが滑すべる。そのまま下に穿はいていたパンツも下着と共に脱がされる。

　睨にらみ付けるために体を捻ひねって振ふり返ると、部屋のドアがいつの間にか閉められているのが見えた。そのことに少しだけ安心する。この暴風雨だ。ドアを閉めていれば先ほどまでの声は安原たちには聞こえないだろう。

「余よ裕ゆうだな。何考えてるんだよ」

　他のことを考えていた俺を窘たしなめるように、伊勢谷の手が亀き頭とうの割れ目を擦こすった。

「やぁっ…ん」

　思わず出た自分の声に焦って、口を押さえる。

　うわ、なんて声だしてんだよ、俺。

　信じられなくて、伊勢谷の反応なんか見たくなくてぎゅっと目を瞑つぶって口も覆おおう。

「は、すげぇ…いい声」

　からかうようにではなく、掠かすれたひどく男らしい声で言われて背中がぞわぞわする。

　顔を覗のぞき込まれて、頰が赤くなるのが自分でも分かった。

「っ」

　嫌だと首を振ってその視線を追おい払はらおうとするが、伊勢谷の手が再び胸元に回ると、それどころではなくなった。爪つめの先で下から弾はじかれて、泣きたくなるほど恥はずかしくなった。

「いぅ…」

　制止の言葉をかけるつもりが、口を開いた途と端たんにまた変な声が出るから、何も言えずに再び口を押さえるはめになる。

　───絶対こいつ、後で殺してやる。

「幸」

　耳を嚙かまれながら名前を呼ばれ、硬かたくなった伊勢谷の熱を俺の尻しりに当ててくる。

　なんで、触れてもいないのに海綿体が膨ぼう張ちようしてるんだ……。

　どうして男なんかに欲情できるんだよ。そもそも、欲情する相手を間ま違ちがえてるんじゃないのか。それとも、伊勢谷は頭の中で安原のことを考えているのか？

　戸と惑まどっていると、首筋をかまれた。

「ひっ…」

　嚙みしめた歯の奥おくから甲かん高だかい声が漏もれる。逃にげようと体を捻るが、伊勢谷の力には敵わない。

　まるで子供でも押さえるように簡単に俺の抵てい抗こうを塞ふさぐと、伊勢谷の手は俺の尻に触れる。

　掌で粗あらっぽく揉もまれて、痕あとが残るんじゃないかと思った。

　その指から逃にげるように腰こしをゆらすと、伊勢谷の体とよけいに密着するはめになる。

「っく、放せ、ちくしょ……」

　逃げたいのに逃げられない。

　そう気付いた瞬しゆん間かんに、子供時代に何度も女の子に間違われて痴漢されたことを思い出した。あの時の誰にも助けを求められない恐きよう怖ふが蘇よみがえって、思わずパニックになりそうだった。

　傷ついた腕うでを振ふり上げて、伊勢谷に殴なぐりかかる。傷口が開くことなんて気にならなかった。

　何度目かに振り上げた腕を、伊勢谷に摑つかまれた。伊勢谷はその手を馬ば鹿かみたいに優しく包むと、ゆっくりと包帯の上に口づける。それから指と指を絡からめるように手を繫つなぐ。

　力を込めすぎて白くなった俺の指先に伊勢谷がキスをする。

「あ……」

　その瞬間、自分でも不思議なことに恐怖がすっと退ひいていく。

「幸」

　優しく名前を呼ばれて、ぞくりとした。

「んっんん」

　再び尻を揉まれて、指先が皮ひ膚ふの柔やわらかな部分に触れる。

「な、んてとこ、さわん…」

　そんな場所を誰かに触れられるなんて想像もしなかった。

　体の内側に伊勢谷の指が入ってくる。きついし、苦しいし、擦すれて痛い。

「っ、く」

　思わず繫いだ手に力を込めてしまう。

「ぁ、う」

　声なんかに構ってられずに、伊勢谷の手を止めようとするのに、俺に出来るのはせいぜいその腕に爪つめを立てることぐらいだった。それどころか伊勢谷にキスされて、舌を搦からめ捕られる。嚙かみきってやりたいと願うのに、頭の奥がぼうっとする。

「ふっ…ぁ、……や」

　鼻に掛かかったような声が自分でも嫌で堪たまらない。

　キスは初めての彼女と何度かしたし、無理矢理男に奪うばわれたこともあるが、舌を入れられたのは初めてで、その生温かくてぬるついた感かん触しよくに恐怖を覚える一方で、気持ちいいとも感じてしまう。口内に性感帯なんかあるんだろうか。

　思わずそんなことを考えながらも、体の内側に入った指先が荒々しく中を突ついた。

「っう…ぁ…っ」

　なんでそんなところをいじるんだろうと、ぼんやりした頭で考える。

　───伊勢谷、俺の中に入りたいのかな。

　そう思ったら体の奥が震ふるえた。こいつ、もしかして俺に入れる気なのか……!?

「っひ…く」

　びくんと体が震える。その反応に伊勢谷が驚おどろいたのが分かる。

「なか、女みたいに動いてる」

　知るかよ！　それは童どう貞ていで女を知らない俺に対する嫌いやみか！

　女も知らないのに、先に男なんか知りたいわけがない。

「うるせ、黙だまれよ、ってか…抜ぬけ」

　勝手に伊勢谷の指を体が締しめ付けてる。内側が勝手に動く。まるで飲み込むような動作に恥はずかしくて、目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。これじゃまるで、俺が欲しがってるみたいじゃないか。

「っく…う」

　目を開け体を捻って振り返ると、ぼやけた視界にやけに真しん剣けんな顔の伊勢谷が映っていて、目を奪われそうになる。くそう、なんで格好良いんだよと文句を言いたくなる。

　だけど顔が良いだけで、何でも許されると思ったら大おお間ま違ちがいだ。

「放せ変態。強ごう姦かん野や郎ろう」

　嚙みしめるようにしてそう言うと「興奮してるのは俺だけかよ」とやけに真面まじ目めな顔で言われる。そうだと言い返そうとして、ぐいっと体を反転させられる。

　向かい合う形で密着させられた伊勢谷の体の高ぶりが腹の辺りに押しつけられる。

　硬かたくて熱くて同じ男なのにあからさまなそれに羞しゆう恥ち以上の何かを感じた。

「っな…に」

　伊勢谷の欲望が俺のものに擦こすりつけられる。

「だらだら垂れてんじゃねーかよ」

「ひっ」

　荒あらい吐と息いきの合間にべろりと舌で頰を舐なめられてこんなやつ知らないと思った。

　こんなにやらしくて、荒々しくて、全然敵いそうもない男なんて知らない。俺の知ってる伊勢谷じゃない。俺のことからかうし、嫌みを言うし、馬ば鹿かにしてくるけど、本当に嫌なことはしなかった。なんだかんだで優しかったけど、今の伊勢谷は少しも優しくなんかない。

「幸」

　恐おそろしくて体が震えた。さっきまで散々憎にくまれ口を叩たたいていたけど、もう誤ご魔ま化かしようがないほどびびっている。

「先せん輩ぱい、本当に嫌だっ」

　とうとう泣き言を口にする。こんなことを言うのは嫌だ。だけどもうどうしようもないくらい怖こわいんだからしょうがない。尻しりを弄いじられて前を触さわられて、どっちも他人の手で直に触られたことなんてないのに、一度に両方やられている。怖くて、わかんなくて、どうにかなりそうだ。

「おねが…、先輩、怖こえぇ」

「怯おびえんな」

　繫いだ手を放される。だけどその代わり、その手を伊勢谷の背中に回される。思わずぎゅっと、縋すがるようにその背中にしがみつく。縫ほう合ごうしてある傷口が、ツキリと痛んだ。

「気持ちいいだけだ。怖くねぇよ」

　優しい声で宥なだめられて、ゆるく唇くちびるを合わされると少しだけ落ち着いた。

　伊勢谷の手の中でびくびくと震える俺の欲望が、再び伊勢谷のものと擦こすり合わされる。

「ふっ」

　先せん端たんの太くなった部分でこすられて、腰が揺ゆれた。

　人の手でされるなんて初めてで、快感の逃がし方がよく分からない。すぐに追いつめられて、情けないような甘あま酸ずっぱいような変な気持ちにさせられる。

「っ」

　息を飲み込んで伊勢谷の手に耐たえるけど、少し荒あれた指先に擦られると生々しい感覚に震える。自分でするのとは桁けた違ちがいの快感に、それが本当に快感なのかすら分からなくなりそうだ。

「先輩、もぉ…放せっ」

　伊勢谷の指が尿によう道どうの出口を擦る。

「んんんっ」

　思わず背中が反って、尻の中にある指をぎゅっと締め付けたのが自分でも分かった。

　どくんと、伊勢谷の手の中に吐はき出す。

　吐き出したあとも震えるようにそこは白はく濁だくした精液をあとからあとから零こぼした。

「はあっ、ふっ」

　喘あえぐように口を開ける。出したばかりで震えている場所に伊勢谷の指が伸のびて、ぬめりをすくい取るようにして、尻に塗ぬりつけられる。

「うっ…く」

　抵てい抗こうしようと思うのに、足の間に伊勢谷の足が入ってくる。

「っ…何？」

　再び中に入ってきた指に驚おどろいて思わず目を見開くと、伊勢谷の硬かたく勃ちあがった欲望が目に入る。はち切れそうな大きさにぎゅっと足を閉じようとしたが、伊勢谷に阻はばまれて叶かなわない。

「それ、無理…」

　そんなの入らないと首を振ふると「柔らかいから大だい丈じよう夫ぶだろ」と無責任に断言される。

「俺こんなの怖ぇ、いれんの嫌いやだ」

　涙目になりながら見つめると、伊勢谷の喉のどがごくりと鳴ったのが聞こえた。

　ごくりってなんだよ…！　もしかして今の逆効果だったか…？

　尻の中の指が増やされて、勝手に抜き差しされる。

「せんぱ、い…やだ、先輩」

「幸」

　耳を嚙かまれながら名前を呼ばれた。悔くやしいけど、それだけで何故なぜか胸の奥がざわつく。

「可愛かわいいから、あんましゃべんな。もっと乱暴にしたくなる」

　可愛いという一言に動どう揺ようする。

　伊勢谷は安原のことが好きなくせに。ふざけんな、騙だまされるか。

「幸、可愛い」

「っく」

　ずるりと指が抜かれて、その刺し激げきに震えた。

　伊勢谷の欲望の尖端が指が入っていた場所に入り込んでくる。

「ひっ…ぅう、入れんな」

　圧あつ倒とう的な質量のそれが、俺の内側をぎりぎりまで広げて、奥の方まで入り込んでくる。

　痛くて苦しくて、目め眩まいがした。体の真ん中から引き裂さかれていく感覚に、思わず奥歯を嚙みしめたが、張りつめた性器に手を這はわされるとそれもままならなくなる。

「ぁ…ぁあ」

　もう自分が何を言っているのか分からなくて、開いた口からひっきりなしに零れていく声がうるさいと、どこか他人ひと事ごとのように感じていた。

「ひぃ…う…っ」

　───これ、どうなってるんだろう。

　奥が熱くて苦しくて、頭がぼうっとする。締め付けるつもりもないのに締め付けてしまう。

　痛くて痛くて、だけど……その中に快感も確かにあった。

「幸…っ」

　切せつ羽ぱ詰つまったように名前を呼ばれて、感じてるのは俺だけじゃないんだと知る。その途と端たん何故だか胸のなかがじわりと熱くなる。体を巡めぐる血液の温度が何度か上がった気がした。

　痛くて苦しいのに、体が甘く痺しびれておかしくなりそうだ。違ちがう。もうおかしくなってる。

「ぁっひ…くぅ…ん」

　ぞくぞくする。気持ちいい。こんな快感は今まで知らなかった。

　自分ではない誰かに触ふれられるから気持ちいいのか、それとも伊勢谷だからなのだろうか。

　よく分からない。こんな風に扱あつかわれて伊勢谷に対する怒いかりはもちろん感じているし、殴なぐってやろうとも思うが、同時に今すぐこの快感を手放せないのも事実だ。

「先輩っ…ん」

　立ったまま貫つらぬかれて揺さぶられて、嬌きよう声せいを上げる口をキスで塞ふさがれた。逃のがれようとしたら背後の壁かべに邪じや魔まされる。いつの間に壁に背を付けていたのか、思い出そうとしても出来ない。

「っ…来る、俺、また」

　ぞくぞくとはい上がってくるその衝しよう動どうにどうすることもできずに伊勢谷の背中に爪つめを立てる。上のぼり詰つめる、という表現がしっくりくるような快感に脳が焼ける。

「俺もいきそうだ」

　余よ裕ゆうのない声でそう告げられる。伊勢谷のその声に感じた。

　気付けば俺はまた、伊勢谷の手を汚よごしていた。

「っ」

　さっきより長めの放出に戸と惑まどうように腰こしを反らすと、抜ぬき取られようとしていた伊勢谷の欲望が、体のなかで弾はじけたのが分かる。

「っく」

　伊勢谷のやけに男らしい声が耳の近くで聞こえた。

「っうわ…っ」

　注がれる精液が中でどろりと動く。

　伊勢谷はいやらしい音を立てて俺のなかから自分の欲望を抜き取った。まだ角度を保っている伊勢谷のそれが先ほどまで自分の中に入っていたのだと思うと、居たたまれない気分になる。

　思わずそれを見つめていると、伊勢谷に引き寄せられそうになって慌あわてて身構える。

「ご、強ごう姦かん魔ま」

　逃にげるように離れてそういうと、伊勢谷が「感じてただろ」と開き直るように口にした。

「信じられねぇ、最低っ…変態！　死ね！」

　文句を無視するように俺を腕うでの中に抱だき込んだ伊勢谷は、再び俺の尻に手を伸のばす。

「ふざけ、もう……しないっ」

　ろくに力が入らない体でばたばたと暴れると「かきだすだけだ」と言われる。

「それとも、俺のずっと中にいれとくか？」

　そう聞かれてカッと頰ほおが火ほ照てる。腹の中にずっと伊勢谷の生きた精子を入れておくなんて、信じられない。

「自分でする。もう、さわんな」

「仕方なんかわからねぇだろうが」

「ひっ、く」

　無ぶ遠えん慮りよに入り込んだ指に、俺はまた伊勢谷の肩かたにしがみつくはめになった。

　本気で死ねばいいのに、と願いながらせめてもの反はん抗こうとばかりに肩かたに歯を立てる。

「痛」

　小さな声で伊勢谷がそう呟つぶやいたから、ほんの少しだけ満足した。










「クソッ」

　インパクトの瞬しゆん間かんに手首に重い衝しよう撃げきが走ると、右手の傷が鋭するどく痛む。

　そのまま振ふり切ると、ボールは緑のたるんだネットにぶつかって落ちる。次のボールが投げられるから、俺はまたバットを振った。あんまり高く飛ばないのが悔くやしい。

　カン、と音を立ててバットにぶつかったボールが下の方に転がる。

「クソ！　なんだよ」

　朝目覚めたら伊勢谷はいなかった。

　昨日の声が聞こえたんじゃないかと、俺は安原と顔を合わせられずに、朝早くから逃げるようにアパートを出た。だけど心こころ許もとない所持金ではどこか遠くに行けるわけもない。

　結局、苛いら々いらも発散できないまま所定の球数を投げ終えたピッチングマシーンが止まると、ますます苛々した。仕方ないから近くに転がっていた白球を自分で投げて打った。

「全然うまくいかねぇな」

　ピッチングマシーンから放たれるボールと違ちがって勢いがないから、当たっても大して飛ばずにてんてんと転がるのを見て、バットを元の場所に乱暴に戻もどす。

　二日連続で大学を休むのはまずいと思ったが、大人おとなしく授業を受ける気にはならなかった。

　誰かにノートを借りなければならないが、今安原と話をするのは無理だ。

　でも、他に友人はいない。普ふ段だんは誰も必要としていなくても、こういうときは頗すこぶる不便だ。

　再び金を入れる気にはならなかったが、他にどこに行けばいいのか分からずに、ぼんやりとバッティングセンターの隅すみにあるプラスチック製のベンチに座る。インパクトの瞬間もそうだったが、座る時も稲いな妻ずまのように背筋を痛みが走り抜ぬける。手の痛みより酷ひどい。

「あの野や郎ろう……マジで、殺す」

　そう考えて思わずぎゅっと拳こぶしを握にぎる。男が良いなら、安原を思って抱だくだけなら、同じアパートに住んでいて毎日顔を合わせなくちゃならないような相手よりも、どこか適当に行きずりの相手と寝ねればいいのに。そういう相手は、伊勢谷ならすぐに見つかるだろう。

　───なのになんで……。

　手近にいたって理由なんだろうか。生意気だから痛めつけてやろうとしたのか。

「ひでぇ…」

　伊勢谷を怒おこらせた事はなかったから、あいつがあんなに強いって知らなかった。簡単に押さえ込まれて、ろくに抵てい抗こうもできなかった。思い出すと悔しくて情けなくて、だけど顔が赤くなる。

　ちくしょう、あんな男大だい嫌きらいだ。

　十九年間苦心して男から身を守ってきたのに、あんな奴やつにやられるなんて。あいつは俺のことを好きなわけじゃない。ただ安原の声に欲情して、その彼氏に苛立って、はけ口に俺を選んだ。

「やっぱ絶対殺してやる」

　ちらりとさっきまで握っていた金属バットを見てから、部屋にある木刀の方が使えそうだと考え直す。とりあえず顔をみたら言い訳を許さずにまず一発だ。それから泣いて許しを請こうまでぎたぎたのめためたにしてやる。

　そう決意して立ち上がる。朝から何も食べていなかったせいで、腹が減ったのでファーストフード店に寄った。安い、早い、うまいが売りの牛ぎゆう丼どんを食べながら、こんな最悪な気分でも普ふ通つうに飯を食える自分に驚おどろく。残金を考えると家に帰ってパン耳を囓かじるべきだが、とても倹けん約やくするような気分にはなれなかった。

　だけどうじうじしていても終わってしまったことはしょうがない。

　牛丼をお代わりしてから、俺は夕方にさしかかる街を歩く。

　安い洋服屋の前を通りかかると、商品を選んでいるカップルが目に付いた。

「これ似合うんじゃない？」

　高校生同士なのだろう。制服姿で安いＴシャツを吟ぎん味みしている。

　そういうのがほんの少し羨うらやましくなった。恋こい人びとが欲しい訳じゃないし、たぶん出来ない。あんな風に微笑ほほえましい光景の当事者に自分がなる日はきっと来ない。ずっと一人なんだろうな、とある種達観した気持ちで予想する。寂さびしいとは思うが、その寂しさは安あん穏のんな生活の代だい償しようだ。

　他人を愛せないのは父親の血か、母親の血か。愛ではなく金を選んだ二人の血は間ま違ちがいなく俺の中に流れている。ショーウィンドウに映った自分の姿に思わず小さく笑った。親のせいにしている時点で駄だ目めなんだと、ずれてもいない眼鏡めがねをかけ直して足早にそこを通り過ぎる。

　秋も深まって街路樹の落ちた枯かれ葉はが足下を風に飛ばされていく。

　ぼんやりと歩きながらバス停を目指していると、横断歩道を歩く伊勢谷を見つけた。

「あいつ…っ」

　時計を見れば病院での実習が終わる時間だった。これは追いかけていって跳とび蹴げりでもカマしてやろうと、走り出す。往来だろうが何だろうが、あいつに昨日の謝罪をさせてやろうと信号が点てん滅めつしている交差点に飛び出した。

　けれど近づいた時に伊勢谷が小こ柄がらな女をエスコートしているのに気付く。気き遣づかうように腰こしに手を回して相手の歩調に合わせて歩いている。女が伊勢谷を見上げたその顔が見るからに親しそうで、思わず足が止まる。

「なんだ……」

　伊勢谷達が渡わたり終わり、信号は赤に変わる。俺は車線の間にある中間地点で、渡りきれなかった連中と一いつ緒しよに信号が再び変わるのを待った。

　そのまま伊勢谷は俺には気付かずに、路上に駐ちゆう車しやされている車の助手席のドアを女のために開ける。まめな男じゃないくせに、そんな風に女に尽つくしている伊勢谷を見るのは嫌いやだった。

「女がいるんじゃねぇか」

　走り去る車を見ながら立ちつくす。ぶっ殺してやる、跳び蹴りしてやると息巻いていた気持ちが急速に萎なえていく。

　信号が変わって背後から来た連中が俺を通り過ぎていく。何度かぶつかられ「邪じや魔まだよ」と睨にらまれたが、一向に動く気にはなれなかった。やけに綺き麗れいで可愛かわいらしい女の横顔と、彼女のために車の助手席を開ける伊勢谷の姿が脳裏にこびりついて離れない。

　───あいつは本当に……最低な男だ。







「瀬上なんかができるのかよ」

　俺はそう言った同じ学部の一年を無視すると、面を小こ脇わきに抱かかえてロッカーを閉める。有沢の安い挑ちよう発はつに乗った俺は日曜日の朝早くから大きな市民体育館に、押おし入いれの奥に仕舞ったままになっていた防具と胴着を持参してやってきた。

　大学で剣けん道どうをやるつもりはなかったから、二度と取り出すことはないと思っていた。だけど実家に置いておけばどうせ処分されてしまうだろうからと、持ってきておいて良かった。

「お前みたいな弱そうなやつを大将にするなんて部長もどうかしてる」

　呆あきれたようなそいつの声に、横にいた奴やつが同調する。俺が更こう衣い室を出た後もしつこく追いかけてくるそいつらは、体育館に着くまでの間後ろでずっと文句を言っていた。こいつらが順当にいけば将来医者になるのだと思うと、国家試験にペーパーテストだけでなく面接や実技も入れるべきだという連中の意見に賛同する。

「なぁ、なんとか言えよ」

　俺は肩かたに掛かけられた手にため息を吐ついて振ふり返り、そいつの爪つま先さきから頭まで視線を這はわせた。

「初心者ってコトはねぇよな」

　持っている防具は新品ではない。大学に入ってから金のかかる防具を一式揃そろえて基き礎そからはじめる、ということはあまりないだろう。大学のサークルは大たい抵ていどいつも高校や中学時代から続けていたスポーツをやる傾けい向こうにあるようだから、こいつらも恐おそらくそうなのだろう。

「あ、あたりまえだろ」

　胸を張るように一人がそう答えると、もう一人が「馬ば鹿かにしてんのかよ」と気色ばんで俺の方を睨にらみ付ける。

「別に。ただ、大した大会に出たことがないんだろうなってことは、よく分かったよ」

　同い年で剣道をやっていて、俺の名前を知らないっていうのはそういうことだ。インハイや関東大会では常に俺の名前が上位にあった。出ていたら知らないはずがない。現にこいつらの部長は同じ学年ではないのに俺の名前を知っていた。

　俺の台詞せりふに二人の怒ど気きが増すのが分かる。こっちは伊勢谷のせいでストレスが溜たまっていたんだ。試合前の肩慣ならしに丁度良い。

「何やってるんだ」

　その声に振り返ると、有沢が窘たしなめるように「みんな見てるだろ。もめ事なら余所よそでやれ」と言った。確かに体育館の出入り口で言い争う俺達を、周囲の人間が遠巻きに見ている。

「だってお前、悔しくねぇのかよ。実力から言えば部長と副部長の次はお前なんだから、こいつが来なきゃお前が出られたんだぜ？」

「そうだよ。名門三津橋だったんだろ？　部長と副部長とお前が勝てば初戦ぐらいは突とつ破ぱ出来るだろ。先せん輩ぱい達の最後の大会ぐらい一回戦敗退しないようにって、すごく練習してたじゃん」

　有沢は苦にが虫むしを嚙かみつぶすような顔で俺から視線を逸そらすと、ため息混じりに呟つぶやいた。

「そいつも三津橋だよ」

　その言葉に二人が怯ひるんだのが分かる。

「でも、お前の方が強かったんだろ…？」

　頼たよりない声で根こん拠きよのない同意を求める同級生に、有沢はますます顔を歪ゆがめた後で「言わせるなよ、そんなこと。それに、そいつに助っ人を頼たのんだのは俺だ」と背を向けて一足先に先輩達が並んでいる方に行く。

　信じられない、と言った表情の二人を置いて俺も有沢の後に続く。プログラム通りに開会式を行い、面を着けて俺は部長に促うながされるまま大将として一回目の試合を行った。

　まだ痛む右手に嫌いや気けが差したのは試合中ちゆう盤ばんだった。

　面を防いだ瞬しゆん間かんに走った衝しよう撃げきに、思わず力が緩ゆるんで相手の切っ先が面を掠かすめる。

「浅い！」

　審しん判ぱんの適切なジャッジに助けられて一本を取られる事はなかったが、まさか名前も聞いたことのない相手に面を叩たたかれるとは思っていなかった。一本勝負だから、審判が有効と判断していたら、これで試合は終わっていた。

　───大将格が、無敗の瀬上がなんて様だ。

　この一週間、ずっと伊勢谷の事を考えてうじうじしていた自分に気付く。その挙げ句安原を無視して、大学の授業にも身が入らなくて、挙げ句の果てには自信を持っていた剣道でこんな失態を晒さらしている。打たれてようやく目が覚めた。面の全体に反はん響きようするような衝撃に、人一倍強い闘とう争そう本能が頭を擡もたげる。

「なんだよ、やっぱ大したことねぇじゃん」

「押されてるぞ、あいつ」

　こそこそと口にする味方の野次なんか、どうでもよかった。伊勢谷のことで頭が一いつ杯ぱいになり、視界が狭せばまっていた馬ば鹿かな自分を自覚したら、すっと頭が冷えていく。

　しかし覚かく悟ごを決めて竹刀しないを握り直すと、右手に痛みが走る。基本的には添そえているだけの右手だが、相手に打ち込まれて防ぐ時には無意識に力が入る。だから、最初から俺は右手をだらりと垂らして、左手だけで竹刀を握った。次の攻こう撃げきは、片手で受けた。俺のその態度に味方は遊んでいると思い、相手は馬ば鹿かにされたと感じたのだろう。対戦相手がやたらと打ち込んでくる。休む間もなくたたき込まれる攻撃をただ左手だけで持ちこたえる。

　そんななかでむきになって打ち込んできた相手の体勢が一いつ瞬しゆん崩くずれた。俺はそれを見み逃のがさずに力強く一歩を踏ふみ込んだ。

「面！」

　声を上げて、相手の面に竹刀をたたき込む。相手が遮さえぎることすらできなかったその一いち撃げきは、片手の割にやけに綺き麗れいな音を立てる。

「一本！」

　旗を揚あげた審判のその言葉に俺は竹刀を下げた。

　頭を下げて試合を終えた後、観客席を見てもそこに応おう援えん団の姿もなければ、尊敬の眼まな差ざしを送る後こう輩はいの姿もない。そのことを少しだけ寂さびしく感じながら、審判に仕切られるまま整列して相手に向かって礼をする。勝った方は居残りなのでその場に座り、驚おどろいて口を開けている同級生を無視して面を取る。周りが息を飲む音が聞こえた。

　自分の顔が注視されていると気付いたが、素知らぬ振ふりで俺は次の試合にも臨んだ。

　面を再びつけ直して試合に出る。自分より遥はるかに体の大きな男が力負けして竹刀を取り落とす。他の試合でも順当に勝ち進んだ。いつも一回戦で負けているというのは本当のようで、部長と副部長以外は呆あつ気けなく負けてしまう。有沢が出ればまだ勝てそうだが、今回は応援に甘あまんじているようだ。俺以外は四人とも先輩だから遠えん慮りよしたのだろうか。

　あいつには昔から、そういう甘いところがある。剣道の腕うではどうあれ、真面まじ目めで努力家だったあの男が高校時代に副部長になれなかったのはそういう理由もある。有沢は三津橋のなかでは実力が低く、試合の出場経験もろくにない。だからあいつが一番この試合に出たかったのではないだろうか。そんな奴やつが大だい嫌きらいな俺に金を出す約束までしてこの試合を仕組んだのは、俺が負けるのが見たいという理由以上に、先輩達を勝たせたいという理由があったのだろう。

　───意外に良いところがあるじゃないか。

　勝ち抜ぬき戦なら優勝まで行ける自身はあるが、残念ながらそういう試合方式ではないので、シード表を見ながらどこまで進めるだろうかと考える。そろそろ右手も痛んできた。添えていただけとはいえ、まだ傷口が完全に治っていない右手はうまく力が入らない。片手だけでやるのはいつも以上に疲つかれる。

　何回目かの試合が終わった後の小休きゆう憩けいで、周囲の視線から逃のがれるように自じ動どう販はん売ばい機きに向かう。缶かんジュースを買うと熱を持った右手を冷やすため小手を外し、テーピングの上から当てる。しかし、その下のガーゼが邪じや魔まをして余り冷気が伝わらない。

　冷やしていると、この手を真しん剣けんに摑つかんでいた伊勢谷の表情を思い出す。傷口が開かないようにきつく、だけど痕あとが残らないように丁てい寧ねいに、それでいて素早い動きだった。

　痕は大して残らないだろうけど、何故なぜかそれを少しだけ残念に感じた。

　何故残念に感じるのかは、自分でもよく分からなかったが。

「片手だけで充じゆう分ぶんってか。本当に嫌いやな奴だな」

　手首を冷やしながらぼんやりと他校の試合を体育館の二階のベンチから眺ながめていると、いつの間にか有沢が側に来ていた。

「怪け我がしてるの知ってるだろ？」

　そう聞けば「次の試合の大将は井筒先輩だってよ。元恋こい人びとと感動の再会だな？」と皮肉げに笑う。歯を折ってやった先輩との再会をここですると思わなかった。

「くだらねぇ勘かん違ちがいしてんじゃねぇよ。何を見たかは知らねぇけど、俺はそんな気色悪い感情は持ってない」

　気色悪い、という言葉に有沢は少しだけ泣きそうに顔を歪ゆがめて「嫌な奴だな」と言った。

「好きだって気持ちがあれば相手に何してもいいと思っているようなお前らよりはましだ」

　そろそろ次の試合が始まるから立ち上がると、有沢が「じゃあどうすれば良かったんだよ」と怒おこったような顔を俺に向ける。

「好きで、どうしようもなくなって、だけどどうせ馬ば鹿か正直に告白したって相手にされないって分かってたんだ。どうしたらよかったんだよ、どうすれば……」

　唐とう突とつに有沢がまだ俺のことを好きなんだと気付く。高校三年の引退試合の時に、ずっと好きだったと言われた。襲おそわれた時に手て酷ひどく殴なぐったにもかかわらず、有沢は未だに俺のことを想っていたのか。

「……諦あきらめろよ」

　吐はき捨すてた言葉に有沢は恨うらみがましい目を俺に向ける。欲望も恋れん情じようも憎にくしみも全部一いつ緒しよになっているその目は井筒先せん輩ぱいを思い出させる。穏おだやかだったあの人は、俺に殴られた後でそんな目をしていた。

　俺はその目を嫌けん悪おして、井筒先輩を無視するようになった。これから有沢のことも無視するようになるんだろうか。そう考えて、逃にげ回っているような自分が嫌になる。

　だから迷いながらも口にした。

「悪いけど……お前の気持ちには応えられない。俺は……お前をそういう意味で好きになれない」

　有沢は「分かってるよ」と言った。

　ぎらぎらした目がどこか悲しみと諦めを伴ともなって瞼まぶたに隠かくされる。

「だけど、ありがとうな」

　あんな目に遭あったのに、どうして俺のことを好きでいられるんだろう。俺は、中学校の時つきあっていた彼女に振ふられたあと、彼女を好きでいることなんて出来なかった。

　ありがとうという言葉が相応ふさわしいのかどうかは分からないが、それでもその言葉が自然と口をついて出た。

「……いつもみたいに勝って来いよ。俺はここで見てるから」

　俺の方を見ないで、掌てのひらで顔を押さえて俯うつむいた有沢が呟つぶやく。

「頑がん張ばれよ、元主将」

　からかうような声音で、だけど鼻声のそれに「ああ」と応えて背を向ける。

　もっと楽な恋れん愛あいをすればいいのに、と他人ひと事ごとながら思う。だけど楽な恋愛なんてどこにもないんだろうか。

　一階に下りて、床ゆかの上を素足で歩く。体育館の端はしで袴はかま姿の連中に囲まれている井筒先輩を見つけた。相変わらず穏やかな顔で笑っている。高校時代は結局一度も勝ったことがなかった。

　井筒先輩は俺を見つけると、冷たい目でこちらを睨にらみ付けた。いくら好きな相手でも、自分の思いを拒きよ絶ぜつされた挙げ句、前歯まで折られたらそんな目になるだろう。可愛かわいさ余って、というのも分からなくはないが、俺だって信しん頼らいしていた先輩に裏切られて相当頭に来ていたのだ。

　だけど今は反省している。俺はあの時、先ほどのように言えば良かったんだ。殴った後に気持ち悪いと吐き捨てるのではなく、受け入れられないと真しん摯しに断れば良かった。

　相手の想いを馬鹿にしないことが、想われる側の礼れい儀ぎなのだ。たとえ、相手が同性でも。

「三津橋の新旧主将対決か」

　わくわくとしたような声で横に並ぶ副部長が俺と井筒先輩を交こう互ごに見る。よく知っているなと感心しながら、痛みが取れない右手をさすった。当然井筒先輩は大将だから俺と対戦する。

　一列に並んで、試合前の礼をすると先せん鋒ぽうがまず立ち上がる。相手方の、いかにも使い込んだ防具と構えにそれだけで実力差を感じた。

　試合はすぐに決着が付いた。大きな体だが足捌さばきがうまく俊しゆん敏びんだ。うちの先鋒は相手に押されるまま場外に出てしまう。結局鍔つば迫ぜり合いで負けて引き離はなされ、その直後に一本取られた。

　試合は二敗一勝、一引き分けで俺の元に回ってきた。俺が勝ったら引き分けになるから、代表戦までもつれ込む。

「よろしくお願いします、先輩」

　井筒先輩は黙もく礼れいをして構えの動作に入る。試合が始まった途と端たんに激しい勢いで向かってきた。穏やかな先輩らしくないスタイルだ。

「俺にも片手か？」

　一いち撃げきを受け止めた後にそう言われる。唸うなるような声に「まさか。全力で行きますよ」と返す。先輩の打だ撃げきは衝しよう撃げきが強すぎて、片手じゃ耐たえきれない。いくら俺より力が弱いと言っても、片手で足るような相手じゃないことはよく分かっている。なにせこの人は、俺が一度も敵わなかった相手なのだ。

　相変わらず、思わぬ瞬しゆん間かんに踏ふみ込んでくる。容易に予測が付かない攻こう撃げきに、戸と惑まどいそうになるのを必死で堪こらえる。一本勝負なのに躊ちゆう躇ちよなく打ち込んでくるのは流石さすがだ。攻撃時でも容易に隙すきが生まれない。

「っ」

　息を飲んだ俺ににやりと先輩が笑うのが面越ごしに見えた。

　───性格悪くなってる…。

　もしかして俺のせいか？

　ひしひしと押おし寄よせる先輩の気き迫はくに、負けないように睨み返す。どんっと音を立てて深く踏ふみ込んできた瞬間、竹刀しないを突つき出だされてかわすために後ろに飛び退のく。まさか突きがくるとは思わなかったが、反射的に体が動いた。俺の喉のどに当たることなく、空中を掠かすめた切っ先。

　その隙を突いて俺は「面っ」と叫さけびながら竹刀を振ふった。体を退ひきながら、井筒先輩の頭に向かって面を打ち込む。余り力は乗らなかったが、見た目だけは綺き麗れいに決まった。

　ぱしぃん、と音がした後に旗が振られる。途と端たんに右手が痛み出す。

　先輩はまっすぐ俺を見ていた。勝ったのだ、という実感はあまり湧わかなかった。もっと感動するかと思っていたが、思い出すのはあの日に先輩の歯を折った時に味わった拳こぶしの痛みだった。

　試合が終わると、引き分けのために代表戦にもつれ込んだ。もちろんここは大将だろうと言った部長に「ここは部長ですよ」と返す。

「でも……」

「実は俺、今ので傷口開いちゃったみたいなんです。だからお願いします」

　俺の言葉に、部長は「俺がやっても、負けるかもしれないけど…それでいいのか？」と口にした。それは俺ではなくて部員達に向けられた言葉だった。

「当たり前だろ」

「文句なんかないですよ」

　部員の言葉に部長は頷うなずくと、竹刀を持って立ち上がる。もちろん向こうは井筒先輩が出てきた。相手が俺ではないことを知った井筒先輩は、先ほどの剣けん幕まくが噓うそのように冷静に剣を運ぶ。

　相変わらずうまいとしか言いようがないタイミングで踏み込み、引いていく。

　部長はそれでもよく食らいついていた。だけど井筒先輩にはやはり敵わない。

　鋭するどい小手が決まり、部長が負けた。それはそのまま、俺達にとってこの大会の終わりを意味していた。部長は礼をして戻もどってきた後、「ごめん」と謝る。

　部員達は口々に部長を励はげました。最後にちらりと部長が俺を見たから、俺は頷いて「格好良かったですよ、先輩」と口にした。部長は「お前が言うなよ」と苦笑する。

　今後のために試合を見ていくという剣けん道どう部の面々に断って、助っ人の俺は早々に袴を着き替がえた。更こう衣い室を出るとそこに井筒先輩がいた。

「有沢もいるらしいな。今でも仲良くやってるのか？　あいつはお前のことが好きだったみたいだけど、もう告白はされたのか？」

「先輩」

「馬ば鹿かみたいだと思ってるんだろ。俺のこともあいつのことも。結局、剣道ですらお前に負けた」

「……」

「満足かよ。気色悪い俺にようやく勝てたんだ。見た目も、学力も、剣道も俺よりお前の方が上だ。それを俺に見せつけられて満足か？」

　井筒先輩に俺を責める権利はないはずだ。傷ついたのはあんただけじゃない。有沢も井筒先輩も、まるで俺が全部悪いみたいに責めるけど、俺は被ひ害がい者しやだ。

　だけど、俺の言葉が彼らの心を傷つけたのもまた事実なんだろう。

「先輩、俺はあんたを尊敬している。一本勝負じゃなかったら、勝てたかどうか怪あやしい」

　事実右手はじんと、熱を持っている。今は軽く痺しびれて知覚が鈍どん麻ましているが、テーピングを取ったらガーゼに血が染みているかもしれない。

「あんなしょぼい手で、あんたに勝ったとは思ってない。今度また当たったらもっとすごい手で下すから、そんときはまたさっきの気き迫はくで来てくださいよ。先輩」

　俺の言葉に井筒先輩は驚おどろいたように目を見開く。俺からそんな切り返しがくるとは予想できなかったのだろう。背中を向けると「絶対だぞ！」と声が掛かかる。

「絶対また、試合出てこいよな！」

　返答の代わりに手を振る。後ろは振り返らなかった。重い防具の入ったバッグを肩かたに背負って、体育館の前に来ていた市内巡じゆん回かいバスに乗り込む。

　後部座席に座りながら、こんな簡単なことだったのかと拍ひよう子し抜ぬけした。

　有沢や井筒先輩と和解する事なんて絶対にないと思っていたのに、たった一日で両方できた。もしかして最初から俺が真摯に彼らの気持ちを受け止めて、その上で断っていたら彼らはあんな風に煮に詰つまったりしなかったのだろうか。

　男同士が気持ち悪いとか、そういう風に切きり捨てたりしなければもっと早く解決したのか。

　───いや、偏見持つなっていうほうが無理だろ。

　実際自分が同性から欲望の対象として見られているのに、相手の気持ちを受け止めてから真摯に返答なんて高等技術は普ふ通つうできない。

「ショック療りよう法ほうなんだろうな」

　車窓の景色けしきを見ながら思わず呟つぶやく。

　伊勢谷に犯されて、それできっとその辺りのことに対して寛かん容ようになったんだ。

　考えてみればまだ有沢や井筒先輩のほうがましだった。彼らは未み遂すいだし、一応ちゃんと俺の事が好きだったのだ。それに比べたら伊勢谷は酷ひどい。俺のことなんか好きじゃなかったのに、人の体をむちゃくちゃにした。安原が好きなくせに。他に女もいるくせに。

　思い出したら腹が立って、膝ひざの上に抱かかえていた防具をぎゅっと抱だきしめてその上に顔を埋うずめた。なんでこんなに傷ついているんだろうと思って、ふいに気付いた。

　俺、もしかして伊勢谷のこと……。

「っ」

　いや、無いだろ！　レイプされて惚ほれるって、それどこのアダルトビデオだよ。どこのエロ漫まん画がだよ。そういう考えが青少年の性犯罪を助長させるんだ。普通はないだろ、そんな展開。ストックホルム症しよう候こう群ぐんや吊つり橋効果も真っ青だろ。

　混乱した頭に手を当てて考え直す。冷静に考えようとしても、うまくまとまらない。

　確かに、確かに伊勢谷の事はすごいと思っている。なんでもできるあの男に一目置いている。

「でも違ちがうだろ」

　好きじゃない。絶対にそれは違う。だって好きになる要素がない。からかわれていじめられて、挙げ句レイプのどこに惚れる要素があるっていうんだろう。これで惚れたら完全に俺、変態だろ。それって精神的な病だろ。なのにどうして心臓がうるさくなるんだろう。

　伊勢谷なんか好きじゃない。絶対に違う。なんで俺が男をなんて……。

「クソッ、最悪だ」

　思わず大きな声をあげてから、バスの中だと気付いた。

　こそこそ前の方で「なんか瀬上が怒おこってるぞ」「目合わせるなよ。噂うわさがマジだったら怖こわいだろ」と見知らぬ連中が言っているのが聞こえた。

　何故なぜ俺だとばれたのかと思い、ちらりとそちらを見ると思い切り目を逸そらされた。

　そいつらも防具を入れるための大きなバッグを持っていたから、恐おそらく先ほどの大会の出場者なのだろう。そう気付いたあとに、眼鏡めがねをかけ忘れていたことに気付く。胸ポケットから眼鏡を出して掛かけると、幾いく分ぶん気持ちが落ち着いた。

　錯さく乱らんした頭が勝手に間ま違ちがった答えを弾はじきだしたに違いない。いっそ錯乱ついでに前頭葉あたりがあの夜の記き憶おくを消してくれないだろうかと願いながら、俺は再び腕うでの中に顔を埋めた。

　あの夜に、伊勢谷があまりにも切ない声で俺のことを呼ぶから、俺があいつのことを好きだなんて馬ば鹿かな勘かん違ちがいをするんだろう。

『幸』

　記憶の中の伊勢谷の声は官能的で、優しくて、思い出したらじわりと頰ほおが熱くなった。

　───ああ、俺はもう完かん璧ぺきに変態だ。










『つまりこれが免めん疫えき反応というわけだ』

　鷲尾の声がスピーカーを通して聞こえてくる。俺は寝ね不ぶ足そくの頭にそれをたたき込む。

　あの剣けん道どうの大会以降変わったことが二つある。

　一つは伊勢谷のことを考えすぎて俺が連日睡すい眠みん不足になっていること。

　二つ目は周囲の態度だ。あの日の試合は学生会の連中がしっかりカメラに収めていたらしく、その日中に彼らが運営するホームページに無断で俺の写真が載のせられた。やけに撮とられていたと思ったが、大会の広報だと思って気にもしなかった。それが仇あだになって、今では注目の的だ。

　それも無敗の瀬上としてじゃない。『面を取ってもイケメン！　医学部一年生の大だい健けん闘とう！』なんて頭が軽いとしか思えないキャッチフレーズと共に、俺の写真がワールドワイドウェブ上に配信されている。

　───死にてぇ。

　思わずそう思ってしまうのは仕方ないだろう。伊達だて眼鏡も鬱うつ陶とうしく長い前まえ髪がみも、地味で目立たないイイ子の仮面もたった一日で全すべて台無しだ。

　きゃあきゃあと女子が騒さわぎながら俺を見て何か言っているが、聞きたくもない。

　この掌てのひらを返した反応も久しぶりだ。今まで路ろ傍ぼうの石のように俺に無関心だった連中があからさまに「眼鏡取ってみて」だの、「前から格好良いとおもってたんだよね」だの言ってくる。

　馴なれ馴なれしい、と一言言えば前は文句が飛んできたのに、今では「可愛かわいいー！」となる。

　人間不信になるなっていうほうが無理だ。こうして端はしの席に座り人を寄せ付けない雰ふん囲い気きを作ってみても、視線ばかりは防ぎようがない。

「相変わらずモテんな、主将」

　背後から聞こえた有沢の言葉に「興味ねぇよ」と答える。高校時代から俺の側にいるせいか、有沢だけは俺の雰囲気を気にせずに近づいてきた。いつもの取り巻き連中とは離れて、こんな奥おくで俺と二人で固まっている様は、周囲から見れば珍めずらしいのだろう。そのせいもあって注目されているのかもしれない。

「その反応も相変わらずだ」

　有沢はため息混じりに呟く。この間の試合以来妙みように懐なつかれている。結局決勝までいけなかったから金の話はなくなったが、顔を見るたびに剣道部に来いと誘さそわれる。

「こんなにモテて何が不満なんだよ」

「顔だけでモテたって嬉うれしくなんかねぇよ」

　俺の言葉に有沢は一いつ拍ぱく遅おくれてから「言っておくけど、俺は違ちがうからな」と言った。

　思わず振ふり返る。一列ごとに階段のように段差がついたすり鉢ばち状の教室だから、身長差も相あい俟まって俺は有沢を見上げる格好になった。

「噂通りなんて癪しやくだけど、確かにあのまんまだよ」

「噂？」

　そう言えばバスの中の男達も噂だなんだと口にしていた。

「どういう噂だ」

「……言うかよ」

「言え」

　睨にらみ付けると、有沢の顔が赤くなる。

「……たくなるって、やつ」

「聞こえねぇよ。何だって？」

「だから、瀬上幸に睨まれると抱だかれたくなるってやつ。そういう噂だよ」

　瀬上幸に睨まれると、抱かれたくなる……？

「はあ!?　俺そっちかよ！」

　思わず、驚おどろきすぎて大声を出す。

　顔が女性的だからてっきり、俺はやられる側なんだと思ってたけどもしかして後こう輩はいのあれや、先輩のあれは逆だったのか。っていうか、そんな話が噂になるって俺はどんな目で見られてたんだよ！　まさかそれも俺の伝説に加わってるんじゃねぇだろうな。

「声、でけーよ」

　普ふ段だん伊勢谷以外には大声を出すことがないので、有沢は驚いたようにびくりと肩かたを揺ゆらすと、次いで顔を真っ赤に染めて俺を睨む。

「いや、だって驚くなっていうのが無理だろ……」

　なんだよ、そっちかよ。いや、別にそっちが良いっていうわけでもないけど、なんだか不思議な気分だ。本物リアルゲイは体格で立場が決まる訳じゃないっていうのは本当の話なのか。

　一人で感かん慨がいにひたっていると、鋭するどい視線を横顔に感じた。

　前を振り返ると、鷲尾がは虫類のような目で俺を見ている。

　やっちまった、と思っていると案の定鷲尾が獲え物ものを見つけたとでも言うように、わざと優しげな表情で「そこの君」と俺を呼ぶ。

「授業中に余所よそ見みをするのは余よ裕ゆうの裏返しだろう。さぞ免めん疫えき学に自信があるらしいね」

　その言葉に周囲から「あ～あ」という諦あきらめの雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　毎回恒こう例れいの学生いじめだ。何かと難なん癖くせを付けては難題を出して、解けなかったら全員に膨ぼう大だいな量のレポートが課せられる。といっても今回は明らかに俺が悪い。

　もう無む駄だだと分かっていても「すみませんでした」と謝るが、鷲尾准教授はその謝罪を受け付けずにチョークを置くと、教きよう壇だんに置いてある水を一口飲んだ。

　恐おそらく先日変態呼ばわりしたことを忘れていないのだろう。俺を公にいたぶるチャンスを得て、至極楽しそうな顔をしている。

「ではＤＰ胸きよう腺せん細さい胞ぼうがヘルパーになるかキラーになるか、その運命分化を握にぎっている細胞を答えなさい。君が答えられたら、今回の課題はなしだ。間ま違ちがったら全員にＴ細さい胞ぼうについてのレポートをＡ４で十枚書いて貰もらおう」

　Ａ４十枚、という地じ獄ごくの宣告に方々から不満の声があがる。恐らくこの後に片桐教授の授業でも課題を出されるのだろうと思うと、気分が途と端たんに重くなった。

「参考書を見てもいいぞ。三分あげよう」

　珍めずらしく時間の猶ゆう予よをくれた教授のその言葉に、俺は必死で参考書を捲めくる。

　ＤＰ胸腺細胞自体、今日初めて聞いたのにその運命分化の仕組みなんて知るはずもない。恐らくそれは他の一年も同じだろう。免疫学の辞書とも言うべき参考書の巻末の索さく引いんからＤＰ胸腺細胞を引く。そこには質問の内容に対する答えが書いてあった。

〝分化の原因は未だ不明である〟

　答えのない質問だったのか。相変わらず性格が悪いと思いながらも、参考書を信じて回答しようとしたとき、端はしの方に付ふ箋せんが貼はってあるのに気付く。

　そこには伊勢谷の字で近年発見された分化を決定する転写因子の詳しよう細さいが書かれていた。

　───性格最悪。

　参考書には間ま違ちがった答えが書かれていると知っていたから、わざと三分の猶予をくれたのか。必死に探し当てた答えを俺が口にした瞬しゆん間かん、それが間違っていることを指し摘てきするのは鷲尾にとってさぞ楽しい出来事なのだろう。

「運命分化を決定するのはＴｈ‐ＰＯＫ転写因子です」

　伊勢谷のメモを信用して答える。鷲尾は穏おだやかなにこにこ顔を崩くずして今にも舌打ちしそうなほどに顔を歪ゆがめると、面白くないとばかりにぶっきらぼうな声で「正解だ」と口にした。

　その瞬しゆん間かん、教室中からわっと歓かん声せいがあがる。これで今回の課題は無しだ。

　俺は伊勢谷に参考書を借りたことを感謝した。伊勢谷から借りた本にはほとんど全部の頁ページに付箋やアンダーラインが引いてある。

「昔は真面まじ目めだったのかもな……」

　今では遊び歩いているけど、これを使っていた頃ころは毎日ちゃんと勉強していたのかもしれない。

　ふいに女と歩いていた後ろ姿を思い出して、思わずパキリとシャーペンの芯しんを折る。

「クソっ」

　苛いら立だち紛まぎれに頭をがりがりと搔かいた俺に、背後から呆あきれたように有沢が「また指されるぞ」と言った。鷲尾に視線を向けると、こっちを憎にく々にくしげにじっと見ている。想われる方のマナーが相手の気持ちを真しん摯しに受け止めることなら、想う方のマナーは拒きよ絶ぜつされても恨うらまない事だ。

　俺はその視線を平然と見返してやる。教育者という立場を利用して俺に嫌いやがらせをしようとしている鷲尾なんかに媚こびてやる気は毛頭無かった。

　授業が終わって教室を出ると、待ちかまえていたように女連中が「瀬上君、一いつ緒しよに学食行こうよ」と近づいてくる。

「映画館の近くに美味おいしいランチのお店みつけたの」

「もし瀬上君さえ良ければ今日授業が終わってから私がよく行く美容院に行かない？　予約取りにくいところだけど、瀬上君のためだから私がなんとかするよ」

「そうそう、勿もつ体たいないよね。近くのショップで服もみてあげるよ」

　勝手なことを言って腕うでにまとわりついてきた女子に、古い輪ゴムのように脆もろい俺の忍にん耐たい力がぶちりとキレそうになる時に「瀬上」と肩かたを摑つかまれる。

「この間のレポート内容について、話がある。私の研究室まで来なさい」

　命令口調でそう言った鷲尾は俺を見下ろしながら拒きよ絶ぜつを許さないように肩を摑み、研究棟とうの方に俺を促うながす。

「放して頂けますか？　鷲尾准教授」

　人ひと気けの余りない廊ろう下かまで来てからそう言うと、鷲わし尾おは俺の肩から手を放す。

「話はレポートの内容ではなくて、この間のことでしょう？　ご安心下さい。教授が二度と血迷わないかぎりは、俺の胸の中にだけ秘めておきますよ」

　鷲尾はその言葉に片眉まゆを上げると「猫ねこを被かぶった君にまんまと騙だまされたよ。自分から誘さそっておきながら酷ひどい言い様だな」と口にする。

「誘った？　俺が？　加害者のくせに図々しい言いがかりは止めて貰もらえますか？」

　鷲尾の部屋の前で立ち止まって言い捨てると、鷲尾は怒いかりに顔を染めながらも無理矢理口元に笑みを乗せる。

「後うしろ盾だてのない学生一人、放校するぐらい私にはわけないんだぞ。素直に私に従った方がいいと思うがね」

「今度は権力かよ。最低のクソ野や郎ろうだな」

「っ……よく、考えて物を言え。私に従うか、それとも……」

　鷲尾が俺に詰つめ寄よって来た時、よく知っている声が俺の名前を呼んだ。

「幸！」

　一週間ぶりに聞くその声に、弾はじかれたようにそちらを見ると、やはりそこには伊勢谷がいた。今日は白衣ではなく普ふ通つうの格好をしている。

「よくものこのこと」

　俺の体にめちゃくちゃにした後、一週間近く謝罪も無しで行方ゆくえをくらましていた伊勢谷に怒りがこみ上げる。俺の感情がどうという問題はこの際無視するとして、伊勢谷の行動に社会的制裁を下す代わりに、鉄てつ拳けん制裁をお見み舞まいしたい。とりあえず一発殴なぐって、話はそれからだ。

　物ぶつ騒そうなことを考えている俺に構わずに、伊勢谷は俺の方に近づいてくると鷲尾を見下ろす。

　嫌いやな場面を伊勢谷に見られている鷲尾は、その視線にたじろぐ。

　伊勢谷はしかし、鷲尾には何も言わずに「何してるんだ？　片桐教授との約束の時間を過ぎてるだろう」と俺の腕うでを取る。

　片桐、という名前に鷲尾がぴくりと反応する。同じ大学で教きよう鞭べんを執とっていても鷲尾と片桐教授では医学界での扱あつかいに天と地ほどの差がある。

　鷲尾はもともと伊勢谷が苦手なのか、舌打ちを一つすると無言で自分の研究室に入った。

「てめぇ、よく平然と俺の前に顔出せたな」

　伊勢谷に引っ張られながら、鷲尾の部屋から離はなれた場所にある片桐教授の研究室まで連れて行かれる。当然、さきほど伊勢谷が言っていた「片桐教授との約束」なんてしていない。

　だからなんでわざわざそっちに連れて行かれるのか分からなかったが、とりあえず俺も鷲尾の部屋からは離れたかったので大人おとなしく従う。

「今度鷲尾に何かされそうになったら〝片桐教授に相談します〟って言え」

「あ？」

「俺もそうやって逃のがれたからな」

「はぁ!?」

　あの男は伊勢谷まで狙ねらっていたのか。

　まさか伊勢谷を抱だこうとしたわけじゃないだろう。ということは、伊勢谷に抱かれようとしたのだろうか。いや、もしかしたら俺の場合もそうなのかもしれない。だって有沢は俺を抱こうとしていたわけじゃなく、俺に抱かれようとしていたわけだし。

「気持ち悪ぃ」

　心の底からそう口にした。

　伊勢谷は片桐教授の部屋の前で立ち止まると、ノックをして返答を得てからそのドアを開ける。丁度、入り口付近に片桐教授が立っていた。その傍かたわらには、あの日伊勢谷と歩いていた女もいる。もしかしてうちの大学の学生なのかと思ったが、着ているのがセーラー服だったのですぐにそれはないと思い直す。男の次は女子高生だなんて、随ずい分ぶん良い趣しゆ味みだ。

　その相手を俺に会わせてどうしようというのか、疑問に思いながらも無む邪じや気きに笑うその子の前では伊勢谷を殴ることも詰なじることも出来ずに、俺は拳こぶしを固めるに留まった。

「悪いんだけど、こいつを近くのバス停まで送っていってくれ」

「は？」

「俺は片桐教授ともう少し話があるから、先に帰れるか？」

　俺の返答は無視して、伊勢谷が優しい口調で女子高生に話しかけると彼女は頷うなずいて「大だい丈じよう夫ぶ。案内が無くても場所さえ教えて頂ければ、自分で帰れますから」と答える。

「そういう意味じゃない。お前みたいなのがうろついてると馬ば鹿かな男が寄ってくるから一人では帰せないんだ。幸はこれでも普ふ通つうの男よりは強いから送ってもらえ」

　これでもは余計だろ。それよりもその普ふ段だんと変わらなさすぎる態度はなんだよ。まるで、俺を抱いたことなんて忘れてしまったかのように、いつも通りだ。

　伊勢谷の言葉に女子高生はうっすら顔を赤らめて「そんなにモテないですよ」と可愛かわいらしく言って、上うわ目め遣づかいに伊勢谷を見上げる。

　───可愛いじゃねぇか。

　他人の俺がそう思うんだから、彼女といい仲の伊勢谷だったら余計だろう。

「悪いな、幸」

　おい、これよりもっと謝るべきことがあるだろ。

　そう思ったが「すみません、お願いしていいですか？」と女子高生に笑顔でお願いされると、反論も出来ない。

「私は君なんかよりも、彼女と話がしたいがな」

　耄もう碌ろくしてるくせにそんなことを言い出した片桐教授を宥なだめて、伊勢谷はドアを閉める。

　相変わらず狡ずるい男だと思いながら、彼女と連れだって構内を歩いた。外に連れ出す間にちらちらと男連中の視線が向けられる。女子高生がオープンキャンパスでもないのに学校にいる理由を問うような視線と、彼女の可愛らしい顔に惹ひき付けられるような視線だ。

　そう言えば一体どうして、彼女は片桐教授の研究室にいたんだろうか。まさかつきあっている彼女をわざわざ教授に紹しよう介かいするために連れてきたわけではなだろう。それとも、彼女は来年度の入学希望者で、今の内から片桐教授の心証を良くしようとつれてきたのか。

「あの、清伸さんと一いつ緒しよのアパートに住んでる方ですよね。清伸さんて、お家うちでもよく料理をされるんですか？」

「さぁ。あいつは毎日ふらついてて、ろくに帰ってこねぇから。あんまり料理している姿を見たことがないけど」

「そうなんですか？　じゃあ清伸さんのお料理を食べたことがないんですか？」

「マヨネーズ入りのみそ汁しるなら飲んだ」

　俺のその台詞せりふに、女子高生は強く頷いた。

「あれはひどいですよね。清伸さんは本気で美味おいしいって思って勧すすめてくれるんでしょうけど、私もあれは無理でした」

「あれはからかってるだけだろ？」

「そんなことありませんよ。清伸さんはよく飲んでましたから」

　味を思い出したのか、女子高生は口元を少し歪ゆがませる。

「でも、清伸さんのお料理ってそれ以外はとっても美味しいんですよ」

　にっこりと微笑ほほえんだ女子高生に、まるで自じ慢まん話をされているような気になる。

　そんなのは俺の被ひ害がい妄もう想そうだと分かっているが、無理して表情を取り繕つくろわなきゃならなかった。

　俺だってみそ汁以外の料理も知っていると言いかけ、まるで彼女と張り合っているような自分に気が付いて、結局話題を逸そらした。当たり障りのない会話をしていると、ふいに女子高生は「でも、医学部の方って普通の大学生よりも忙いそがしいんですよね」と口にする。

「俺達一年は基き礎そ講義ばっかだから普通の大学生とあんまり変わらないけど、伊勢谷は五年だから実習で忙しいと思うよ」

「そうですよね。それなのに実習が終わってから一週間付き合わせてしまって大だい丈じよう夫ぶだったんでしょうか」

「え？」

　女子高生は目を伏ふせて、後こう悔かいするように肩かたを落とした。

「私の都合で清伸さんのこと振ふり回してしまって。これで清伸さんの学業に影えい響きようが出たらと思うと申し訳なくて」

「伊勢谷が帰ってこなかったのは……」

　考えずにそう言いかけて慌あわてて止める。

　この女子高生と楽しんでいたんだろう。今いま更さらそのことを確認してどうするんだ。

「私が清伸さんに甘あまえてばかりなのが悪いんです。清伸さんはいつも自分のことを後回しにするから、私がしっかりしなくちゃならないのに」

　女子高生はそう言うと、目の前に見えたバス停に気付いて立ち止まる。

「わざわざ送って頂いてありがとうございました」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、女子高生はちょうど来たバスに乗って行ってしまった。

　それをぼんやりと見送りながら、一週間俺が伊勢谷のせいで頭がぐちゃぐちゃになっている間、あいつはあの子と楽しく過ごしていたのかと思ったら、腹が立つよりも悲しくなった。

「そりゃ、あっちの子の方がいいよな」

　思わずそう口にして自分で凹へこんだ。

　安原から乗のり換かえるのが早すぎるとも思ったが、もしかしたら同時進行だったのかもしれない。毎晩遊び歩いているあの男ならあり得る。

「なんだよ、それならなんで……」

　昼食も取る気にならずに、女子高生がバスに乗り込んだ姿を確認してから近くにあったベンチに座る。色づいた葉がはらはらと落ちてきた。十一月に入って寒い風が吹ふくようになった。高校まで俺が住んでいたところでは、十一月の半ばを過ぎれば毎年初雪が降っていた。こっちではどうなんだろうか。ベンチの上の枯かれた葉っぱを取って、裏返す。まるで血管の様な葉脈を日差しに透すかそうとして上を向く。俯うつむいてると泣きそうだから、そうしたわけじゃない。

　だけど結局チャイムが鳴るまで上を向いていた。鬱うつ々うつとしながら受講した午後の授業が終わって、再び女に取り囲まれたところで俺を待っていたらしい伊勢谷に会った。

「さっきは悪かったな、飯奢おごってやるよ」

　二度目の救出だったが、感謝する気も起きなければ、何か言ってやる気にもなれなかった。

「なんだよ、大人しいな。顔を合わせたら殴なぐられると思ってたのに」

　伊勢谷に従って歩きながら、何て言おうか言葉を探す。今度は上を向く理由がないから、じわりと染みそうになる涙なみだを堪こらえるために、殊こと更さら俺もいつも通り振ふる舞まおうとした。

「頭の中じゃ百回は殺してる」

「それは怖こわいな」

　本当に怖がっているのか疑わしい声音にますますやる気が萎なえる。

　こいつにとって俺は所しよ詮せんこの程度なんだろう。どうせ大したこと無いって思っているんだ。

　俺なんか伊勢谷にとってストレス発散の道具で、オモチャなんだろう。

「ふざけんな」

　思わず口にした言葉に、伊勢谷が「外に出たら」と先ほどとは違ちがう声音で言った。

「俺のこと好きなだけ殴っていい。それこそ、ぶっ殺したっていい」

「……なに、先せん輩ぱい実はマゾだったの？」

「それでお前の気が済むんなら、それでいい」

　やけに冷静な声で悟さとったように口にする。何を勝手に許されようとしてるんだ。

「済むわけねぇだろ。こっちはトラウマもんのことされてんだよ。男の子の大切な何かを失ってんだよ。どいつもこいつも気持ち悪いんだよ。なんだよ、俺はホモにとってのマタタビか」

　泣きたい気持ちを誤ご魔ま化かすように、いつもの調子で伊勢谷を責める。俺が抱かれる前の、伊勢谷と何でも言いたいことを言い合っていた時のように。

　───ここで泣いたら、絶対に駄だ目めだ。そんなの、俺自身が許せない。

「そうだな、気持ち悪いよな」

　伊勢谷が少し、悲しそうな顔をする。その顔を見て、俺は何も言えなくなる。

　やっぱり、この男は狡い。

　校舎を出て、駐ちゆう車しや場に向かうその後ろ姿を追いかけながら、逃にげたいような気持ちと闘たたかう。

　俺は何も悪くないんだから堂々としていればいいのに、伊勢谷の側にいると逃げ出したくなる。切せつ羽ぱ詰つまって泣き出しそうな、声を上げて逃げたくなるような気分にさせられる。

「乗れよ」

　伊勢谷が車の鍵かぎを開けて運転席に乗り込む。伊勢谷はあの子にしたように、俺のためにドアを開けない。それはそうだ。俺は女じゃないから当たり前だ。

　だけど、女じゃないと分かっているなら、あんな風に組くみ敷しくな。

　好きでもない相手の名前を、あんなに切なく呼ぶな。

「どこか、落ち着いて話のできるところに行こう」

　伊勢谷がそう言うから「海」と答えた。

「海？」

「あんたを運転席に縛しばり付けて、車ごと海に沈しずめる」

　俺の言葉に「名案だな」と伊勢谷が答えるから、なんだか全部馬ば鹿からしくなった。

「もういい。こんなの茶番だ」

　俺がそう口にして車を降りようとすると、伊勢谷が俺の手を摑つかむ。しかし摑んだのが右手と分かると、伊勢谷が慌あわてて手を放した。もう痛まない右手をまだ心配しているのだ。

　俺は放された手を、思わず握にぎりしめる。その拳こぶしの上を優しく伊勢谷の手が包み込む。

　睨にらみ付ける目が揺ゆらぐ。知らず知らず伊勢谷に怯おびえている。

　体が震ふるえるのが自分でも分かった。本当にトラウマになってるのか、と自分でも少し驚おどろいた。

　さっき鷲尾の前で肩かたに触ふれられた時はなんでもなかったのに、密室で伊勢谷と二人きりになった途と端たん、まるで小さい頃ころのように怖こわがっている。

「謝っても許して貰もらえないのは分かってる」

「何がだよ。あの夜に俺にしたことかよ」

　声が震えた。その反応がおかしいと思うのに、笑えない。

「幸、何もしないから怖がるな」

「怖がってなんか…」

「好きなだけ殴って良い。何もしないから……そんな風に怯えるな」

　勝手なこと言うな、怖がってなんかいない。誰がお前なんかにびびるかよ。

「ごめんな、好きなんだ。この手は放してやれない」

　ふざけんな、その言葉で全部帳消しになるとでも思ってんのか。

　安原が好きなくせに、さっきの女子高生が好きなくせに、それで俺のことを騙だまして丸く収まるとでも思っているのか。俺はそんな甘あまい相手じゃない。ふざけんな、ちくしょう。お前の魂こん胆たんなんか、全部知ってるんだ。

　思わず涙が出てきて、見られたくなくて腕うでで覆おおう。

　いきなり泣き出した俺を、伊勢谷はただ見ていた。その視線に晒さらされるのが嫌いやで、また泣けてくる。好きだなんて、伊勢谷の方が辛つらいような声で言う。そういうのは狡ずるい。必死で気付かないようにしていた気持ちが、形を取ってしまいそうになる。好きなんかじゃない。俺は伊勢谷のことなんか、好きじゃない。

「幸」

　名前を呼ぶな。本当に好きだというなら、なんで抱だく前に言わなかったんだ。

　ただの八つ当たりか性欲処理だったくせに、誤ご魔ま化かすために「好き」なんて言葉を使うな。

「お前のことが好きなんだ」

「ふざけんな。本気で百回ぐらい死んで来いよ、先輩」

　顔を上げると苦しそうな顔をした伊勢谷と目が合う。いつも飄ひよう々ひようとしたところを崩くずさない男のそんな表情に、余計に涙がじわりと盛り上がる。

　殴ってやりたいと思う。だけど、握った拳には力が入らない。

　伊勢谷の顔を見ていたら、都合の良い噓うそを信じたくなる。何か、熱い衝しよう動どうに突つき動かされて、伊勢谷に触ふれたくなって、それを誤魔化すように俺は伊勢谷から視線を逸そらした。

「……忘れてやる。だから、先輩も俺を好きだなんて二度と言うな」

　吐はき捨すてるように呟つぶやいた自分の言葉に、何故なぜだかひどく胸が痛む。

　好きだなんて噓なんだろう、本当はそう詰なじってやりたかった。だけど、怖くて出来なかった。

　噓だと言われたら、今度こそ涙が止まらなくなりそうだったんだ。










　俺と伊勢谷は前と同じ関係に戻もどった。

　もともとあまりアパートにいなかった伊勢谷とは、前以上に会う機会はなくなった。

　それでも会えばいつも通りの態度で接する。軽口を叩たたいて、からかわれて怒おこって、やりこめられる。俺さえ普ふ段だん通りに振ふる舞まえば、前と何にも変わらない。

「それにあいつはどうせ、あと一年で卒業するし、このアパートも来年の四月には取とり壊こわされる」

　そうしたらもう会うこともないだろうと思った。でもそのほうが良い。あいつが側にいると、錯さく乱らんした感情を口にしてしまいそうで怖い。

　伊勢谷には二度と言うなと言った言葉を、本当は自分が言いたいなんて馬鹿げた話だ。

　そんな風に伊勢谷との関係を不安定に繕つくろったままの十一月も半ばを過ぎた頃ころ、交通整理のバイト帰りに夜道であの女子高生をみかけた。

　車くるま椅い子すを押しているが、車輪が側そつ溝こうに嵌はまったのか一人で押し上げようとして苦戦している。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　近寄って声をかけると、彼女は俺を見てほっとしたように「あ、清伸さんのお友達の方ですよね」と言った。

「手伝うよ」

「ありがとうございます」

　そう答えた女子高生の代わりに、力を入れて車椅子を押し出した。ガタン、と音を立てて車輪が側溝から抜ぬけ出すと、車椅子に座っていた老人が「すみません、助かります」と答える。

　押し出してみると車椅子は思ったよりも重い。ショッピングカート程度の重さしかないのかと思っていた。

　女子高生は道路の上に置いてあった段ボールを老人の膝ひざの上に載のせて、再び車椅子を転がしたが、段差にぶつかった途と端たん老人の手から段ボールが落ちた。ガシャン、と音を立てて段ボールの中からマネキンの足のようなものが道路に飛び出す。通行人がちらりとそれに視線を向けた。俺は中身を拾って元通り段ボールの中に入れた後で、腕うでに抱かかえる。

「あの…」

「俺が持つ」

「でも……、悪いです」

「いいよ。どこまで？」

「……ありがとうございます。あのビルの三階なんです」

　女子高生が指を差したのは、次の交差点を過ぎた辺りにある古びたビルだった。先導されるままに女子高生に付いて行き、ビルに入る。狭せまいエレベータには三人乗るのがやっとだった。

　三階で女子高生が降りると、俺もその後を追う。ビルの中では若い女が忙いそがしそうに電話応対に追われていた。派手な格好はどこかで見たことがあると思ったら、何度か伊勢谷を迎むかえにアパートまで来ていた女だった。

「わざわざありがとうございます。今お茶持ってきますね」

「いや……」

　いいのに、という前に彼女は奥おくの方に走っていく。

　待つ間、手持ちぶさたなので周りを見回した。部屋の中は雑多に物が溢あふれていた。一体何をやっているところなのだろうと思い、好こう奇き心で積み上げられた段ボールの中身を覗のぞいてみる。

　入っていたのは先ほど拾った物と同じで、中古の義足や義手だった。

　ふいに壁かべにかけられたコルクボードに飾かざってある写真が目に付いた。

「伊勢谷……？」

　真っ黒に日焼けした顔で似たような肌はだの色をした子供達と笑っている。俺が知る伊勢谷よりも若いし、まるで子供のように屈くつ託たくがない。

「それ、六年前の写真なんですよ」

　車椅子の老人が答える。

「カンボジアに行った時のやつです。あの時は確か清伸くんのご両親も同行したんですよね」

「伊勢谷の親、ですか……？」

　前に一度何をしているのかと聞いたときに「世界中で夫婦一いつ緒しよにふらふらしてる」と答えた。そのときは伊勢谷がふらふらしているのは親に似たのかと思っていた。

「父親は義ぎ肢し装具士で、母親は医者です。世界中の地じ雷らい原を回って現地の医者や民間団体に義足の作り方を教えたり、無料で義足を提供したりしているんですよ」

「私の足は清伸さんのパパさんが作ったんですよ」

　奥から出てきた女子高生は盆ぼんをカウンターにおくと、俺に湯飲みを渡わたす。中に入っているのは柔やわらかな色をした緑茶だった。老人もそれを受け取り、一口飲んでほっと息をついた。

「義足、なのか？」

　俺はその告白に驚おどろいて、お茶の礼を言うのも忘れて彼女の足を見る。色の濃こいストッキングを穿はいているから、どちらが義足なのか一見では分からないが、じっと見れば片方の足は本物の足と質感がどことなく違ちがう。

「小さい頃ころに病気で……。あ、こっちの写真がパパさんとママさんですよ」

　女子高生は別のコルクボードの方を指さした。そこには真っ黒な顔に麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶり、子供達に懐なつかれている夫婦の姿があった。

「すみません、お名前伺うかがってなかったですよね？」

　写真に見入っていると、不意に老人に尋たずねられる。

「瀬上幸です。伊勢谷先せん輩ぱいとは同じアパートです」

「あなたが幸さんですか。彼からよく話を聞いています」

　なんて聞いているのか知らないが、どうせおもしろおかしく言っているんだろう。

「確か清伸くんと同じ医学部でしたよね？　すごいですね。お医者さんになるんですか」

　まるでそれだけで俺が人格者だというような尊敬の眼差しで見つめられて、医者という職業に理想も夢も抱いだいていない自分が恥はずかしくなった。高こう尚しような信念を持って医者になろうとしているわけじゃないから、騙だましているようで罪悪感が湧わく。

　話題を逸らすために「ここって、ボランティア団体か何かなんですか？」と尋ねる。

　すると、女子高生がカウンターの上に置いてあるパンフレットを俺に一部差し出した。

　そこにはＮＧＯ団体〝千里への一歩〟と書かれている。

「ＮＰＯ団体の〝はじめの一歩〟と連れん携けいして、使用していない義手や義足を集めて修復してから、国内外に寄付しているんです。清伸さんは中学時代からうちの重要なスタッフなんです」

「意外だな」

　思わずそう呟つぶやいた。伊勢谷がそんなことをしていたなんて予想外だ。あの男にボランティア精神があるとは思えないが、彼女が俺に噓うそをつくとも思えない。

「この前大学に伺ったのも、実は義足を集めるためなんです。この間まで色々な大学のボランティアサークルと協力して義足を集めるプロジェクトを行ってたんですが、プロジェクトリーダーの私が不ふ甲が斐いないので、結局忙いそがしい清伸さんが動くことになってしまったんです」

　女子高生は雑談の最さ中なかも段ボールの中の義足を漁あさり、メジャーで測った数字を書き込んだタグを貼はり付ける。

「うちの大学に来たのは義足を集めるため……？」

「はい。片桐教授という方にお話しさせて頂いて、知り合いの先生の病院にポスターを貼って頂けることになったんです。清伸さんから怖こわい先生だって伺っていたんですが、すごくお優しくて穏おだやかな良い方でした」

　微笑ほほえむ女子高生に、片桐教授はそんな菩ぼ薩さつみたいな人ひと柄がらじゃないと言おうとして止めておく。

　片桐教授曰いわく〝下着同然の姿で飲食をしながら講義を聴きくメス猿ざる〟のごとき女子大生を見慣れていれば、楚そ々そとしたこの女子高生にならいくらでも優しくなれるだろう。

「うまくいくといいね」

「はい」

　お茶の礼を言って帰ろうとすると、改めて礼を言われた。礼れい儀ぎ正ただしいな、と思いながらも背を向けると老人に「待ってください」と呼び止められる。

「申し訳ないんですが、これを清伸くんに渡して貰もらえませんか？」

　老人が差し出したのは有名なデパートの名前が入った紙バッグだった。よく見るとその中には手紙がたくさん詰つめ込まれている。

「今年の夏にアフガニスタンの医師に義足を贈ったんですよ。そのお礼の手紙が入ってるんですが、一番尽じん力りよくしたのは清伸くんですから、彼に先に読んで欲しいんです」

　老人の言葉に後ろから女子高生が「本音は私達がダリー語読めないからなんですけどね」とくすくす笑う。老人もそれに照れたように笑った。

「でも、俺もしばらく会ってないんです」

「そうなんですか？」

「先輩とは大学では滅めつ多たに会わないし、アパートにも帰ってないみたいだから」

　そうは言ったものの、老人の願いを無む下げに断ることも出来ずに「ドアの前に置いておくぐらいならできますが」と妥だ協きよう案を出した。

　すると、老人はにこにこと微笑ほほえんで「それで結構です。よろしくお願いします」とまた頭を下げる。俺は老人から紙バッグを受け取ると、今度こそ二人に別れを告げてエレベータに乗り込んだ。そのまま疲つかれた足を引きずるように電車に乗って長かった一日を振ふり返る。

　久しぶりの交通整理のバイトで体中が怠だるかった。学業を優先するためにテスト期間は長期で休みたいから、こういう不定期の仕事になってしまうのだ。それでも日給一万以上貰えるバイトは、学生の多くがやっている塾じゆく講師や家庭教師よりも割が良い。

　医者になればこんなのはした金になるんだろうか。だけど世の中には儲もうかる医者と儲からない医者がいる。雇やとわれ医者や学者ではいつまでも儲からないだろう。

「伊勢谷の親はボランティアで世界中を回ってるのか」

　俺は女子高生に渡されたまま、無意識にバッグに入れていたパンフレットを開く。そこには地雷で足を失った子供の写真と、年間どれだけの人が地雷のせいで被ひ害がいを被こうむっているかということが綴つづられていた。そのパンフレットの最後の頁ページには伊勢谷の両親を紹しよう介かいする記事も載のっている。

「儲からないよな、きっと」

　ボランティアじゃないにしても、きっとこういう医者は儲からないんだろう。

　だけどそもそも儲かる儲からないという考え自体が駄だ目めなのかもしれない。

　紙バッグに目を向けて、開いた口から見える手紙の数々に手を伸のばす。

　明らかに子供の筆ひつ跡せきと分かるものから大人おとなのものまであった。どれも見慣れない言語だったが、中には英語のものもある。読んでみたくなったが、他人の手紙の中身をのぞき見するような趣しゆ味みはないから、宛あて名な書がきを見ただけで元に戻もどす。

　思えば俺は手紙を貰うほど、誰かに感謝されたことがない。

「ちゃんとしてるんだな」

　遊んでるように見えて、裏でこんなことをしているなんて反則だ。

　悪人の善行効果で、伊勢谷のことがすごく良い奴やつに思えてしまう。

　そんなこと気付きたくもないのに、振ふり返ってみればいつも伊勢谷に助けられていた自分を自覚してしまう。それはすごく些さ細さいなことの積み重ねだ。自分がまだ使っている参考書を捨てるのが面めん倒どうだからと俺に押しつけたり、大学からアパートまで送そう迎げいしてくれたり。

「わかりにくいんだよ……」

　違ちがうな、わかりにくくしてくれたんだ。素直じゃない俺が受け取りやすいように、あいつはきっとそんな風にしてくれたんだ。そんな風にずっと、甘あまやかしてくれていたんだ。

　伊勢谷の優しさは押しつけがましくないせいで、それが優しさだと気付きにくい。

　───初めから、告白してくれれば良かったんだ。そしたら、俺だって……。

　いや、最初から告白してくれたとしても俺は信じなかっただろう。信じたとしても、女みたいに見られることに嫌けん悪お感があったから、きっと拒きよ絶ぜつしていた。

「俺だって、なんだよ」

　まだ錯さく乱らんしているのか。無理矢理犯されたのに、好きだなんてどうかしてる。伊勢谷が俺のことを本当は好きじゃないって知ってるのに、何故なぜ自分から騙だまされようとしてるんだ。

　あいつが俺を好きだなんて噓うそだってちゃんと分かってる。だからあの日伊勢谷を拒絶したことは後こう悔かいしていない。だけどこれからどうするべきなのかわからない。

　何事もなかったようにあいつが大学を卒業するのを待つべきなのか。それとも、自分のこの錯さく乱らんした気持ちを伝えるべきなのか。正しいのはきっと前者だ。そしたら俺は今まで通りの瀬上幸でいられる。だけど俺は正解を選びたいんだろうか。

「どうしたいんだよ、俺は」

　額に手を当てて考えるのを放ほう棄きするように目を閉じる。

　だけど考えてしまう。考えても答えなんて出ないのに何度も何度も同じ場所をぐるぐる回ってる。伊勢谷に会いたいのか会いたくないのかすらもはっきりしない。

「らしくねぇ……」

　どうしていいか分からない。苦しくて、どうにかなりそうだ。
















　憂ゆう鬱うつな気持ちのままでアパートに帰ると安原が夕食を作っていた。

「いい匂においだな」

　そう声を掛かけると「今日はトンカツだよ」と返ってくる。

　衣がじゅわっと音を立てて、油の中に浮うかぶ。バイト代が入ったとはいえ、連日卵かけご飯の食生活を送っている俺には目の毒だ。

　一人分にしては量が多い食材を見て、今日も伊勢谷の分まで作っているんだろうと気付く。

「なぁ……やっぱりお前らつきあってるのか？」

　俺の言葉に安原が驚おどろいた顔で振ふり返る。

「え？」

「だって普ふ通つうは、いくら先せん輩ぱいだからって作らねぇだろ」

　他に彼氏がいるとは聞いたが、伊勢谷にも気があるとしか思えない。

「夕食のこと？」

「ああ」

　安原は複雑な顔で頷うなずいた俺にくすりと笑うと「俺と伊勢谷先輩って、ありえないなぁ」と口にする。

「なんで？　あいつこの間お前のことすげぇ心配してたじゃん」

　安原が襲おそわれた日、アパートに着いた途と端たんに二人して安原の部屋に籠こもった。

　それに元から親しそうだった。

「………幸くん、もしかして嫉しつ妬としてるの？」

　安原は戸と惑まどうように俺にそう聞いてくる。

「は？　んなわけねぇだろ、気持ち悪ぃな」

　思わずそう返すが、頰ほおが赤くなった。こんな反応しちゃ駄だ目めだと思うほど、顔は熱くなる。

　安原はそんな俺をじっと見つめてから「かわいい」とぽつりと呟つぶやく。

　途と端たんにかっと頭に血が上って反射的に睨にらみ付けると、安原は慌あわてて「あのね、これは別につきあってるとか、そういうんじゃなくてバイトなんだよ」と答えた。

「どういう意味だよ」

「だから、伊勢谷先輩の食事を作るっていうバイト。ちゃんとお金貰ってるから別に善意でやってるわけでも、好意でやってるわけでもないんだよ」

「……そうなのか？」

「そう！」

　断言するように力強く安原が頷く。

　だけどそれにしては仲が良い。まだ疑うような目をした俺を見て、安原が困ったように頭を搔かいた。

「心配してくれたのは確かにそうだけど、あれは全面的に伊勢谷先輩が悪いからさ」

「どういう意味だよ？」

「俺が襲われたのは伊勢谷先輩の友達だからだよ」

「は？」

「先輩は味方も多いけど敵も多い人なんだよ」

　俺は安原の訳のわからない返答に眉まゆ根ねを寄せながらも、冷蔵庫のなかからパンの耳を取り出す。最近米ばかり食べていたから、そろそろパン耳も食べないと月末の食生活が危ぶまれる。もし俺が女だったら、貧びん乏ぼうでももっとバリエーション豊かな食生活が送れたんだろうか。

「あ、幸くん。夕食待って」

「あ？」

　オーブントースターを開けようとしていた俺を安原が止める。

　それから携けい帯たい電でん話わを取り出して伊勢谷に電話をかけた。食事が出来た事を安原が告げた後、伊勢谷からの返答に安原は「わかりました。また帰れないんですね」と言ってから電話を切る。

　携けい帯たい電でん話わを仕舞った安原は俺を振り返ると「伊勢谷先輩帰れないみたいだから、またこれ食べてくれる？」と揚あげたてのトンカツを安原は見た。

「どういうことだよ」

　電話する前からまるで伊勢谷の返答を知っていたみたいだ。

「俺が先輩に料理を作って、先輩が俺の料理を食べたことなんて一度だけなんだよ？」

「え？」

「いつも用事があって帰ってこれない時に俺に作らせるんだよ」

　俺はその言葉にそういえばそうかもしれないと過去の記き憶おくを探る。考えてみれば月に何度かは必ずと言って良いほど俺は安原の食事にありついていた。安原に飯を作らせて平気な顔をして帰ってこない伊勢谷を最低だと思いながらも、正直有り難かった。

「なんでだと思う？」

「なんでって……」

　お前の気持ちを弄もてあそんでいるとか？　違ちがうな。好きな子相手にそんなことはしないだろう。

　じゃあ、一体なんでだ？

「幸くんの食生活を心配してるからだよ。だけど毎回幸くんのために先輩が用意したら幸くんが気を遣つかうから、いっつも残り物を片づけて貰もらうってことにしてるの」

　俺は何か反論しようとしてできなかった。

「俺も最初はわざとだなんて気付かなかったけど」

　安原は苦笑すると「愛情表現が不器用だよね」と呆ぼう然ぜんとしてる俺に、同意を求めるように首を傾かしげる。

「幸くんも鈍にぶすぎるんだよ。先輩は最初から、ずっと幸くんのこと見てたじゃない」

「……そんなことねぇよ。〝伊勢谷のお気に入り〟はお前のほうだろ。俺よりもお前の方が親しいじゃねぇか」

「親しいっていうか、俺は足のことで相談にのって貰もらったりしてただけだよ。伊勢谷先輩そういうのすごく詳くわしいから」

　それでもまだ信じられない。

　そんな俺の表情を見て、まるで物わかりの悪い子供を前にしたように安原はため息混じりに「信じたいなら信じればいいのに」と言った。

　その言葉に全すべてを見み透すかされたようで、恥はずかしくなる。

「お前に何がわかんだよ」

「男同士だから幸くんが躊躇ためらう理由も分かるけど、早くしないと手て遅おくれになるよ」

「どういう意味だよ？」

「伊勢谷先輩、年内に引っ越こすんだってさ。学校ではもうほとんど会う機会もないだろうし、このままだと会えなくなっちゃうよ」

　安原はみそ汁しるのお椀わんに手を伸のばす。

　伊勢谷が、引っ越すのか？

　思わずしばらくその事実に惚ほうけていた。そのまま黙だまったままで居るのも不自然だと気付いて、慌あわてて言葉を探す。

「せいせいするな」

　虚きよ勢せいを張るような俺の台詞せりふに、安原はもう何も言わなかった。

　それから二人で、テレビを見ながら遅おそい夕食を済ませた。

　だけど折角のトンカツなのに伊勢谷のことばかり考えていたら、ろくに味も分からなかった。










　───いきなりかよ。

　ノートや参考書の入った重いバッグを持ったまま、俺はその場に固まる。

　伊勢谷が引っ越すと昨日聞いたばかりなのに、もう目の前にはその事実が迫せまっていた。

「何してんの、先輩」

　伊勢谷は幌ほろのついた軽トラックに荷物を積み込みながら「引っ越し」と答える。

「……ヤリ逃にげかよ」

　俺の言葉に少し困ったように苦笑する。

「悪い」

「最低だな。先輩みたいな奴やつを好きな連中って、みんな頭がどうかしてるんじゃねぇの？」

　伊勢谷は何か言いかけて、口を閉じた。言いかけた言葉が、俺が二度と言うなと吐はき捨すてた言葉だったらいいと思ったが、会話の流れからしてありえない。

「そうだな」

　飲み込んだ言葉の代わりに、伊勢谷は俺の台詞を肯こう定ていする。それから俺に背を向けて庭に出した荷物を荷台に運び入れる姿を見て、俺は唇くちびるを嚙かんでその横を通り過ぎるとアパートに入る。足音も荒あらく階段を上って、開け放たれた伊勢谷の部屋の前で立ち止まる。

　部屋は空っぽだった。いつも本で埋うめ尽つくされていた部屋の毛け羽ばだった畳たたみが見える。

「いいの？」

　ふいにそう声を掛かけられて振ふり返ると、階段の所に安原が立っていた。

「なにがだよ」

「先輩いなくなっちゃうよ？　もう会えなくなるかもしれないよ」

「別に……いいんじゃねぇの？」

　安原に分かったようなことを聞かれて、苛いら立だちながら自分の部屋に入ってドアを閉める。

　しばらくしてから安原が静かに階段を下りていく音が聞こえた。

　もう会えなくなるかもしれない、と言った安原の言葉が蘇よみがえる。

　でも、今いま更さらどうすればいいのか分からない。俺はあいつを拒きよ絶ぜつした。その俺が、どうしてあいつを引き留められるっていうんだろう。

　行かないでとでも言えばいいのか。それとも、好きだと言えばいいのか。

　行かないでなんて死んでも言えない。好きだなんて言葉はもっと無理だ。

　だけど、会えなくなるのは嫌いやだった。

「っ」

　俺は持っていたバッグを投げ捨てると、入り口の近くに置いてあった紙バッグを持って一階に走った。玄げん関かんで適当にその場にあった靴くつを履はいて外に出る。

　最後の荷物を積み込んで、幌を閉めていた伊勢谷に近づく。

「これ、預かってたんだ」

　差し出した紙バッグとその中身を見て伊勢谷は「ああ、悪いな」と言って受け取り、幌の隙すき間まから中に詰つめ込む。

　そのまま、俺は何を言って良いのか解らずにしばらく伊勢谷の爪つま先さきを見つめた。

「幸？」

　黙だまったまま立ち去りもしない俺に、伊勢谷が不思議そうに声を掛ける。

「………先せん輩ぱいみたいな奴を好きになる連中は、本当に頭がどうかしてる」

　何を言っていいか分からなかった。自分がどうしたいのかもわからなかった。

　引き留めるための言葉は、どうしたって出てこなかった。

「っ」

　だからって背せ伸のびして伊勢谷と唇を合わせた自分を、どうかしていると思いながらも止めようとは思わない。眼鏡めがねがぶつかって、カチャリと音を立てた。

　唇を離はなした後で、呆ぼう然ぜんとしている伊勢谷に「俺が好きなんだろ」と睨にらむように口にした。

「だったら、もっとちゃんと口説けよ。セックスとかそういうんじゃなくて、もっと先にすべきことがあるだろっ。手、放さないって言ったくせに簡単に諦あきらめてんじゃねぇよ」

　顔が赤くなるから俯うつむかなきゃならなかった。眼鏡がずれるから、それを手で押さえる。

　黙だまったままの伊勢谷の反応が怖こわくて、唇を嚙かむ。

　こいつが好きなのは安原や女子高生で、俺を好きだと言ったのは単なる言い訳でしかない。こいつはあの嵐あらしの日の行こう為いを正当化するために俺を好きだと口にしたんだ。そんなの分かっていたはずなのに、さきほどの言動じゃ馬ば鹿か正直に伊勢谷の噓うそを信じたみたいじゃないか。

　そう考えると、腹を括くくったはずなのに恥はずかしくてどうしようもなくなった。

　だからといってこの場を逃にげ出すことも、顔を上げることも出来ない。

　恥ずかしくて怖くて泣きそうになった時、伊勢谷が「いいのかよ」と口にした。

「お前、俺のこと許せるのか？」

「わかんねぇ。でも、俺は……」

　でも、俺は伊勢谷に行ってほしくない。もう、錯さく乱らんでも勘かん違ちがいでもなんでもいい。

　俯いたまま伊勢谷のシャツを摑つかむ。そんな俺の体を包むように伊勢谷の腕うでが背中に回される。

　柔やわらかく抱だきしめられて、どうしていいのか戸と惑まどう。躊躇ためらうように伊勢谷の背中に手を回すと、余計に強く抱きしめられてた。

「好きだ」

　耳元に直に吹ふき込まれる。伊勢谷の声と言葉に鼓こ膜まくどころか心まで震ふるえる。

「絶対に大事にするから、俺と付き合ってください」

　やっぱり、この男は狡ずるい。何が狡いのか、自分でもよく分からないけど狡いと思った。

　だけど俺は頷うなずく以外に何もできずに、伊勢谷の胸に頰ほおを押し当てて「はじめからそう言えよ」と悔くやし紛まぎれに呟つぶやいた。










　空っぽになった伊勢谷の部屋で俺はぼんやりと立ちつくす。

「本当に何もない」

「本で埋まってたから、畳なんてろくに見えなかったのにな」

　確かに部屋は足の踏ふみ場ばもないほど本だらけで、いずれ床ゆかが抜ぬけるのではないかと心配していた。俺や安原の部屋も似たようなものだ。このアパートが壊こわされるのが先か、壊れるのが先かは微び妙みようなところだ。

「戻もどすの大変だな」

「引っ越しはする」

　その返答に驚おどろいて振ふり返る。

「なんでだよ？」

　俺が原因で引っ越すなら、もう引っ越す理由がないじゃないか。

「うちのじいさんが余命を宣告されてて、それで最後に俺と暮らしたいって言ってるんだ。だから、前から引っ越すつもりだったんだ」

「じいさんて、体悪いのか？」

「気き丈じような人だから、悲観的になってるわけじゃないけどな。今は一人暮らしだから、少し寂さびしいんだろうな。長男夫婦は世界中ふらふらしてるし、他の親族とは反りが合わないから俺ぐらいしか一いつ緒しよにいてやる身内がいないんだよ」

　そういえば伊勢谷の両親は世界を飛び回っているんだったな。

「そう言えばどうしてお前が手紙を預かってたんだ？」

「あの子に偶ぐう然ぜん街で会って事務所まで行ったんだよ。先輩がボランティア活動なんてしてると思わなかった。どうして黙だまってたんだよ」

　そしたら夜遊びばかりでろくに勉強していないとか、そんなことを伊勢谷に向かって言わなかった。

「なんか照れくさかったんだよ」

　伊勢谷はそう言うと、俺の頭をぐりぐりと撫なでる。前は不快だったその仕草が、どうしてか今は心地よい。そのまま目を閉じようとして、ふいにあの女子高生の顔が浮うかんだ。

「……あの子、可愛かわいいよな」

　俺がそう言うと伊勢谷は「性格もいいし、頭も良い。装具士になるのが夢だと言って、毎日勉強してるよ」と答える。その目が優しくて、やっぱりあの子のことを少なからず思っているのではないかと邪じや推すいする。

「ああいうの、好きなのか？」

　言いたくなかったのに言ってしまった。一度しゃべり出したら止まらなくなった。

「それとも、安原のほうがいいのか？」

「幸？」

「先輩は、安原のことどう思ってるんだよ」

　ずっと気になっていた。

「俺は、安原の代わりになるつもりはないからな。浮うわ気きも許さないから」

　目を見られなくて俯いた。恥ずかしいことを口にしてる自覚はある。

「安原を好きなのはお前の方だろ」

「はぁ!?　どうしてそうなるんだよ」

　俺がそう言うと伊勢谷が「好きだって言っただろ」と反論する。

「安原のことを好きだと言ったじゃないか。じいさんと暮らすことは決めていたけど、今出ていったらお前が安原とどうにかなる気がして……それで焦あせって、お前に酷ひどいことをした」

　あの嵐あらしの夜の理由を伊勢谷はそう説明した。

「なんで、俺と安原がそんなふうになるって思ったんだよ。安原は……他の奴やつとつきあってるんだろ？」

「お前が迫せまれば安原なんてきっと簡単に落ちるだろ。お前に想われて落ちないやつがいるとは思えないけどな」

「買いかぶりすぎだ」

「高校時代は人気者だったんだろ」

「……見かけだけだ。顔を隠かくせば所しよ詮せん俺に寄ってくるやつなんて一人もいなかった」

　先輩だって知ってるだろ、と図書館での出来事を思い出しながら口にすると、伊勢谷は「それはお前が俯いてちゃんと周りと関わろうとしないからだよ」と言った。

「俺相手の時みたいに突つっかかってくるぐらいが丁度良い。お前は顔以外も充じゆう分ぶん魅み力りよく的だ」

　茶化すでもなくからかうでもなくそう言われて、どうして良いのか分からなくなる。

　頭を撫でていた伊勢谷の手が、するりと頰ほおに滑すべる。

「嫉しつ妬としてくれたのか？」

　そう聞かれて顔に血がのぼる。

「うるせぇ」

　思わず伊勢谷の手を振ふり払はらって顔を押さえる。自分がどんな顔をしてるのか知りたくもないし、知られたくもない。

　これじゃまるで、俺が伊勢谷のことを大好きみたいじゃないか。

「幸」

　愛しげに名前を呼ばれて、恥はずかしくて死にたくなる。こういうのは俺には似合わない。

「俺はお前が好きだ。最初は生意気な一年だと思ったけどな。お前が強いのは知ってるけど、それでも安原を守って怪け我がをしたときは心配で堪たまらなかった」

「噓うそだ、そんなの。俺が鷲尾に押し倒たおされたときだって、全然動じなかったくせに」

「お前が冷静なのに俺だけ焦あせってたら格好悪いだろ」

　伊勢谷はそう言うが信じられない。だっていつだって余よ裕ゆうで俺をからかっているじゃないか。

　すると伊勢谷が疑う俺の手を取って、自分の胸に押しつけた。

　掌てのひらから伝わる鼓こ動どうの速さに、思わずびくりと背筋が震ふるえる。

「今だって緊きん張ちようしてる」

　掌がじんわりと熱くなる。俺だって緊張していないわけじゃなかったが、伊勢谷の鼓動を感じてますます俺の鼓動も速くなる。

　誤ご魔ま化かしようがない心音に、恥ずかしいような嬉うれしいような、おかしな気分で動けなくなる。

　俯いたままの俺の耳に伊勢谷の手が伸のびる。そのまま眼鏡を取り上げられて、顔を上げるとキスをされた。ゆっくりと合わされた唇くちびるが気持ちよくて、思わず目を閉じる。

　何度か角度を変えて合わされた後に、緩ゆるく開いた唇くちびるの中に伊勢谷の舌が入り込む。

「…っ」

　歯の裏側を舐なめられて、舌が吸われる。誘さそわれるままに舌を伸ばすと、伊勢谷の舌がぬるりと側面をなで上げる。

「ふ…ぁ」

　ぞくりとした。

　吐と息いきすら奪うばわれるようなキスを繰くり返す。息苦しくなった俺が伊勢谷の肩かたに手を置くと、伊勢谷はキスをやめて、俺の唇くちびるを親指の腹で拭ぬぐった。

「明日、デートしようか」

　膨ふくらんだ唇をなぞるその指にどきどきしながら、俺は頷うなずく。明日は日曜日だから丁度良い。そんなことをぼんやり考えながら、伊勢谷の優しい指が離れていくのを少し残念に思った。

　明日迎むかえに来るという伊勢谷を玄げん関かん先さきで見送ってから、俺は自分の部屋に戻もどる。

　伊勢谷に触ふれられた体はじんと熱を持っていて、そんな自分に少し戸と惑まどいながらも胸の奥おくが温かい気持ちになる。

「俺、伊勢谷と付き合うのか」

　思わずそう呟つぶやいてから、恥ずかしくて赤くなる。

　迎えに来ると言われたのは朝の十時だった。どこに行くのだろうと考えて、何を着て行けば良いんだと、簞たん笥す代わりの段ボールを開ける。

「いやいやいや、何やってんだよ……俺は」

　前日から明日の服装気にするって何だよ、それ。なんか初デート前日の乙女おとめみたいだろ。

「いや、でも……何着て行けばいいんだ？」

　大した服は持っていない。入学式の時に吊つるしで一万のリクルート用の黒いスーツを買ったが、初デートに就活みたいな格好で来られても困るだろう。しかし、他の服は部屋着に近い。

「今から買いにいくか……。でも、今いま更さらだろ…」

　今までこの格好だったんだから、伊勢谷も俺の服装に期待なんかしないだろう。

「せめて眼鏡は外していくか？　いや、でもなんだかそれってあざといよな……」

　だけど眼鏡を外して前の住人がおいていった手鏡を覗のぞき込む。

　伊勢谷は俺の顔だけが好きなわけじゃないと言った。

　それから、キスをされた。デートの約束をした。思い出しただけで心臓がおかしくなる。掌に感じた伊勢谷の鼓動を思い出して、別れたばかりなのに会いたくなる。携けい帯たいを買っておけばよかったなと後こう悔かいした。そしたらせめて声ぐらいは聞けたのに。

　明日になれば会えるけど、その明日が待てない。

　目覚ましをセットして、風ふ呂ろに入ってからも自分で呆あきれる程に伊勢谷のことばかり考えた。

「伊勢谷…」

　名前を呼ぶだけで堪たまらない気持ちになった。

　枕まくらに顔を埋うずめながら、明日まともに顔が見られなかったらどうしようと考えた。










「デートじゃなかったのかよ」

　連れてこられたのは片桐教授の研究室だった。

「朝から呼び出されたんだ。だけどずっとお前といたかったんだ」

「……それって死なば諸共って意味だよな」

「……」

「誤ご魔ま化かすなよ、てめぇ」

　睨にらみ付けるが、伊勢谷はパソコンの画面から目を上げない。俺はといえば、ひたすらレントゲンフィルムをスキャンしてデータとして取り込む作業に勤いそしんでいる。

　一体なぜこんなことをしているのかといえば、片桐教授が学会発表用の資料をなんらかの理由で失ってしまったかららしい。そのため伊勢谷が草案を元に一からパワーポイントを作り、俺はこうしてフィルムをスキャンしている。

　是ぜ非ひ片桐教授にはバックアップという概がい念ねんを教えてやりたい。

　しかも肝かん心じんの教授は美人助手を伴ともなって昼食に出で掛かけたきりだ。

「先せん輩ぱいが片桐教授に逆らえないって本当なんだな」

　嫌いやみも含ふくめてそう口にすると、伊勢谷は「交こう換かん条件だからな」とため息混じりに口にする。

「それって、義足の件か？」

「それはこの間の学会誌の論文と書庫整理だな」

「じゃあ今回のこれは？」

「この間お前を見み逃のがす代わりに一回仕事を手伝うと約束した」

　伊勢谷に言われて、そういえばそんな会話をしたことを思いだす。有沢を殴なぐってしまったときに確かに片桐教授は伊勢谷に向かって「一回分だ」と言っていた。

　そうなるとこれ以上伊勢谷を責めることも出来ずに、大人しくフィルムをスキャンする。一枚一枚は薄うすっぺらいが、大量にあると重いレントゲンフィルムを段ボールの中から取り出す。

　片桐教授の部屋の中でお互たがい黙もく々もくと仕事を進めた。キーボードの音と、暖だん房ぼうの音と、スキャナーが立てる耳障りな電子音以外は静かだった。

　折角の休日なのに、と思いながらも単調な作業を繰くり返す。

　昨日の夜に眼鏡をかけるか、それともかけないで行くかで悩なやんでいた自分が馬ば鹿かみたいだ。

　これで一日潰つぶれたら、片桐教授のことをますます嫌きらいになりそうだ。

　俺がそんな事を考えていると、ドアが不意に開けられた。

　入って来たのはこの部屋の主である片桐教授と、その助手だった。

「そろそろ終わったかね？」

　片桐教授は窓辺でキーボードを叩たたく伊勢谷に尋たずねる。

「あと二時間はかかりそうです」

　その言葉に片桐教授ではなく俺ががっかりする。早く終わったら手伝って貰もらおうと思っていたのに、どうやら伊勢谷は当てにできそうにない。

「そっちの君は？」

　俺は「俺もそれぐらいかかりそうです」と答える。本当にこれを全部今日中にスキャンする必要があるだろうかと疑問に思ったが、その質問はしないほうが懸けん命めいだろう。

「そうか。では少し休きゆう憩けいにしよう。ミネモシュネのケーキを買ってきたんだ。紅茶を頼たのむ」

　最後の言葉は助手に向かって口にする。

　程なくして、針千本みたいな突とつ起きのたくさんついた面白いデザインのティーポットがテーブルに、対になっているカップセットがテーブルのレポートや本の上に並べられていく。

「こっちにきて座りなさい」

　教授の言葉に俺はカップの前の椅い子すに座る。カップの下には学生のレポートが何部も載のっている。下に敷しいていいのかと思いながらも、「頂きます」と口にして白い取っ手に指をかける。

　紅茶を口に含ふくんだ瞬しゆん間かんに独特の匂においが広がり、思わず首を傾かしげる。飲んだ事のない味だ。

「セイロンだよ。女性ならともかく、日本の男性は紅茶の葉なんてろくに知らないだろうね」

　俺の向かいに座っている片桐教授はそう言ってから「甘あまい物によく合うんだ」と続けると、優ゆう雅がな動作でカップに口を付ける。カップの裏にＦという文字が書いてあるのが見えた。

　陶とう器きの名前はせいぜいマイセンぐらいしか知らないが、これもなにか名のあるブランドなのだろうか。カップの外側にたくさん付いている突起は、握にぎったらツボを刺し激げきしてくれそうだ。

　独特のデザインに気を取られていると、皿に載ったケーキと細身のフォークが目の前に置かれる。伊勢谷は俺の横に座ると教授に礼を言ってから、粉砂糖のかかったチョコレートケーキを二口で食べた。

「味わいたまえ。折角のフロマージュショコラが勿もつ体たいない」

　教授の呆あきれたような声に、悪びれもせず伊勢谷は指先に付いた粉砂糖を舐なめる。その仕草がエロいと感じて、そんな目で見ている自分を俺は心の中で反省する。

「相変わらず君は作るのは上手いが食べるのは下手だな。そっちの君は味わって食べるんだぞ」

　いきなり矛ほこ先さきが自分に向けられた俺は素直に頷うなずき、目の前に置かれたショートケーキを適当に切って口に運ぶ。普ふ段だんあまりケーキを食べ慣れていないから、どんな風に感想を言えばいいのか分からないが、片桐教授は期待の籠こもった目で「どうだね？」と聞いてくる。

「……甘いです」

「そんなことは食べなくても分かる。それで？」

　それで？　血糖値が上がり脳の回転がよくなりそうです、とか？

　伊勢谷をみると、にやにや笑っている。

「なんていうか、……生クリームの味がします」

　それ以上言いようがない。片桐教授はあからさまにがっかりした顔をした。

　俺達のやりとりを聞いて助手が小さく笑う。

「仕方ないですよ、教授。男の子ですから」

「しかし君、これはそこらケーキではないのだよ？　名店のケーキをたったの二口で食べるなんて……。しかも感想が甘いって、ただの砂糖を舐めても私ならもっとましな感想を言うぞ」

　取りなすような助手の言葉に教授は反論するが、慣れているのか伊勢谷は「おいしかったですよ」と慰なぐさめにもなにもなりそうもない言葉を口にする。

　俺達の反応に落らく胆たんした教授は、自分のモンブランにフォークをさす。口に入れた瞬しゆん間かん先ほどまでの残念そうな顔が噓うそのように輝かがやいた。

「やはりミネモシュネはモンブランだな。このメープルシロップの風味がなんとも言えん。うん、中の生地もパイとスポンジを交こう互ごに重ねて素晴らしい食感になっている。まさに芸術だな」

　思わずぽかんとして見つめると、教授は「医者たるものは、五感の全すべてを鋭えい敏びんに保たなければならない。味覚もその一つだよ、君」とまるで講義中のようにそう言ったが、口くち髭ひげにクリームをつけたまま、フォークを指揮棒のように振って言われても説得力はない。

　それから俺は残りのケーキも食べたが、やはり片桐教授のような感想は言えなかった。

　だけど久しぶりに食べたケーキは美味うまかったので、礼を述べて再びフィルムをスキャンする作業に取りかかる。そんな俺を見てふいに片桐教授が「それにしても、この間の剣けん道どうはすごかったね」と口にした。

「え？」

「久しぶりに血が騒さわいだよ。私も、剣道家だからね」

　そう言われて、高こう齢れいなのにやけに姿勢がいいのはそのせいかと理解する。

「見て頂けたんですか？」

「君が負けるほうに賭かけたお陰かげで、そこの男に貸しを作る羽目になったんだ。正直鷲尾君には関わりたくないが、負けてしまったんだから仕方ないな」

　教授がパソコンに向かう伊勢谷に指先を向ける。伊勢谷がぎくりと体を強こわばらせたが、再び何事も無かったようにキーボードを叩たたき始めた。

「……へぇ、そうなんですか」

　冷たい俺の声を伊勢谷は聞こえないふりをした。人の試合で賭かけをしていたなんて良い度胸だ。

「まぁ、しかし……我が校があそこまで勝ち進めたのは初めてだからな、負けたとはいえ嬉うれしかったよ。来年も頑がん張ばりなさい」

　教授の言葉に俺は頷うなずく。来年も出るかどうか、分からないがこの間久しぶりに竹刀しないを握にぎったときの感かん触しよくは未だに忘れられない。

　それから一時間ほどして俺は作業を終えると、伊勢谷を待つ間に片桐教授とくだらない話をした。講義で伊勢谷が本当に一度も答えに詰つまったことがなかったのかと尋たずねると、片桐教授は「その通りだ」と断言した。

「ただ毎回正解を答えるわけじゃない。知らない事は推測して答えを出す。答えが出せなかったからいつまでに回答します、と約束する。いいかね、大切なのはそこなのだ。知らない、分からないと一言で終わりにするんじゃない。知らなかったら、考えて調べる。当たり前のことだ。だが残念ながらそれを出来る学生が少ない」

　片桐教授は最後に「君も伊勢谷君を見習いなさい。彼を見ていればきっと、君は正しい医者になれるだろう」と言った。

　少し前なら反発を覚える言葉だった。伊勢谷みたいな医者なんて、そんなものになりたいとは思えなかったし、尊敬する先せん輩ぱいだとも思っていなかった。だけど今なら素直に頷ける。

　参考書に残る努力の跡あとも、ボランティアで人の役に立っている姿も知っているからだ。それに本当は出会った時からずっと、俺のことを陰かげから支えてくれていた。見返りを求めないその優しさは、きっと一番医者という職業に必要なものだ。

「はい」

　俺が頷くと、伊勢谷が驚おどろいたように振ふり返る。その表情に気付いた教授は笑い声を上げた。

「なんだ、君は後こう輩はいに好かれている自信がなかったのかね？」

　教授の笑い声につられて俺が笑うと、少し赤くなった伊勢谷が顔を逸そらす。

　普ふ段だんは決して見られないその珍めずらしい反応が楽しくて、今日ここに来て良かったと思った。

　教授室を去り際に伊勢谷は教授に「これで借りはなしですからね」と念を押したが、片桐教授はどこ吹ふく風かぜで「またすぐにできる」と返答した。

　伊勢谷がやりこめられている姿が面白くてにやにや笑っていると、ぐいっと手を引かれる。

　休日で人が少ないとはいえ、誰かに見られたらまずい。慌あわてて伊勢谷を見上げると「デート行くぞ」と口にする。硬かたく繫つながれた手が嬉しくて、振ふり払はらうことも出来ずに頷く。

　伊勢谷の車に乗って食事に行った後で、ドライブがてらに海に向かった。

　海岸を歩きながらも、十一月の風の寒さに震ふるえた俺を伊勢谷が抱だき寄よせる。

　それでも一時間ほど人ひと気けのない海岸をぶらついた。冷たいと分かっている海の水にわざと触ふれて、冷えた指先を温めるように息を吹ふきかけると、その手を伊勢谷の手に包まれる。

「なぁ、俺が剣道の試合に出てたの、どうして知ってたんだよ」

「剣道部サークルの部長は同じゼミだからな。無敗の瀬上の噂うわさもそいつから聞いた」

　そういわれて、どこか茫ぼう洋ようとしたサークル部長を思い出す。試合の事なんて何も言わないから、知らないとばかり思っていた。

「俺で何を賭けてたんだよ。鷲尾の名前が出てきたけど、あれってどういう意味なんだ？」

「俺が賭けに勝ったら〝瀬上君はなかなか見所があるから気に入っている〟って片桐教授が鷲尾に言う約束なんだよ」

「は？」

「片桐教授が牽けん制せいしておけば、俺が卒業した後でも鷲尾はお前に手を出せないからな」

「……なんで？」

　伊勢谷の手に包まれた指は、だんだんと温もりを取とり戻もどし始める。指先がじんと温かくなる。

「なんでそうやって、俺の知らないところで色々してくれてんの？」

「好きだから」

「……だから、そういうのは俺の知らないところでやったら意味ねぇじゃん」

「意味なくねぇよ」

　伊勢谷は微笑ほほえんで俺の指と自分の指を絡からめると、車に向かって歩き出す。砂に埋うまった流木に足を取られて転びそうになると、抱きしめられるように支えられる。優しく甘あまやかされるたびに、胸の奥おくが疼うずいてどうしていいのか分からなくなる。

「なんか……ちげぇ」

　砂を蹴け飛とばして、再び歩きながら俺はぽつりと呟つぶやいた。

「何が？」

「先輩が……優しい」

　今までこんな風にしなかったじゃないか、と言外に含ふくみを持たせて言うと伊勢谷が「そりゃ、ただの後輩にこんなことできないだろ」と返してくる。

「こういうの嫌いやか？」

　そう尋ねられて「そういうんじゃねぇよ」とぶっきらぼうに答える。

　こういう雰ふん囲い気きは自分には不似合いな気がして、ひどく落ち着かないだけだ。繫いだところから伝わってくる体温は、嬉しいけど恥はずかしいから、振ふりほどいてしまいたくなる。だけど振りほどけば、その途と端たん後こう悔かいすると分かってもいるのだ。

「からかわれてばっかりだったから、慣れねぇんだよ」

　ぎゅっと手を握にぎると髪かみにキスをされる。こういうの、本当に似合わないなと思って俯うつむく。日が沈しずんでいくのを眺ながめながら、こんな反応ばかりしていたら呆あきれられるだろうかと懸け念ねんした。

　暗くなった海岸を上がり、道路沿いに停めた車に戻もどって暖だん房ぼうを点つけて走る。途と中ちゆう見つけたレストランで本日二回目の食事をしてから車はアパートの方に向かう。

「そろそろ送るよ」

「なんで？」

　別れると思ってなかった。もう少し一いつ緒しよにいると思っていた。だってまだキスもしてない。

「これ以上側にいるとしたくなるから」

　臆おく面めんもなく伊勢谷はそう口にした後に「大事にするって約束したからな」と言って俺の頭を優しく撫なでる。だけど俺は離はなれていくその指を引き留めるように手の中に握りこんだ。

「セックスしねぇと大事にしてるってことになるのかよ」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちでそう問いかけた。

「そうじゃないけど」

「じゃあ、すればいいじゃねぇか」

「幸、無理しなくていい」

「無理じゃねぇよ。俺だって……そういうの、期待してなかったわけじゃねぇから……」

　そう口にした瞬しゆん間かん、伊勢谷が「いいのか？」とやけに真しん剣けんな声で口にする。

　恥ずかしくて俯くことしかできなかった。車が進路を変えて、明かりが消えて人気のない工業団地の裏手に停められる。外灯も何も無い場所で、エンジンが停止する。

　シートベルトの外れる音がして、伊勢谷が俺の眼鏡めがねを外す。見つめ合ったまま自然と唇くちびるを合わせる。舌を絡めるようなキスの最さ中なかに、股こ間かんに触ふれられて腰こしが跳はねた。このままここでするのかと思いながらも、拒きよ否ひするつもりはなくて自分で邪じや魔まなシートベルトを外す。

　下着の中に入り込んだ手が、性急な動作で性器に触ふれる。

「ふっ…」

　誰かに見られないだろうかと懸け念ねんしたがそれを悟さとられたら、伊勢谷が正気に戻もどってしまいそうで聞けない。

「先輩、そこ……あんまり」

　裏側の引きつりを指の腹で優しく触れられて、吐と息いきが熱くなる。

　長い指が後ろにも伸のばされて、襞ひだの中心に指先が潜もぐり込む。

「んっん……先輩っ」

　恥ずかしい声で、伊勢谷を呼ぶ。後で自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだと思いながらも、気持ちよくて腰が揺ゆれる。内側に潜り込んだ指が、前ぜん立りつ腺せんの辺りまで伸のばされると体の奥おくが蠢うごめいた。

　初めての時はあんなに痛かったのに、どうして今はこんなに気持ちがいいんだろう。

「幸、可愛かわいい」

　頰ほおにキスをされて、返すように伊勢谷の唇にキスをする。すぐに主導権を奪うばわれて、追いつめられるように舌を絡められる。

「ふっ…ぅ」

　鼻に掛かかった甘えたような自分の声がむかつく。

『男のくせに、男を誘さそうなんて』

　頭の中でまた母親の声がフラッシュバックした。

『なんて子だ。アタシの幸せを壊こわそうたって、そうはいかないよ』

　───うるせぇババア、黙だまってろ。

「ひっ…ぁ…っ」

　増えた指が良い場所を抉えぐるように擦こすった。内側に入り込んだその指を思わず締しめ付つける。

「先輩っ…」

　かぶりを振ふると、シートが押し倒されて俺は伊勢谷を見上げる格好になった。

　シャツを捲まくられて、露あらわになった乳首に優しく嚙かみつかれる。

「っ…ぁ、はあ」

　何度も何度も尖とがりを舌で押しつぶされ、前歯で緩ゆるく嚙まれて、宥なだめるように舌の表面で舐なめ上げられる。

「あっ…あ、っ」

　気持ちよくて伊勢谷の頭に手を伸ばす。舐められながらも、伊勢谷の指先は執しつ拗ように内側を穿うがつから、上も下も気持ちよくて頭の中が混乱しそうになる。

「先輩……、もう…俺、来ちゃいそ」

　腰に溜たまる熱に、体を持て余す。あまり触ふれられていない性器が、勃たち上がり透とう明めいな先走りを垂らしている。

「いいよ」

　張りつめた性器を掌てのひらで慰なぐさめられる。強い刺し激げきを堪こらえるために伊勢谷の肩かたにしがみついた。

「先せん輩ぱいも、一いつ緒しよに俺ン中で…」

　何を言っているのか、自分でもよく分からなかった。ただ、指を抜ぬき去さられた場所が寂さびしくて伊勢谷を求めるようにひくついていた。欲しくて頭がおかしくなりそうだった。奥まで太いので抉えぐって欲しいと思った。そして、それはすぐに叶かなえられる。

「ひっ…ああぁあっ」

　伊勢谷の硬かたくて熱い肉棒が俺の体をこじ開けるように入ってくる。太い部分で入り口を広げられて、苦しくて痛いのにどうしてそれが嬉うれしいのか、自分でもよく分からない。

　折り曲げて開いた足を伊勢谷が摑つかみ、奥の方まで押し入ってくる。シートからずり上がって、俺は不安定な体をどうにかしようと体を起こして伊勢谷の首に腕うでを回す。

　だけどそのときに良い場所に当たってしまい、また喘あえぐ。

「痛いか？」

　気き遣づかうように背中を撫なでられて、頷うなずく。

「……いいから、そのまま…もっと」

　両手で口元を押さえる。貫つらぬかれる痛みに涙なみだが頰を伝う。こんなに痛かっただろうかと思いながら、不自然な体勢のせいで窮きゆう屈くつな体を捩ねじる。

「幸、もう少しだけ」

　額にキスをされて、涙を拭ぬぐわれる。まだ全部入っていなかったのか、ずっとさらに押し込められて目の前がちかちかする。痛くて堪たまらない。

「せんぱ、い…ぃ」

　助けて、とキスをする唇に縋すがるように舌を伸ばす。宥なだめるように腹の間でいつの間にか萎なえていた性器に触ふれられる。下から上まで擦こすられて、少しずつ反応を返していく。

　だけどそれだけじゃ治まりそうにない。痛みがじわりじわりと全身に広がって、足の先が引きつるように震ふるえる。

「う……っ」

　好きな男のじゃなかったら我が慢まんできないよな、と痛みで掠かすれる頭の隅すみで思った。

　初めての時は興奮状態だったから、痛みもあったけどそれを上回る怒いかりがあった。だけど今はこんなにゆっくり、大事にするみたいに挿いれられて、怒りもないから誤ご魔ま化かしようもない。

「ん…くぅ…」

　喉のどを反らしてどうにか痛みに耐たえる。伊勢谷の手の中にある俺の性器が先走りを滴したたらせるのがぬるつく感かん触しよくで分かった。じんわりとそこを中心に体が熱くなるような気がした。

「ん…ん」

　無骨な手に弄いじられて、硬かたくなっていくのが自分でも分かる。

「はっぁ」

　息を吐はき出すと、荒あら々あらしく伊勢谷に唇をうばわれた。

「も、平気」

　全部中に入って俺の性器が再び勃ぼつ起きする頃ころには、先ほどの気が狂くるいそうな痛みの代わりに、甘い痺しびれが下か肢しに広がっている。

「先輩…」

「動いていい？」

　声だけは優しいのに目は獰どう猛もうだ。射貫ぬかれるような視線に、体に鳥とり肌はだが立つ。

「いい、よ」

　承しよう諾だくの言葉に、伊勢谷はゆっくりと俺を揺ゆさぶった。浅く抜ぬき差しされてだんだんと痛みが麻ま痺ひしていくのが分かる。ぬちゃぬちゃと音を立てる場所が、伊勢谷を飲み込むことに慣れていくのだと気付いた瞬しゆん間かん、少しだけ怖こわくなった。俺は女にされてるのだと、そんなことに気付いた。伊勢谷を受け入れるために、そこが女みたいに広がってるんだ。だけど、もうそれでいいと思った。だって俺は伊勢谷が欲しいんだから、伊勢谷と繫つながりたいんだから仕方がない。

「ふぁっ…っ」

「幸、痛くない？」

　優しく聞かれて、額にかかった髪かみの毛けをどけられる。

「ない…っ」

　もっとして欲しい。焦じらされるような動きに、はしたないと思いながらも自分から腰を揺すった。体の奥の方まで伊勢谷が一いつ杯ぱいになっていて、それを自覚した途と端たんに痺れに似た快感が背中を駆かけ抜ぬける。

「ぁ…はっ…」

　思わず腹に力が入って、伊勢谷を締しめ付つけてしまう。その度に伊勢谷の形を認識して、いつか覚えてしまうんじゃないかと思った。

「先輩、俺…のなか気持ちいい？」

　俺一人だけこんなに気持ちいいが、伊勢谷はどうなんだろうと不安に思って尋たずねる。

「俺はすげぇいいけど、先輩は？　先輩はいい……っあ」

　中で伊勢谷の性器が膨ふくらんだ。より押し広ひろげられる感覚に呻うめく。

「いいよ」

　切せつ羽ぱ詰つまったような声で伊勢谷が言う。ぐっと腰こしを押しつけられて、声があがる。

　伊勢谷の動きに合わせて、開いた口を閉じることもできずに俺は何度も高い声で鳴く。

　頭の奥おくでその声を気味が悪いと思いながらも、口を閉じることが出来ない。

　奥の方を何度も突つかれて、入り口を一番太いところで擦こすられて、体中を伊勢谷に支配されてるような錯さつ覚かくを覚えた。熱い伊勢谷の指先に触れられたところから溶とかされていく。

「いっ…あぁ…っ」

　伊勢谷と俺の腹の間で張りつめた性器が擦れる。その尖せん端たんから滲にじんだ先走りが伊勢谷の服を汚よごす。衣類のざらついた感かん触しよくが敏びん感かんな部分を擦るから、先からどんどん溢あふれていく。

「先輩…っぁ」

「幸、可愛かわいい」

　体中触ふれられて、抱だきしめられて、気持ちよくてどうにかなってしまいそうだ。

　目め眩まいに似た感覚にうっとりと目を閉じること以外何もできなくて、伊勢谷の体に足を絡からめてただ息を飲み込む。

「ん─────……っ」

　胸元まで飛び散った自分の精液を、思わず指で拭ぬぐう。その手を伊勢谷に取られる。

「あ」

　そのまま口に含ふくまれた自分の指が、伊勢谷の唇くちびるで擦られる。

「先輩……それ、恥はずかしい」

　視線を逸そらせるが、感覚までは断ちようがない。視界に入らなくても音も、指先を丁てい寧ねいに舐なめ取る舌の動きも感じる。指先が震ふるえる。まだ中に入ったままの伊勢谷を無意識に何度も締め付ける。

「はっ、…あ」

　ゆらゆらと腰こしを揺らされて、まだ先ほどの絶頂が治まっていない体が過か剰じようにその快感を伝えてくる。

「嫌いや、だ」

　首を振ふると伊勢谷に抱だきすくめられたまま首の辺りに口付けられる。音を立てて皮ひ膚ふを吸われ、一いつ瞬しゆんの痛みの後に唇が離れていく。痕あとが残ったのだろうかと想像する。もしかして、これがキスマークなんだろうか。

　伊勢谷と視線を合わせようとすると、「きつい？」と柔やわらかな声で尋ねられる。頷うなずくと潤うるんだ目元にキスをされた。

　優しい仕草に甘あまえている自分を自覚して死にたくなる。

　普ふ段だんの威い勢せいはどうしたんだと思いながらも、甘やかされるのが心地よくて俺は鼻にかかったような声をだして伊勢谷にしがみつく。

「先輩」

　唇を吸われ、繫つながった場所を指で辿たどられる。

　それだけで伊勢谷を包む場所がうねうねと動くのが分かった。

「んっ…はっ」

　くわえ込んだ場所が、また飽あきもせずに伊勢谷を締め付ける。硬かたいまま、まだ達していない性器はまるで凶きよう器きのようだと思った。押し広げられる苦しさはまだある。だけど圧あつ倒とう的な快感が脳を焼く。

「先輩……っぁ」

「幸、ちょっとだけ…乱暴にしていいか？」

　潤んだせいで焦しよう点てんのうまく定まらない瞳ひとみで伊勢谷を見上げた。

「ん」

　よくわからないまま頷く。そしたらその途と端たんに、ぐいっと乱暴にさらに足を開かされる。

「ふっぇ…」

　そのままずるりと抜かれた。その刺し激げきに萎なえかけた性器がまた硬くなる。

　今まで伊勢谷が入ってた場所が、まるで何かを求めるように閉じたり開いたりしているのが自分でも分かる。その場所に伊勢谷の視線を感じて、消え入りたいような気分にさせられた。

　だけど足を閉じることは許されずに、伊勢谷の手で開かされたまま、強引に再び貫つらぬかれた。

「ひっ───…ぁああっ」

　苦しくて、気持ちよくて、伊勢谷の背中を引っ搔かく。

「あぅ…うっ」

　休む間もなく突つき上げられて、どこがちょっとだよ、と内心反論しながらも必死でついていこうとした。揺さぶられれば揺さぶられるほど、声がとまらなくなる。

「先せん輩ぱい、はげし…」

　しがみつくために首に腕うでを回す。摑つかまっていないとどうにかなりそうだった。

「は…っん、んっ」

　気持ちの良い場所を抉えぐられてまた達してしまいそうになる。

　硬く充じゆう血けつした乳首はさきほど弄いじられたせいでいつもよりも赤くなっていた。それが伊勢谷のシャツに擦すれて痛い。

「ふぇっ…ん」

　泣き声のような甘い声に気付いた伊勢谷が俺の平らな胸をもみくちゃにする。大きな手で何度も揉もみほぐされるのが気持ちよくて堪たまらない。

「泣き顔がすごく可愛い」

　感心したようにそう言って、俺の顔を覗のぞき込んでくる。そんなことをいうから余計に赤面して伊勢谷の視線から逃のがれようとすると、それを許さないとでもいうように顎あごを摑まれた。

「やらしい顔してる」

「そ、んなの……先輩だって…そうだろ」

　俺なんかより伊勢谷のほうがやらしい。そんな目で、そんな口元で、声までやらしいくせに。

「幸が可愛いから、やらしくなる」

「俺のせいに、するんじゃ…っ」

　口にした途端ずんと奥おくを突かれる。

「っぁあっ」

「かーわいい」

　クソッ調子にのりやがって。

「あ…っう」

　そのまま伊勢谷が一いつ瞬しゆんぐっと俺の体を抱だきしめる。次いで、熱い精液が中に注がれた。

「っんぁあん」

　どろりと奥の方まで届く。抜ぬき取られる感覚に、我が慢まんできずに俺も射精する。二度目の射精でまた腹を汚よごして、尻しりからゆるゆると零こぼれていく伊勢谷の精液に居たたまれなくなっていると、そこに伊勢谷の指が入り込む。

「やっ…や」

　ぐるりと中に入り込んだ指がぐりっと中で曲げられて、腰が跳はねた。

「せ、先輩」

　責めるように見上げる。だけど指は休まらない。乱暴に何度もぐりぐりと中を弄られて、感じてしまう。

「はっぁ…先輩、も止めろ」

「もう少しだから」

　宥なだめるように額にキスをされる。

　誤ご魔ま化かされていると思いながらも、抵てい抗こうらしい抵抗もできずに好きなようにされてしまう。

　どろりと、精液と共に伊勢谷の指が抜き去られた。

　まだ荒あらい息を整えている俺の体を、伊勢谷は車の中にあったウェットティッシュで拭ぬぐう。

「んっ…ふっ」

　まだ火ほ照てっている体を伊勢谷に抱きしめられながら俺はやっぱりまた少し怖こわくなった。

　近づけば近づくほど、離れられなくなりそうですこしだけ切なくなって、伊勢谷の肩かたに顔を埋うずめながら、ばれないようにほんの少しだけ泣いた。










　伊勢谷との久々のデートは十二月に入ったばかりの日曜日だった。

　祖父が会いたがっていると伊勢谷に聞かされていたので、二人で伊勢谷の家に行くことになった。クリスマスにはまだ早いが、ホームパーティを開くから丁度良いと伊勢谷に誘さそわれたのだ。

「ホームパーティって、なんか外国みたいだな。何か持って行ったほうがいいのか？」

　クリスマスは毎年、母親はどこかに男と出かけていっていなかった。俺が幼い頃ころは何かしたかもしれないが、思い出せない。

「じいさんの気まぐれで開く小さなやつだから気にしなくていい。下手なバイオリンを聴きかせるために毎年何度かやるんだ。面めん倒どうだから本当は行きたくないんだけどな」

「すごいな。伊勢谷のじいさんはバイオリンが弾ひけるのか」

「退職してからの趣しゆ味みで始めたんだが、かろうじて弾ける程度だな」

　バイオリンを一いつ生しよう懸けん命めいに弾いているじいさんの姿を想像すると、なんだか微笑ほほえましい。

　近所の老人が軒のき先さきに集まってお茶菓が子しでも食べながら話をするんだろうか。おそらくじいさんにとって伊勢谷は自じ慢まんの孫なのだろうな、と想像しながら助手席でなんて挨あい拶さつしようかと考えた。

　しかし、伊勢谷と俺の間に価値観の大きな差さ違いがあると知ったのは、伊勢谷の家に着いてからだった。違ちがうな。これはもう家じゃない。屋や敷しきだ。

　煉れん瓦がと鉄てつ柵さくの塀へいに囲まれた大だい豪ごう邸ていはどうみても一いつ般ぱん人の家じゃない。

　伊勢谷があんなボロアパートに住んでいることや、両親が海外でボランティア活動を行っていることなどから、俺は勝手に伊勢谷の家は貧びん乏ぼうな家だと思っていた。それなのに、誰から四よん駆くの高そうな車を買ったのかと疑問ではあったが。まさか金持ちがあんなアパートに住むとは思えなかったのだ。病気のじいさんと清貧に暮らしているのかと勝手に想像していた。

「なぁ、じいさんて何やってる人なんだ？」

　財ざい閥ばつとか、華か族ぞくとか、とっくに解体したはずだが思わずそんな言葉を連想した。

「イセデンの創設者」

　伊勢谷はそっけなく答えるが、イセデンと言えば世界中に名前を轟とどろかせている大手電器家電メーカーだ。戦後に初代社長の伊勢谷喜き助すけが創設し、そのサクセスストーリーは有名だ。高性能の電化製品といえば、イセデンと言われるぐらい他国でも名を知られている。

「イセデンって、もしかしてあのイセデンか……？」

「なんだ、知らなかったのか？」

　知らなかった。だけどそういえば、大学で何度か伊勢谷の名前とセットで「イセデン」という名めい称しようを聞いたことがある。てっきり伊勢谷の渾あだ名なだと思っていた。

「だったら、なんであんなアパートなんかに……」

　イセデンの創設者の孫ならば、あんな所でなく高級マンションに住めるのではないだろうか。俺達貧乏人には伊勢谷喜助の総資産額なんて想像もつかないが、億単位の金があるのは明白だ。百億、いやそれ以上いくのだろうか。百万円の札束も実際に見たことがない俺にとっては未知の世界だ。

「情けないけど、学費はじいさんに借りてるんだ。それ以上は甘あまえたくない。だけど自分で生活するってなると、あのアパートが精せい一いつ杯ぱいだな」

　伊勢谷はそう言うと、車を停める。

「行くぞ」

　一足先に車を降りた伊勢谷の後を追いながら、車庫に並ぶ車に驚おどろく。車に詳くわしくない俺でも知っている、跳はね馬うまや飛びかかるようなジャガーのエンブレムに流石さすがイセデンと思わずにいられない。高級車ばかりがずらりと並んでいる。

「なぁ、これって本当に大したパーティじゃないんだよな？」

「ああ、大したやつじゃないから気にするな」

　そう言って、伊勢谷は車庫を出ると向かいにあった屋や敷しきのドアを開けて中に入る。絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ壁かべに油絵の掛かかった廊ろう下かを歩きホールに出ると、ウェイターが立ち働いている姿が見えた。煌きらびやかなドレスを着た女達が笑い声を立てながら、グラスを片手にしている。

「……うそつき」

　どう見ても百人以上はいるじゃないか。しかもみんな正装している。男は全員ジャケットを着ているし、女はドレス姿だ。パンツスーツの女もいることはいるが、それにしたってジーンズに安っぽいシャツを合わせているのは俺だけだ。

　まるで子供の頃ころ絵本で見た舞ぶ踏とう会さながらの雰ふん囲い気きだ。高い天てん井じようにきらめくシャンデリアが、ここがアウェーだと俺に教えてくれている。

「清伸さんっ」

　近くにいた女性が伊勢谷の姿に気付くと、わっと声をあげる。

　それにつられて、ホールにいた人間の目が伊勢谷に向かい、次いでその横に立っている俺に向けられる。思わず後ずさりそうになった。

「まぁ、お久しぶりね清伸さん。その方は？」

　近づいてきた品の良さそうな女性の目が俺に向けられる。俺の母親の年ねん齢れいを超こえているが、肌はだは艶つややかで撫なでつけられた髪かみも綺き麗れいにセットされていた。ただ、少し香こう水すいの匂においがしつこい。

「お久しぶりです。友人の瀬上です」

　伊勢谷がちらりと俺を見たので俺はどうも、と頭を下げる。

「ああ、その方が。会長が話してましたのよ、清伸さんが友人を連れてくるのが楽しみだって」

　品定めするように向けられた目は、人を見下すような色を浮うかべる。貧乏人で悪かったな、とあからさまなそれに反感を覚えて不ふ遜そんな表情で見返してやった。

「そういえばまだボランティア事業をしているんですって？」

　俺に興味を失ったのか、彼女は視線を伊勢谷に戻もどす。

「恵めぐまれない人たちに施ほどこしを与あたえるのはとても偉えらいと思うわ。昔からそういう方々とつきあってらっしゃったものね」

　彼女は再び俺を見た。その言葉に含ふくまれた彼女の選民意識や優ゆう越えつ感に気づき、俺は嫌いやな気分になった。こういう人間はどこにでもいる。

　金持ちやエリートにありがちだ。うちの学部にもそういう連中がいる。偏へん差さ値ちや収入で人間の価値が決まると思っている連中は、いつになったらその考えが間ま違ちがっていることに気付くのだろうか。恐おそらく、目の前のこの女は気付かずに今まで生きてきて、これからもそういう風に生きていくのだろう。

「私も忙いそがしくなければお手伝いしたいところだわ」

　にっこりと微笑ほほえんだ彼女に伊勢谷も微笑み返す。

「残念です。意義のある活動に貢こう献けんすればその貧しい心も少しは豊かになるでしょうに」

　伊勢谷はそう言うと、俺の背中に手を回してホールの中程に進む。

　女はぽかんとしたように表情を固まらせている。俺も驚いて伊勢谷を見上げる。

「いいのか？　知り合いなんだろ？」

「叔父おじの後妻だ」

「おい、それって……」

　大だい丈じよう夫ぶなのかと不安に思えば「いつも自分の連れ子を俺に宛あてがおうとするんで鬱うつ陶とうしかったんだ。ちょうどいい」と伊勢谷は気にも留めていないようだ。

　それからもずっとそんな感じだった。先ほどの女性のようにあからさまなのはいなかったが、紹しよう介かいされるたびに相手は俺を見て伊勢谷には不似合いだという顔をする。それはそうだろう。大だい企き業ぎようのご子息と平均よりも貧乏な家の出である俺が釣つり合うとはとても思えない。

　今ここにいるのは片桐教授に軽くあしらわれている伊勢谷清伸ではなく、イセデンの創設者伊勢谷喜助の孫だ。

　なんだか急に場ば違ちがいに感じ、伊勢谷の横に居づらくなった。

「なぁ、俺腹減ったんだけど」

　そんな言い訳をして伊勢谷から離はなれようとすると、伊勢谷は傍かたわらにいたウェイターとなにやら話してから、「じいさんの演奏まであと三時間以上あるらしいから、今のうちに食べておいた方が良いだろう」と口にする。

　一歩歩くごとに伊勢谷は知り合いに捕つかまってしまう。

　俺は壁かべ際ぎわに並ぶ料理に気を取られているふりをして、伊勢谷から離れた。

　切りつめた食生活の毎日で、あまり栄養のあるものを食べられない。だからここぞとばかりに肉ばかりを皿に盛る。生ハムやローストビーフやスペアリブを豪ごう快かいに盛りつけて、隅すみのテーブルに腰こし掛かけてがつがつ食べた。

　さすが高級な肉は味が違ちがう。歯ごたえのある肉も、とろけるように柔やわらかい肉もどちらも美味うまい。何度かお代わりに立ち上がり、一通り満足してからエスプレッソを飲んでいると、先ほど伊勢谷にあしらわれた女が若い女を伴ともなって近づいてきた。

「瀬上さんでしたね」

　声を掛かけられて顔を上げる。傍らの若い女は背も高く、モデルのような顔立ちをしていた。

「正直言って、私は清伸さんがここにあなたのようなお友達を連れてくることに、あまり感心しませんの。外ではご自由になさったらいいけど、ここではあまり奔ほん放ぽうにされては困るわ。伊勢谷の名前は清伸さんだけのものではないんですから」

　あくまで優しげな表情を湛たたえたまま女性が口にする。

　女の言いたいことはよく分かった。つまり俺みたいなやつとつきあうと、伊勢谷の品格が落ちると言いたいのだろう。そんな女を、上等じゃないかと薄うすら笑わらいを浮うかべて見上げた。

「それで、俺に出ていって欲しいと？」

「あなたは自分のすべき事を理解できる方だと思いますわ。もうすぐいらっしゃる会長を、私はがっかりさせたくはないの」

　女はそう言ってにっこりと笑った。それから若い女性を振ふり返る。

「これは私の娘むすめですの。先日海外の大学を卒業致いたしましてね、現在は自宅にて花はな嫁よめ修業をしていますのよ」

　素直にニートって言えよ。誇ほこらしげなのは労働階級ではないとでも言いたいからなのか。

「私、清伸さんのお友達には男性も女性も関係なく、知性も美び貌ぼうも家いえ柄がらも兼かね備そなえた人間が相応ふさわしいと思っていますわ。きっと会長もそう思っておられることでしょうね」

　女は自じ慢まんげに娘を見つめる。

　優ゆう越えつ感と劣れつ等とう感は必ず同等だ。強い優越感を感じている人間は、同時に強い劣等感も感じている。結局はその二つは表裏一体だ。

「娘が通っていた大学は、三代前のアメリカ大統領のご子息が通ってらした大学ですのよ。娘はそこで博士号までとりましたの」

　それがなんだ。大事なのは大学名じゃなくて、そこで何を学んでどう活かせるかじゃないのだろうか。

「そうですか」

　俺の賛辞が足りないせいか、女は少し馬ば鹿かにするような目つきで俺を見た。

「あなたはどこの大学かしら？」

　今まで黙だまっていた若い女にそう尋たずねられて、俺は「大したことない大学ですよ」と答える。

　その答えには女も満足したらいい。そうじゃないかと思ったわ、と女の目が語っている。

　女は俺のためにウェイターを呼び止めると、まだ中身が入っているエスプレッソを片づけさせる。

「お客様がお帰りよ、お家まで送ってさしあげて」

　そう言った女の言葉に逆らえないのか、側にいた黒服のスーツ姿の男が俺に申し訳なさそうな顔をしながらも、俺が逃にげないように肩かたを摑つかんでホールから連れ出す。

　俺はここに来てようやく伊勢谷がパーティに来たくなかった理由が分かった。

「これは……確かに面めん倒どうだな」

　思わず呟つぶやいた言葉に、スーツ姿の男は「大変申し訳ありませんが……」と口にする。

　引っ立てられるように外に出される間、すれ違ちがう連中が「清伸さんのご友人とは思えないね」「いつものボランティア精神でしょうね、清伸さんはお優しいから」などと言っているのが聞こえた。

「分かりやすい連中だな……」

　ここまで分かりやすいといっそ清々しい。ある意味、素直な人たちなのかもしれない。

　そんな事を考えている俺に、スーツ姿の男が「大人おとなしく帰った方が良い。お腹なかは充じゆう分ぶん満まん杯ぱいになったでしょう？」とどことなく心配するように口にする。俺はふいに安原の言葉を思い出した。安原は、伊勢谷の友達だから襲おそわれたと言っていた。

　その意味を考えている間に、俺は門の前に停めてあったハイヤーに乗せられる。

　緩ゆるやかに車が走り出したあとで、運転手に行き先を尋ねられた。

　俺は少し迷ってから、アパートの住所ではなく賑にぎやかな駅の名前を告げる。

　───やられっぱなしで黙だまってるのは柄がらじゃねぇんだ。

　さきほどの香水のきつい女のことを思い出しながら、俺はかけていた伊達だて眼鏡めがねを外した。










　長かった前まえ髪がみを切った美容院での出費は痛かったが、コンビニのＡＴＭでさらに貯金を下ろして、駅前のブランド店で一ヶ月分の生活費を出して黒のジャケットとパンツを買う。

「お客様、お似合いです」

　よれたシャツの上からジャケットを羽織った俺に、女の店員がうっとりと口にする。

「どうも」

　素っ気なく答えて店を出る。元々着ていた服は店のロゴが入った紙かみ袋ぶくろに詰つめて次の店に急ぐ。

　先ほどの店とは正反対の量りよう販はん店てんで、安物のベルトと白いシャツを買った。ついでにスニーカーの代わりにスーツに合う靴くつも買うと財布の中身は小銭しかなくなった。

　試着室で着き替がえて、鏡の中の自分を上から下まで見定める。

　自分を着き飾かざろうと思ったことは今まで一度もなかった。身だしなみはきちんとしろと師し範はん代だいに言われてきたが、それ以外では服装に拘こだわったことはない。安くて着やすければそれでよかったし、そんな風に着飾った姿を見せたい相手もいなかった。

　伊勢谷は俺にどういう格好をしろとは言わない。俺がださい格好をしてようと何か指図するということはしない。

「だけど今回は俺が我が慢まんできねぇ」

　線の細い自分の顔はどこか中性的で、あまり好きではなかった。だけど今回ばかりはその顔の効力を使わせて貰もらう。

　小銭で駅前の公衆電話から記き憶おくしている伊勢谷の携けい帯たい電でん話わにかけた。

　数コール目で出た伊勢谷に名乗ると、「どこにいるんだ、捜したんだぞ」と些いささか大おお袈げ裟さに心配される。俺は駅名を答えて、そこに迎むかえを寄よ越こしてくれと頼たのんだ。

「一体、どうしてそんなところにいるんだ？」

「それは会ってから話す」

　俺の言葉に、伊勢谷はため息をついたあとで「ハイヤーを向かわせる」と口にした。

　駅から少し離はなれた分かりやすい場所に立っていると、程なくして黒い車が停まった。

「瀬上さんですか？」

　そう尋ねられて、頷うなずく。先ほどとは違ちがう運転手だった。

　車に乗り込んで伊勢谷の家に向かう間、何度かバックミラー越ごしに運転手が俺を伺うかがっているのが分かった。

「何か？」

　そう尋ねると「失礼致いたしました。随ずい分ぶんお綺き麗れいなもので」と畏かしこまった口調で口にする。

「どうも」

　短くそう答えてから、伊勢谷の家に着くまで俺達は一言もしゃべらなかった。

　門を潜くぐったハイヤーが入り口の階段に横付けされる。降りるときには駅に送そう迎げいされた時のように、料金は請せい求きゆうされなかった。タクシーとは仕組みが違ちがうのか、それともあとで一いつ括かつして伊勢谷の家に請求するのかは今まで乗ったことがないから知らない。だけど、請求されなくて良かった。もともと請求されても払はらえる金もなかったのだから。

　ドアの近くで客の出入りに気を遣つかっていたスーツ姿の男に、さっきまで俺が着ていた服の入っている紙袋を渡わたす。

「これ、伊勢谷清伸の部屋に運んでおいてくれ」

　そう口にすると、男は何も質問せずに「畏まりました」と頭を下げる。

　扉とびらを潜って中のホールに入ると、伊勢谷が驚おどろいたように俺に近づいてきた。

「幸、どうしたんだよ、その格好」

「美容院代五千円、洋服計五万円、男の意地プライスレス」

「は？」

「……小さいホームパーティだって言ったくせに」

　じっとりと睨にらむように見ると、伊勢谷は「何を怒おこってるんだ？」と首を傾かしげる。

「清伸さんのご友人ですか？　ねぇ、清伸さん、是ぜ非ひ紹しよう介かいしてくださらない？」

　伊勢谷の傍かたわらにいた女は、先ほどの香こう水すいのきつい女の娘むすめだった。伊勢谷の腕うでに自分の胸を押しつけるようにしてせがんでいる。

　俺はさらに冷たい目で伊勢谷を見た。

「幸…」

　少し焦あせったように伊勢谷が俺の名前を呼ぶ。

「まぁ、幸さんて仰おつしやるの？　素敵なお名前ね。清伸さんとはどういったご友人なのかしら？」

　先ほどの香水がきつい女が近づいてくる。他の連中も俺達を窺っているのが分かった。

「なんだ、会長に紹介するのはこちらのほうか」

「それはそうだろう。誰が見たって先ほどの子じゃ釣つり合わなかった」

　ぼそぼそと話している言葉が耳に入る。

　ぐだぐだとうるせぇ。

「同じ大学で医学部の後こう輩はいなんです」

「あら、医学生なの？」

　輝かがやいた目で女が俺を見上げる。だけどそれは尊敬と言うよりも、医学部という肩かた書がきの背後に札束でも見えているような眼差しだった。

「ええ」

「すごいわ、あの大学に入るだけでも大変なのに、医学部だなんて」

　人間はときどき驚おどろくほど単純だ。外見が変わっただけで、何もかもが変わったように思える。

　だけど外見なんてただの容器いれものにすぎない。俺の顔だって、皮一枚剝はげばそこにあるのは肉と骨だ。澄すんでいると言われるこの瞳ひとみだって、ただの水すい晶しよう体たいでしかない。こんなもので人間の価値が決まるとは俺にはとても思えない。だけどそういうものでしか価値を計れない人間がいる。

　目の前にいるような連中だ。

「ごめんなさい、私としたことがお名前をまだ伺うかがっていなかったわね」

　女の言葉にその娘が「幸さんと仰るのよね？」と俺に微笑ほほえみかける。

「ええ、そうです。瀬上幸です。先ほどは貴重なアドバイスをどうもありがとうございました。伊勢谷があなたのことを心の貧しい人間だといったのがよく分かりました」

　意識して、にっこりと微笑んでやると女は再び言葉を無くす。

　娘の視線が俺の爪つま先さきから頭の先に上がりまた爪先に戻もどる。視線だけが何往復もしている様が面白くて、笑いを堪こらえるのが大変だった。服を着替える前は、俺の顔なんてろくに見てもいなかったんだから、そんなに視線を彷徨さまよわせたって、ぴんとこないだろう。

　伊勢谷はそんな俺を諫いさめるどころか、にやりと笑った。まだ呆ぼう然ぜんとしている二人を置いたまま、俺をホールの端はしへと連れて行く。その間の周囲の人間の視線は俺に向けられていた。着替える前も見られていたが、今とは視線の意味が違ちがう。本当に単純な連中だ。

　そいつらに心底呆あきれていると、伊勢谷が「さすが」と口にした。

「何がだよ」

「無敗の瀬上」

　くすりと笑われて自分の負けん気を指し摘てきされたようで、かっと頰ほおに血が上る。

「悪いかよ」

「いいのか？　顔出すの嫌いやなんだろ？」

　伊勢谷が気遣うような視線を俺に向ける。

「周りの連中がうざくなるから嫌なだけだ。だけど、仕方ねぇだろ。こうして先せん輩ぱいの横に並ぶためには必要だったんだよ。あんたの横にいられるなら、これぐらいどうってことねぇよ」

　俺の言葉に伊勢谷が立ち止まる。訝いぶかしんで俺も足を止めると、伊勢谷が嬉うれしそうに微笑んだ。その表情に、自分がどれだけ恥はずかしいことを言ってしまったかを知る。

「う……忘れろ」

　伊勢谷は何も言わずに楽しそうに笑いながら、俺をホールの端で人に囲まれている祖父に紹介した。その傍かたわらに以前会った車くるま椅い子すの老人を見つける。

「やあ、久しぶりだね。わざわざ着替えたのかい？」

　にっこりと穏おだやかに笑ったその笑顔に着替える前の姿を見られていたのかと思った。

　それにしてもよく同一人物だと分かったものだ。

「お久しぶりです」

「堅かた苦くるしい格好なんてしなくても良かったのに」

　伊勢谷の祖父でありイセデンの創設者は分厚い眼鏡めがねの向こうから俺を見る。その言葉通り、彼はこのなかで一番ラフな格好をしていた。

「はじめまして、瀬上幸と申します。先輩にはいつもお世話になっています」

　俺が頭を下げると、伊勢谷の祖父は柔やわらかな表情のまま「いつも世話になってるのはうちのバカ孫の方だろうね」と言った。伊勢谷はその言葉に苦笑する。

「これは昔から頑がん固こでね、君にも迷めい惑わくをかけていると思うが、どうか見捨てないでやってくれ」

「いえ、そんな…」

　そう口にした俺に手を差し出す。握あく手しゆをするためにその手を俺が軽く握にぎると、「君は生きる上で一番大切なものはなんだと思う」と問われた。突とつ然ぜんの問いに戸と惑まどいながらも、テストめいたそれに何か答えなければと、直感的に感じた。

「俺は……」

　金だと答えようとして躊ちゆう躇ちよした。イイ子になろうとしたわけじゃなく、本当に分からなくなった。金があればなんでも出来ると思っていたが、果たしてそうだろうか。伊勢谷を見ていると、その答えは酷ひどく間ま違ちがっているように感じて、何も言えなくなる。それにそう答えれば、先程の女たちと同類になってしまう。

「今はまだ、分かりません」

　迷った末にそう答えた俺に、老人はしばらく黙だまったままだった。

「じいさんはいつもそれを聞くんだよ」

　若干うんざりしたように伊勢谷が口を挟はさむ。

「俺も聞かれたなぁ」

　車椅子の老人が昔を懐なつかしむと、伊勢谷の祖父は「入社面接では最後に必ず聞くんだよ」と言った。

「それで合否が決まるんですか？」

　俺の質問に彼は穏やかに笑って首を振ふる。

「重要なのは答えじゃない。仮に愛だ力だと答えられたとしても、それは問題じゃない。口にした時にその瞳ひとみに迷いがないかどうかが決め手なんだ。自分が生きる上で一番大切なものが何かを知っている人間は強い」

　そうなると、俺は弱い人間になるのだろうか。そうかもしれない。強いつもりでいたけれど、それは俺が何も知らなかったからなんじゃないだろうか。

「私は君が優しいことをこいつから聞いて知っている。いつか君が大切なものを見つけたら、きっと君は無敵になるだろうね。強くて優しい人間はなんだって出来る。うちのバカ孫は頑がん固こで無む鉄てつ砲ぽうだが、いつも人を見る目はあるんだ。これからも、仲良くしてやってくれ」

　伊勢谷の祖父は車椅子の老人をこいつ、と親しげに呼んだ後で伊勢谷に優しい眼差しを向ける。口ではバカ孫だと言っていても、やはり自じ慢まんの孫なのだろう。

「こちらこそ」

　俺が頭を下げると、ちょうど側に立っていた男が何事かを伊勢谷の祖父に耳打ちする。

　するとその顔つきが好こう々こう爺やからイセデンの創設者に変化したのが分かった。

「それじゃあ、是ぜ非ひ楽しんでいってくれ。それから……またいつでも好きな時に来なさい。遠えん慮りよはいらないからね。ホテルも高いだろうしね」

「はい、ありがとうございます」

　頭を下げてからその場を下がる。人の上に立ってきた人間は、老いてなお何かエネルギーがある。振ふり返ると険しい顔つきの老人が何事かを、耳打ちした男に指示しているようだった。

「何かあったのか？」

「ん？　ああ……気にするな。どうせいつものことだ」

　伊勢谷は事情を知っているのか、うんざりしたような顔をした後で俺を伴ともなって一番後ろにある椅子に座る。しばらくして演奏が始まると、招待客は食事や話を止めて演奏に聴きき入った。

　伊勢谷の祖父の他に三人弦げん楽がつ器きを手にした奏者がいた。俺はクラシックどころか、楽器や音楽には疎うといからよくわからなかったけど、伊勢谷が下手だという程、耳障りではなかった。それどころか柔やわらかなバイオリンの音色が心地よい。

　聴き入っていると演奏が終わり拍はく手しゆが起こる。拍手が鳴りやんでから、伊勢谷の祖父が簡単に招待客に礼を述べた。それから軽妙な冗じよう談だんを飛ばしてから、演奏を他の奏者に任せると、彼は伊勢谷を呼んでホールからいなくなった。

　俺の側を離はなれた伊勢谷に、何かトラブルでも発生したのかと思っていると、ふいにびしゃりと胸元に赤いワインが飛んだ。

　ちょうど通りかかった男がグラスを運ぶボーイにぶつかって、俺の胸に持っていたワインを零こぼしたようだった。お陰かげで買ったばかりの白いシャツは薄うすい赤あか紫むらさきに染まっている。

「す、すみませんっ、余所よそ見みしていて…！」

　慌あわてたように男がポケットからしわくちゃのハンカチを取り出して俺の服に当てた。

「大変失礼致いたしました」

　必死の形相で謝るその男に、怒いかりは湧わかずにため息だけが漏もれた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って男の謝罪を終わらせて、俺はホールの隅すみに立っているウェイターにトイレの場所を訊きくと、ホールを抜ぬけて狭せまい廊ろう下かを進んだ。

「レストルームはこちらですよ」

　ウェイターに教えられたとおり、突つき当あたりを右に曲がろうとしたら左の方から声が聞こえた。

　そこに立っていたのはウェイター姿の若い男だった。俺が聞き間ま違ちがえたのかと思い、素直に男の後に続く。男はドアの前で立ち止まると、俺のためにわざわざ開けてくれた。

「どうぞ」

　そう言われて部屋を覗のぞき込むが、そこはレストルームではなく普通の部屋のようだった。

「あの……？」

　不ふ審しんに思って問いかけると、男に背後から背中を強く押されて部屋の中に飛び込んだ。

「っ」

　部屋の中のソファには、先ほど伊勢谷の腕に胸を寄せていた女と見知らぬ男が座っている。

「お前……」

「清伸さんの前で恥はじをかかされて黙だまっているとでも思った？」

　女がうっすらと笑う。仕組まれていたのかと、ワインを零こぼした男のことを思い出す。彼の演技にすっかり騙だまされた。

「こんなところに連れ込んでどうするつもりだ？」

　横のホールでは今も演奏が行われているのに、こんなところで何をするつもりなんだろう。

「もちろん、痛い目に遭あって貰もらうわ」

　女はそう言って、俺を騙したウェイターにちらりと視線を向けた。俺よりも背が高くて厚い体をしていたが、そんな手合いを相手にするのは今に始まったことじゃない。

　だけど一体どうして俺ばかりこんな目に遭うのかと思いながら、高こう慢まんに笑う女を見た。

　美人でスタイルもいいのに、中身が腐くさっているのが残念だ。

　その横にいる男も整った顔と上等な格好をしているが、安っぽい笑みが台無しにしている。顔や雰ふん囲い気きが似ているから、もしかしたら姉弟かもしれない。なるほど、伊勢谷の祖父が伊勢谷以外の親族と合わないのも頷うなずける。俺だってこんな連中と仲良く暮らしていける自信はない。

「気に入らないわね、怯おびえないの？」

　女は詰つまらなさそうな顔で俺を見る。手に持った細いシャンパングラスを揺ゆらしながら、それを口に含ふくむ。俺は背後にいるウェイターと距きよ離りを取ろうとしたが、気付かれて羽は交がい締じめにされた。

「お前みたいに臆おく病びようじゃないんでね」

　強い締しめ付つけに痛みを我が慢まんしながらそう答えると、近づいてきた女が俺にシャンパングラスを投げつける。グラスは胸に当たって中身をまき散らした後、足下に落ちて簡単に割れた。

　ワインにシャンパン。買ったばかりのシャツはクリーニングで白さを取とり戻もどせるだろうか。

　セットした髪かみからシャンパンが滴したたる。俺を押さえている男にもかかったが、男は身じろぎもしない。こういう扱あつかいに慣れているのかも知れないが、俺だったら慣れる前に転職を決意する。

　俺が女を睨にらみ付けると一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだように女は肩かたを揺らしたが、すぐに「どうするか、決めたわ」と口元に笑みを浮うかべて細身の煙草たばこをくわえた。

「あなたをいじめる方法。彼に痛めつけさせた後で、私の体に触ふれたと騒さわごうかと思ったけど、それじゃ私の気が済まないもの」

　女は芝しば居いがかった動作でふうっと、口の中に溜ためた紫し煙えんを吐はき出す。

　もしかしたらそれが色っぽいとでも勘かん違ちがいしているのかもしれない。

　鼻からも煙けむりが出てるって誰か教えてあげないんだろうか。

「いいわよ、犯やって」

　女は傍かたわらの男にそう言った。

「いいの？　姉さん。嬉うれしいな」

　にこりと笑顔を浮うかべた男はいやらしい視線を俺の顔に当てる。

「あなたのことだから、どうせ狙ねらってたんでしょ？　カメラ貸しなさい。私が撮とってあげるわ」

　女の言葉に男が「ちゃんと押さえてろよ」と俺の後ろのやつに声を掛かける。

　近づいてきた男は俺のジャケットのボタンに手を掛かける。

「見れば見るほど好みの顔だな」

　好色そうに笑いながら、ジャケットのボタンを外す。次いでシャツにも指がかけられた。

「何よ、抵てい抗こうしないの？　もしかしてこういうのが好きなわけ？」

　侮ぶ蔑べつをにじませ、笑いながら女がファインダーを覗のぞき込む。

「あんたも弟と同じで変態なのね」

　シャツのボタンが全すべて外されて、白い肌はだが露あらわにされると背後の男の息づかいが変化する。俺の尻しりに緩ゆるく立ち上がった男のものが触れる。

　ここはホモの王国か。男の体で欲情してどうするんだよ、と思いながらまさに同じように吐と息いきを熱くしている目の前の男を見た。そいつは格好良いと思っているのか、見せつけるように舌なめずりをする。姉弟そろって、間ま違ちがってる。

「もう一人の方は犯る気にならなかったけど、あんたならいいね」

「……もう一人？」

「ヤスダだっけ？　そっちは好みじゃなかったからチンピラを雇やとったけど、あんたは俺が直に犯してやるよ」

　安原の事だろうか。一体どういう意味だ？

「安原にあんなことをしたのは、あんたらなのか？」

　声が震ふるえた。女は俺が怖こわがっていると勘違いしたのか、優ゆう越えつ感たっぷりの笑みを浮うかべる。

「そうよ。邪じや魔まが入って失敗しちゃったけどね」

「どういう事だ？　なんで安原に手を出した？」

「清伸さんに男性の恋こい人びとがいるって、そういう噂うわさを聞いたのよ。そしたら同じアパートに格好良い子がいたから、きっとそういうことだろうって思ったの。まさか、あっちじゃなくてあんただなんて思ってもみなかったけど。うまく化けてたのね」

　くすくすと女が笑う。

　恋人もなにも、その当時はまだ付き合ってもいなかったし、自分の気持ちも伊勢谷の気持ちも知らなかった。どうしてそういう誤解が生じたのだろうか。もしかして、その頃ころ伊勢谷には俺や安原の他につきあっていた男がいたのだろうか。

　───後で絶対問いつめてやる。

　そしてその答えがもしもイエスなら、上段構えからの本気の面を見せてやる。

「綺き麗れいな体」

　俺がそんな風に他のことを考えていると、うっとりするように呟つぶやいた男の指が乳首を掠かすめた。

「いじめがいがありそうだ」

　シャッターの音がした。

「姉さん、ちゃんと俺の顔が入らないようにしてくれよ」

「バカね、そんなの後で加工すればなんとでもなるわよ。それより、ちゃんと泣くまでいじめるのよ。私に許しを乞こうまできつくしなきゃ、あなたにやらせる意味がないわ」

「相変わらず怖いね。俺は姉さんだけは敵に回したくないよ」

　男が、俺のベルトに手を掛かける。背後の男が覗のぞき込むように、視線をベルトに向けた。

　その時、羽交い締めにされている腕うでが少し緩ゆるんだ。これを待っていた俺は思い切り後頭部で男の顔面を打つ。鼻の骨が折れる勢いでやるのがこつだ。

　ぐっと男が呻うめいたので、バンザイをして羽交い締めから抜ぬける。俺は目の前で状じよう況きようについていけない男の股こ間かんを思い切り蹴けり上げる。睾こう丸がんを潰つぶす勢いでやるのがこつだ。

　実際にそうなればいいと思った。俺は男達から離れるように窓辺に逃にげる。

　ドアの前には未だに鼻を押さえているウェイターと、股間を押さえてのたうつ男がいる。

「何してるの！　早く捕つかまえなさいよ！」

　矛ほこ先さきが自分に向けられるのではないかと危き惧ぐした女が、金切り声でウェイターに命令すると、男は俺を鋭するどい目で睨にらみ付ける。羽交い締めされた時に力では絶対に敵わないのは分かった。

　俺よりも遥はるかに分厚い体は、鍛きたえてきた男のそれだ。再び押さえ込まれたら終わりだ。

　ふいに、伊勢谷に言われた言葉が蘇よみがえる。

『こんな風に押さえ込まれたらどうするつもりだ？』

　前にアパートでそう尋たずねられた。あの時、俺がなんて言ったのかは覚えてないが、それに続けて伊勢谷が言った言葉は覚えている。

『逃げろ、助けを求めろ。一人で向かおうとするな』

　伊勢谷はそう言った。だけどずっと俺は今まで一人でなんとかしてきた。

　高校の時だってそうだ。一人でなんとかしていたし、なんとかなってきた。

「早く！　そいつを捕まえて！」

　鼻から血を流しながら、野や獣じゆうのような顔をして向かってくる男を見て、俺は近くにあった花か瓶びんで窓を割った。

　ガシャンッと大きな音がする。恥はじも外聞もなく、俺は大きな声で呼んだ。

「清伸ー!!」

　名前を呼ぶのは初めてだった。流石さすがに「助けてくれ」とは言えなかった。

　ウェイターに腕をひかれ、そのまま俯うつぶせに絨じゆう毯たんの上に押さえつけられる。腕をねじ上げるように曲げられて、痛みに口元が歪ゆがんだ。

　目の前に近づいてきた女のハイヒールが見える。キラキラ光る靴くつと、すらりと伸のびた細く綺き麗れいな白い足首の持ち主は「いい加減にしなさいよ、あんた」と苛いら立だったように俺を見下ろす。

「俺本気でそいつ泣かすわ。泣いたって許さねぇけどなぁ」

　まだ脂あぶら汗あせを搔かいたまま、ゆらりと立ち上がった男が近づいてくる。

　再び伊勢谷の名前を呼ぼうにも、背中からウェイターにのしかかられて肺が圧あつ迫ぱくされているせいで、大きな声が出せそうにない。それどころかねじ上げられた腕の骨がきしみ、折れそうだ。

「誰が泣くかよ、泣くのはてめぇだろうが」

　男の怒いかりがより増したのが雰ふん囲い気きで分かる。

　その負けん気の強さがいずれ首を絞しめるだろう、と師し範はん代だいは警告していた。

　分かっているが、こういう性分だ。大人おとなしくやられっぱなしになるぐらいなら、無む駄だな抵てい抗こうだと分かっていても足あ搔がきたい。伊勢谷の前以外で泣くなんて、死んでも嫌いやだし大人しく犯られるぐらいなら、舌を嚙かんでやる。

「ふぅん、その威い勢せいがいつまで続くか見物だな」

　男が俺の頰ほおを蹴けり飛ばそうと、足を上げるのが視界の隅すみに映る。覚かく悟ごして目を閉じ、歯を食いしばったが、衝しよう撃げきが訪れる前にドアがバンッと大きな音を立てた。

　次いで二度三度と破は壊かい的な音をさせる。撓しなる扉とびらに思わず女が「なんなの……」と口にした。

「開けろ」

　続いて聞こえたのは、俺も聴きいたことがないような酷ひどく冷たい伊勢谷の声だった。

「幸がいるんだろ？　今すぐ開けろ」

　伊勢谷のその静かだが怒りを含ふくんだ言葉に、ウェイターが窺うように女を見て、女は視線を彷徨さまよわせながら自らの弟を見た。誰もが沈ちん黙もくしているのが分かると、女は怯おびえたような足取りでドアの前まで行く。

　女がドアノブに触ふれたところで、再びドアが叩たたかれて、ミシリと木が悲鳴を上げる音がした。

「ひっ」

「開けろって言ってるだろ」

　冷静なのは声だけのようだ。

　女が鍵かぎを開けると、飛び込むように中に入ってきた伊勢谷は俺の姿を確認する。

「今回は……自力でどうにかしないんだな」

「先せん輩ぱいの出番をとっておいたんだよ。出番が無くなると拗すねるだろ？」

　伊勢谷の姿を見ただけでほっとして、知らず知らず体中に入っていた力が抜ぬける。

「どけ」

　伊勢谷は俺の体の上に乗っている男にそう命令を下す。男は女の直属の部下のようで、指示を仰あおぐように女をみたが、女は部下の視線には気付かずにただただ動どう揺ようしている。

「私……」

　女が何か言いかけたのを無視して、伊勢谷は俺の上にいた大男の腹を蹴り上げた。

「ぐうっ」

　呻うめいた男が俺の上から転げ落ちると、伊勢谷は俺の腕を引く。

　その時ちらりと伊勢谷の視線が俺の開けた胸元に向かうのが分かった。

「暴力だけじゃなかったのか」

　これ以上冷たくならないと思っていた声がさらに冷たくなる。

　伊勢谷が振ふり返り、俺が股間を蹴り上げた男に視線を移す。

「清伸さん、俺は……ただ、姉さんに言われただけで……」

　言い訳をしようとして口を開いた男は、伊勢谷に殴なぐられて部屋の隅すみまで吹ふっ飛とんだ。

　肩かたの入った良いパンチだと思ったが、決して味わいたくない。あんな感じでアメフトのボールも投げていたのだろうか。いまのパンチを見るだけで、強きよう肩けんなんだろうと想像できた。

　最後に伊勢谷が女に視線を向けると、彼女はびくりと体を硬こう直ちよくさせた。

「あ…」

　何かを言いかけた女を伊勢谷は無価値な物を見るような目で見下ろす。

「消えろ」

　女が何か喋しやべっているのが聞こえたが、内容はよく分からなかった。俺は伊勢谷に肩かたを抱だかれるようにして廊ろう下かを歩く。騒さわぎを聞きつけていたのか、近くに何人かの背広姿の男達が窺うように伊勢谷に視線を向ける。

「中の掃そう除じを頼たのむ。じいさんには友人と一いつ緒しよに部屋に戻もどると伝えてくれ」

「かしこまりました」

「ああ、それから……中にいる連中は二度とこの家に入れないように気を付けてくれ」

「はい」

　何故とは訊きかずに彼らは頭を下げて、部屋に向かっていく。伊勢谷は俺を連れて、近くの階段を登り始めた。そのまま三階の角部屋に連れてこられて、中に案内される。

　初めて見る伊勢谷の部屋は、テレビでしか見たことのないスイートルームみたいだった。

　俺の貧弱な語ご彙いでは「凄すごく金持ちっぽい」としか言いようがない。白と黒を基調にした洗練された家具や大型のテレビを見ていると、あのアパートに伊勢谷が住んでいたのは修行か罰ばつゲームに思えてならない。現在もその修行続行中の俺からすれば、羨うらやましいとか妬ねたましい以前に格が違ちがいすぎて話にならない。

「とりあえず、シャワー浴びたほうがいいな」

　伊勢谷はぽかんとしたままの俺を誘いざなって、部屋の中にあるバスルームの扉を開ける。個人的な部屋の中にバスルームがついているなんてどういうことだろう。しかも脱だつ衣い所とバスルームを合わせた面積だけで、俺の部屋よりも広い。

　伊勢谷は俺を脱衣所に案内してから、ドアを閉めた。一人になって改めて中を見回す。伊勢谷一人のためにこんな広いバスルームが用意されている。あのアパートのシャワーを思い出すと、何故なぜあれに伊勢谷が耐たえられたのか不思議だ。

「……なんだろうな、この経済格差」

　仮にも恋こい人びと同士なのに、全然違ちがう。

　着ていた服を脱ぬぎながら、俺は小さくため息を吐ついた。もともとあの男に脱がされかけていたから、脱ぐのは速かった。確実に染みになりそうなシャツを、苛立ち紛まぎれに籠かごの中に入れる。

　浴室ではいつものようにざっと体を流したが、アルコールのせいで、まだ体がべたべたする。髪かみも手て触ざわりが悪い。仕方ないから折角金を掛かけて美容院でブローして貰もらった髪を洗い、体を置いてあったスポンジで擦こする。

　まさか伊勢谷の部屋でこんな風にシャワーを浴びるとは想像していなかった。

　───それに。

「はじめて見た……」

　伊勢谷があんなに真しん剣けんに怒おこっている表情を見たのは初めてだ。大学の図書館で怒った時とは比べ物にならなかった。

　不謹きん慎しんにも嬉うれしく感じた。俺のことであんなに怒ってくれるとは思わなかったから。

　浴室を出ると、そこに畳たたんだ服が置かれていた。俺が脱ぎ捨すてた服はいつの間にか無くなっている。ざっくりとしたセーターと、大きめの綿パンを穿はいて部屋に戻ると、伊勢谷がベッドの上で仰あお向むけになっていた。

「伊勢谷？」

「一日ですげー疲つかれた」

「そんなの、俺だってそうだ」

「目を離はなすとすぐにいなくなる」

　咎とがめるように伊勢谷がそう言った。それは確かにそうだから、素直に「悪かった」と謝る。

　近づいた俺は伊勢谷に腕うでを取られて、そのままベッドの上に押さえつけられる。

「嫌いやな思いばかりさせてごめんな」

　伊勢谷はそういうと俺の唇くちびるに指先で触ふれる。

「こういうのは慣れてるから」

　掌てのひらを返されたような反応も、男に襲おそわれかけるのも慣れている。

「嫌になったか？」

　少し不安げに尋たずねられる。先程までの顔とは全然違ちがうその表情に、胸の奥おくが甘あまく疼うずいた。

「大事にするって言ったのに、守りきれなくてごめんな」

　伊勢谷は後こう悔かいするようにそう口にすると、俺の額にキスをする。

「守ってくれただろ」

　俺は伊勢谷の胸に顔を埋うずめた。背中に腕を回される。ベッドの上でただ抱だき合あうことがこんなに幸せだなんて知らなかった。

「なぁ、あの男にどこまでされた？」

　ぎしりと音をたてて、腕を解いた伊勢谷が俺の上に覆おおい被かぶさる。

「脱がされただけか？」

　伊勢谷の言葉に俺は曖あい昧まいに頷うなずく。

「本当に？」

「大したことは、されてねぇよ」

「そうか、良かった」

　安心したように伊勢谷はそう言うと、俺の服の中に手を入れた。

「ちょ、おいっ」

「なんだよ」

「ここですんのかよ。だってまだ大勢人いるだろ」

　三階と一階じゃ聞こえないと思うが、万が一聞こえたらどうするんだと伊勢谷を睨にらむ。

「壁かべが厚いから廊下には聞こえない」

「でも、じいさんによろしくって頼たのまれた後で、こんなことするのはなんか心苦しい……」

　孫の友達として信しん頼らいしてくれたのに、その直後にその信頼を裏切るような行こう為いはできない。

「は？　じいさんなんかとっくに認めてるだろ」

「え？」

「さっきホテルは高いから家でやれって言われただろ？」

　そう言えばそんなようなことを言っていたが、深く気にも留めなかった。

「あれって、そういう意味かよ!?」

　どうなってんだよ、伊勢谷家は！　そういう家か？　そういう家なのか？

「じいさんには元から話を付けてあったんだよ。つきあってるやつを連れて来いってうるさかったからな。そいつが男だってことも話しておいたしな」

「……じいさん怒おこらなかったのか」

　自分の母親のことを思い出すと、あの老人に嫌きらわれるかもしれないと怖こわくなった。

　そんな非常識なことを平然とやってのける伊勢谷も伊勢谷だ、普ふ通つうの老人ならばショックすぎてそのまま成仏しかねない。

「あの人は滅めつ多たなことじゃ怒らない。もっとも、今回お前を襲おそった奴やつらの件は流石さすがに怒るだろうけどな」

　そう言うと伊勢谷は俺の背中を直になで上げる。

　その感かん触しよくにぞくぞくして、思わずしがみつくように伊勢谷の服に手を伸のばす。

「今回の、件？」

「警察じゃ埒らちが明かないから、安原の件は探たん偵ていを雇やとって調べさせておいたんだ。そしたらさっき、その報告が来たんだよ」

　伊勢谷が祖父に呼ばれたのはその報告のためだったのか。

「うすうす黒幕の正体は気付いていたけど証しよう拠こがなかったからな。パーティに餌えさを連れてくれば動くと思ったけど、案の定だったな」

「おい、俺は餌かよ」

「俺が側にいないときにお前が襲われるぐらいなら、俺が側にいるときに襲われれば守ってやれると思ったんだ」

「……そういうことは、先に言えよ」

　そしたら俺だって、木刀は無理でもメリケンサックぐらいは用意してきた。襲われるのが分かってたら、もっと対処のしようだってあったのに。

「油断してたんだ。お前の姿がなかった時は死ぬほど焦あせった」

　伊勢谷はそう言ってから確かめるように俺の体をぎゅっと抱だきしめる。

　しばらくそのまま伊勢谷の重さを感じていると、ふいに無骨な指が俺の髪を撫なでた。

「折角似合ってたのに勿もつ体たいなかったな」

「ああいう方が、好みか」

　髪を整えてちゃんとした格好をしているほうが良いというなら、そうしてやってもいい。

「別に。俺は幸ならなんでもいいよ」

　キスをされた後で、先ほど着たばかりのセーターを脱がされる。寒さで立ちあがっている乳首を見られて、恥はずかしくなった。いつまでたっても、伊勢谷に見られることに慣れない。

「幸、足開いて」

　恥はずかしいが伊勢谷の願いを叶かなえるために、ゆっくりと足を開く。

　すると、伊勢谷はその掌てのひらで服の上から俺の性器を弄いじる。

「先せん輩ぱい」

「清伸って呼べよ。さっきみたいに、なあ…」

　耳元で囁ささやかれて、逆らえずに従った。

「……清伸」

　名前を呼ぶと嬉うれしそうに、伊勢谷が笑う。唇を優しく嚙かまれて、ご褒ほう美びのように気持ちいいキスに酔よっていると、下着の中に手が入ってくる。

「んんっ」

　奥おくまった場所に直接触ふれられる。何度も指の腹で擦こすられて、思わず腰こしが揺ゆれる。その場所に伊勢谷が欲しいと思った。けれど与あたえられたのは違ちがう快感だった。

「あ…っ」

　綿パンを下着ごとはぎ取られ、露あらわになった性器に伊勢谷が口を寄せた。

「何して、嫌だ、先輩…そんなの」

　舌先でぐりぐりと尿によう道どうのあたりを舐なめられて、思わず引きつった声が漏もれる。

　口でされるのは初めてだ。そんなことをするのはエロ本の世界だけだと思っていた。

「うっく……舐められたら俺、たまんなくなる」

　すぐに限界を迎むかえそうだ。早いのが恥はずかしくて、必死に萎なえそうなことを考える。

　アミノ配列や片桐教授の顔を思おもい浮うかべようとするが、うまくいかない。

「放せっ……放してっ」

「幸、可愛かわいい」

　抗こう議ぎのために口にした言葉を、「可愛い」とばっさり切られた。

　伊勢谷は俺の意見なんて気にせずに、俺の睾こう丸がんまで口に含ふくんだ。

「ぅ…っぁ」

　強く吸われながら、尻しりをいじられる。先走りが伝った入り口に伊勢谷の指が入り込んだ。

「んっく」

　いつものように、気持ちの良い場所を伊勢谷の指が抉えぐる。

「あ、…あぁ」

　腰が跳はねて伊勢谷を締しめ付つけた。口の中に含まれた睾丸は伊勢谷の舌の上で遊ばれる。

「ふっ……ぅっ」

　ちゅぷ、と卑ひ猥わいな水音が聞こえて、ますます堪たまらない気分になる。そんなところを舐められているだけでも恥ずかしいのに、伊勢谷は口を性器から放すと、今度は俺の最さい奥おうに舌を伸のばす。

「嫌だ、清伸……、清伸っ」

　甘えるように名前を呼んだが、俺の願いは聞き入れられずに舌がその場所に触ふれる。

「ふぇ」

　中を舐められてる。そんな場所に舌を這はわされて、恥ずかしくて死にたくなる。

「清伸、も、やめろよ」

「慣らさないと入らないだろ？」

「だ、だったら俺が自分でやる」

　思わずそう口にした言葉に、伊勢谷は面白そうに笑った。

　伊勢谷はベッドサイドから使いかけのローションを取り出す。新品じゃないってことは誰かをここで抱だくときに使ったんだろうな、と考えても仕方のないことを考える。

　俺と付き合う前のものなら、俺に何も言う権利はないのにやはり気になってしまう。

　そのローションが俺の手に渡わたされる。

「自分でしてみせてくれるんだろ？」

　やらしい顔で笑った伊勢谷は、目の前にある俺の足を大きく開くと、先ほどまで自分が舐めていた場所を指でつついた。

「うぁ……っ」

　思わず息を詰つめる。

「やり方わかる？」

　伊勢谷がにやにやと含ふくみ笑わらいで訊きいてくる。分かるもなにも、いつもされている。

　伊勢谷の指が体内でぐるりと回される感覚を思い出して、一人で赤面した。

「早く」

　動かない俺に焦じれたように伊勢谷が亀き頭とうから睾丸のあたりまで、裏筋を指先で辿たどる。

「も、最悪だ…てめぇ」

　そう言いながらローションを掌の上に垂らして、Ｍ字に足を開いたまま見せつけるような格好で伊勢谷の言う通りに最奥へと指を伸のばす。中指を埋うずめながら中をかき回す。次いで二本同時に中に入れた。

「ん…うぅ」

　中をいじっていると、伊勢谷の長い指が一いつ緒しよに入ってきた。

「ひっう…っん」

　ピストンで突つかれて、思わず仰のけ反る。

　指が抜ぬき去さられるたびに、白いローションがどろどろと零こぼれていく。

「可愛い」

「んんっ」

　太ふと股ももにキスされる。ちくりとしたからまたキスマークを付けられたのだろう。

「や…っ」

　指を増やされてなかを突かれる、欲しくなって腰が揺れた。

「とろとろになってる」

　伊勢谷の官能的に掠かすれた声で言われて、性器の先に先走りが滲にじむ。

「清伸」

　体の奥が疼うずくのが自分でも分かる。欲しくて堪たまらなくなっている。伊勢谷の指をきゅうきゅう締しめ付つけてしまう。切せつ羽ぱ詰つまった声で呼んだから、伊勢谷は俺の欲望に気付いたようだった。

「いいの？　まだ痛いんじゃないか？」

　欲しいとは、さすがに言えなかった。だからその代わりに最奥に入れたままの人差し指と中指を開いた。ちゅく、とローションが塗まみれた音を立てる。自分で開いたそこを見る勇気も、伊勢谷の顔を見る勇気もなかった。だけど俺の指が開いた所を伊勢谷が見ているのは分かった。

「たまんねぇよ、お前」

　唸うなるような、不ふ機き嫌げんとも思えるような低い声で伊勢谷がそう言うと、そのまま痛いくらいに力任せに押し倒たおされた。

「っう…ぁっ……あ…」

　大きく開かれた足の間、本来なら受け入れるべきではない所に伊勢谷の硬かたい性器が突つき立たてられる。思わず声があがった。

　欲しい物で一気に貫つらぬかれて、一いつ杯ぱいにされて、背中がびくびくと震ふるえる。

「先輩…っ」

「清伸だろ」

　乱暴な命令口調に、普ふ段だんだったら逆らうのに今はそんな気が少しも起きなかった。

「っ、清伸、清伸」

　名前を呼ぶと嬉しそうに伊勢谷が微笑ほほえむから、何度も呼んだ。揺さぶられて、焦しよう点てんのうまくあわない目で伊勢谷の顔を見つめた。

「っ…ん…ぅ」

　腹の間で擦こすれる性器に、伊勢谷の手が伸のばされる。

「可愛い」

　つきあってから何度も言われた。だけど聞きき飽あきはしない。伊勢谷にそう言って貰もらえるのは嬉しくて、胸の奥が熱くなる。だから奥まで貫かれながら、俺は快感にすすり泣く。

　こんな風になるのは伊勢谷だけで、伊勢谷以外の男に貫かれる自分なんて想像しただけで吐はき気けがした。そしたら先ほど見知らぬ男に触ふれられたときには感じなかった恐きよう怖ふが、今いま更さらながらに蘇よみがえってきて、怯おびえるように伊勢谷の背中に腕うでを回した。

「幸？」

　優しげな声で名前を呼ばれて、不安が解けていく。触ふれられるだけで満たされる。

　この気持ちが何て呼ばれるのか、俺は知っている。

　だからそれを伝えるために、伊勢谷の肩かたにすがりついて「好き」と口にした。

　初めて伝えた本音に、驚おどろいた伊勢谷は動くのを止めて俺の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「幸、今の…もう一回言って」

　真しん剣けんな顔でお願いされて、乞こわれた通りに「好き」と口にした。

　恥はずかしかったが、言った俺以上に伊勢谷はかあっと顔を赤くした。

　伊勢谷が赤面しながら「もっと聴ききたい」と俺の唇くちびるを啄ついばむ。

「幸の口から、もっと聴きたい」

　恥ずかしい男だ。

「…好き」

　促うながすように髪かみを梳すかれる。

「清伸のこと、好き…だ」

「俺も、すげぇ好き」

　本当に嬉うれしそうに伊勢谷が言うから、今まで意地を張って言わなかったことを申し訳なく思った。それから激しく突き上げられて、俺は「好き」と口にしながら絶頂に達した。どろりと白はく濁だくした液体が吐はき出される。その後を追うように、伊勢谷が俺のなかで弾はじける。

　広げられる。擦られる。それから、奥の方で精子を注がれる。

　セックスってどうしてこんなに気持ちが良いんだろうと、頭の片かた隅すみで考えながらも壊こわれたレコードみたいに、また「好き」と口にした。きっと好きな相手とするから気持ちがいいのだと、その真理に気付いた時、伊勢谷のものが抜ぬき去さられる。

「は……っ…ん」

　いつものように、中で出された精液がどろりと垂れる。

「幸、後ろ向いて」

「え？」

　まだ快感でぼんやりしたままだったから、素直に従って背中を向けると腰こしだけすくわれた。

「何、これ？」

　おかしな格好をさせられて不安になった。尻しりだけ突つき出すような格好に羞しゆう恥ちが募つのる。

「出てきてる」

　伊勢谷がそう言って、先ほどまで伊勢谷が入っていた場所をいじる。

「ひっ……ぁ」

「気持ちよさそうな声」

　指が離れると、再び張りつめた伊勢谷の性器が宛あてがわれる。

　まだ足りないと疼うずく場所に、それがゆっくりと入り込んでくる。

「ん…ぅん…」

「もう一回出来る？」

　拒きよ絶ぜつできないような掠かすれた色っぽい声音でそう尋たずねられて頷うなずく。

　伊勢谷の良いように突かれて喘あえがされる。だけどそれが少しも嫌いやじゃなかった。

　腹の奥おくに注がれた伊勢谷の熱を感じながら、俺はもう一度「好き」と呟つぶやいた。










「これから空港行くの面めん倒どうくせぇな」

　胴着から私服に着き替がえながら呟つぶやくと、傍かたわらの有沢が「噓うそつけよ」と嫌そうな顔を俺に向ける。

「何がだよ」

　睨にらみ付けると、怯おびえながらも反論してくる。

「………伊勢谷先せん輩ぱいいないと剣けん荒あれてんじゃん」

「そんなことねぇよ」

　言われてみると最近やたらと竹刀しないダコができる。ブランクがあるせいだと思っていたけど、ただ単に握にぎりに余計な力が入っていたからだったのか。

「早く別れりゃいいのに」

　そう呟いた有沢の後頭部を容よう赦しやなく叩たたいてから、俺はバッグを摑つかんで更こう衣い室を出る。

　大学を出ようとしたところで冬期休きゆう暇か中にもかかわらず、集中講義を取っている安原に会う。

「あ、幸くん。今日は帰らないの？」

　伊勢谷の帰国を知っている安原に期待を見み透すかされているのが分かって、顔が赤くなる。

「ああ」

　頷うなずくと安原がにっと笑った。

「分かった。じゃ、伊勢谷先輩によろしく言っておいてね」

　楽しそうにそう言って離れていく安原を見て、そういうことかと納得する。おそらく俺がいないのを良いことに、また恋こい人びとでも家に上げるつもりなのだ。

　俺がいるときにアパートでするのは抵てい抗こうがあるんだろう。その気持ちはよく分かる。俺だって安原のあんな声を聞くのも、あんな声を聞かせるのも嫌だ。

「なんか俺……やることばっか考えてんじゃねぇか、最近」

　淡たん泊ぱくな方だと思っていたのに、伊勢谷としてからこんなことばかり考えている。

　そんな自分に呆あきれながら飛行機の時間を思い出して、俺は早る気持ちを抑おさえて電車とモノレールを乗り継つぐ。

　伊勢谷に会うのは久しぶりだ。ボランティア活動だけじゃなく、伊勢谷はこのところ実習が忙いそがしくて、一ヶ月間近く声だけで我が慢まんしていた。年が明けてから会うのは初めてだ。

　電話越ごしの会話はいつも現状報告と、俺の勉強相談に終始していて「会いたい」とか「愛してる」とかそんな言葉はなかった。何度か電話越しに「好きだ」と言われたが、嬉うれしいはずのそれを茶化すことしか出来なかった。このままじゃいつか愛想尽かされんじゃないかと考えて、その詫わびのようにわざわざ空港まで出で迎むかえに来た。だけど着いた途と端たんに、たった一週間しか海外にいなかった男をわざわざ出迎えに来るなんて、バカみたいだと気付いて帰りたくなった。

　───そういうキャラじゃねぇんだけどな。いや、そういうキャラのやつだってたかだか一週間で空港まで迎えには来ないだろ。

　やっぱり伊勢谷に見つからないうちに帰ろうかと、ロビーの椅い子すから立ち上がりかける。

　だけど思い直して座る。

　所在なく到とう着ちやくロビーを見回すと、目の前でカップルが抱ほう擁ようを始めた。空港で抱だき合あう日本人はシチュエーションに酔よっているとしか思えない。

　伊勢谷とここで抱き合っている自分を想像すると、やっぱり恥はずかしくなって立ち上がり、それでも数歩進んでから思い直して別の椅子に座る。

　そんなことを繰くり返していると、ふいに背後から湯気の立つ珈琲コーヒーの入ったカップを差し出される。振ふり返るとそこに、一月なのに日焼けした伊勢谷がいた。

「え？」

「来てくれたんだな」

　俺が見つけるより先に、俺を見つけた伊勢谷に驚おどろきながら差し出されたカップを受け取る。じんわりと掌てのひらに暖かさが染みこんでくる。

「なんで？」

　見み逃のがすまいとゲートをずっと見ていたのに、どうしていつの間にか俺の背後に伊勢谷がいるんだろう。

「便の到とう着ちやく時間が早まったんだ。それで上のカフェで飯食ってたらお前みつけてさ」

「……もしかして、ずっと見てたのか？」

　帰ろうかどうしようかと迷って、そわそわと周りを見回したりしていた姿を見られていたのかと思うと、恥ずかしくて死にたくなる。

「悪い、可愛かわいくてつい」

「っ」

　一気に顔に血が上って思わず立ち上がって出口を目指す。

「待てよ、幸」

　含ふくみ笑わらいで伊勢谷が俺を引き留めるから、ますます歩く速度が速くなる。

「なぁ、ああいうのしてくれないのか？」

　さっき抱き合っていた恋こい人びとたちが、のろのろ歩きながら腕うでを絡からめてキスをしはじめる。

「うるせぇな、そんなもん俺に求めんじゃねぇよ」

　彼らを無視して伊勢谷から逃にげるように歩くと、後ろから伊勢谷に腕を摑つかまれる。

「幸」

　困ったように名前を呼ばれて、その声に我に返る。これじゃ電話の時より悪い。

「ごめんな、折角来てくれたのに」

　甘あまやかすように伊勢谷が折れる。いつもそうだ。これじゃいつか本当に愛想を尽かされる。

　だから、本当は見せたくないのに赤面した顔を上げてまっすぐに伊勢谷を見つめた。

「二人きりになったら、なんだってしてやる」

　俺の言葉に伊勢谷ではなく、二人の世界に浸ひたっていた恋人たちが驚いたように俺を見た。だけどそんなのはどうでもいい。どうせもう二度と会わない連中だ。

「伊勢谷が好きなこと、なんだってしたい」

　気を抜ぬけば俯うつむいてしまいそうになる。だから睨にらむように伊勢谷を見み据すえた。

　そんな俺に伊勢谷は困ったような、それでいてひどく嬉うれしそうな笑みを浮うかべる。

「なんか俺、お前に負けっぱなしだわ」

　そう言った後で、伊勢谷がぎゅっと俺の手を握にぎる。

「恥ずかしいから放せよ」

　放してほしくないくせにそう言った。言葉と裏腹に指先に力をこめる。

「なぁ、四月になったらどうすんの？」

　いきなりそう聞かれて面喰くらう。

「どっか引っ越こし先決まってんのか？」

「まだ、決まってないけど…」

「じゃあ、俺の家に来いよ。じいさんもそうしろってうるせぇし、これからお互たがい忙いそがしくなったらろくに会えなくなるから」

「そんなの、いきなり言われても」

「なんだってしてくれるんだろ？」

　優しく甘えるように微笑ほほえまれると、俺に選せん択たく肢しなんて残されていないような気がした。

「やっぱり……先せん輩ぱいって狡ずるいよな」

　思わずそう口にしたけど、その申し出が嫌いやなわけがない。緩ゆるみそうになる口元を隠かくすために俯いて、今度伊勢谷のじいさんに会ったら、一番大切なものが見つかったと伝えようと思った。

　孫の名前を口にしたら、流石さすがに驚くだろうかと考えながら握った指先が離はなれないようにと願った。

　この手を繫つないだままで、どこまでいけるだろう。ふいにそんなことを考えた。

　伊勢谷とならどこまでだっていける気がして、掌から伝わる熱を逃にがさないようにゆっくりと宝物のように握りしめた。
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